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まずは、材料確認




「蘭らん、そういう時は早く言ってって、いつも言ってるでしょ……！」

《そんなこと言われても、急に決まった出張だったの。お姉ちゃん、ホントにごめんね。あ……今から打ち合わせだから、また連絡するね！》

「ちょ、ちょっと……！」

　慌てて引き留めようとしたけれど、叶うことなく一方的に切られた電話。無機質な電子音だけが耳に響いて、私は溜め息をつきながら色をなくした携帯の画面を見つめた。

　もう……ホントに、嫌になる。

　自分の手にある大きな保冷バッグの中身のことを考えれば、逃げ場のない憂ゆう鬱うつに苛さいなまれるばかりで、再び大きな溜め息をこぼすしかなかった。

　蘭の奴……出張から帰ってきたら、直接、文句言ってやるんだから。

　――たった今、電話をしていた相手はひとつ下の妹の蘭だ。彼女はグラフィックデザイナーとして働いていて、昼夜関係ないようなハードな生活を送っている。

　そんな彼女の体調を心配して、姉である私は週末ごとに大量の料理を作り、月曜日の仕事帰りに妹の住むマンションへと届けるのが日課になっているのだけど、忙しい彼女は時々、直前になってそれを断ってくるのだ。

　今だって、三日ほど出張に行くから今日の料理は受け取れないとのこと。

　確かに家を数日空けるのなら、マンションの宅配ボックスに入れたとしても、取り出す頃には大惨事になっているに違いない。だから、こういう時は決まって彼女のために作った大量の料理が、私の手元に残ってしまう。

　今日のメニューは、肉じゃが、蒸し鶏の甘酢和え、真ダコのマリネ、白菜の浅漬け、かぼちゃサラダにドライカレー……。

　蒸し鶏とドライカレーは冷凍してしまえばいいとしても、他のものは冷凍には向いていないから、なんとか二～三日中に消費してしまいたい。

　だけど、もちろん我が家の冷蔵庫には自分用にも作った、まったく同じ料理が今週の常備菜としてスタンバイしているわけで。単純に考えてみても蘭の分と合わせて二倍の量を、ひとりで食べなければならないのだ。

「でも……もったいないから、食べるしかないよね……」

　再び、溜め息と共にこぼした言葉。

　いつまでもこんなふうに落ち込んでいても、なにか解決するわけでもないし。結局、こういう時はいつだって、選択肢はひとつしかないのだ。

　ああ、もうっ。絶対、全部食べきってやるんだからっ。

　そうして憂鬱に負けそうになる心を叱しっ咤たした私は、携帯を鞄の中へと押し込むと、重い保冷バッグを持つ手に力を込め、オフィスの給湯室からエレベーターホールに向かって歩き出した――の、だけれど。

「きゃ……っ!?」

「うわっ」

　廊下の角を曲がったところで運悪く、私より頭ひとつぶん以上背が高いスーツ姿の男の人と、ぶつかってしまった。

「あっ、ぶな……」

　身体が反動で後ろへと倒れそうになった瞬間、がっしりと引き寄せられるように掴まれた腕。そのおかげで私はひっくり返らずに済んだけれど、顔を上げた先にいた人物に、思わず目を見開いて固まった。

「し、下しも條じょうさ……しゃ、社長……!?」

「日くさ下か部べさん。よかった、怪我はない？」

「は、はい……っ。すみません、私のほうこそ、前方不注意で……！」

「いや、俺も急いでたから……でも、日下部さんに怪我させなくてホントよかった」

　言いながら、優しく目を細めて笑った下條さん……もとい下條社長に、心臓がドクリと音を立てる。

　少しだけ垂れ目な二重瞼の奥に覗く、キレイなブラウンの瞳に見つめられるだけで、不謹慎にも心が浮き足立ってしまう。

　ああ、もう……どうしてよりにもよって、ぶつかったのが下條社長なの……。

　目の前にいる彼――下條修しゅう士じさんは、私が勤める会社の現・代表取締役社長だ。三十二歳という年齢でありながら、彼が社長に抜擢されたのは、他ならぬ、彼のお父様がこの会社の会長に君臨しているため。

　会長が四十五歳の時に生まれたという彼を、会長は幼い頃から徹底的に教育し、将来自分の会社を任せるべく一流の人間へと育て上げたという。

　主にホテルや旅館、温浴施設の経営、それに付随するサービスを提供するこの会社は、現会長が一代で築き上げた、温浴施設業界では名の知れた大手企業。

　周囲の期待を一心に背負いながらも驕おごることはなく、いつだって謙虚な姿勢を貫き、まっすぐに成長した彼……下條修士社長は二十九歳の時に、そんな我が社の代表取締役社長に就任した。

　温浴施設の集客率を上げるための斬新な企画や、ホテルではロビーにおけるウェルカムサービスの向上を推進。新入社員への教育にも積極的に関与することで現場の士気を上げ、マスコミを使った企業のイメージアップに成功するなど、若くして、そのカリスマ性を存分に発揮してきた。

　そんな彼の経歴はといえば、某有名私立大学卒業後、七年間は一社員として営業部で活躍。クライアントからは、絶大な信頼と人気を誇った。一度でも下條社長と仕事をしたことのあるクライアントは、彼の仕事の早さと正確さ、コミュニケーション能力の高さを評価し、次も必ず名指しで彼を指名してきたほどだ。

　だけど彼はいつだって七光りを振りかざすことはせず、一社員時代は周りの社員と同じ目線に立ち、努めて平等な扱いをされることを望んでいた。

　そんな彼だからこそ社内での信頼も厚く、彼が社長になると聞いた時には営業部は盛大なお祝いムードに包まれた。そして三年が経った今では、我が社の顔とも呼べる、代表取締役社長へと成長したのだ。

　おまけに……彼が一目置かれる理由は、そんな有能ぶりだけではない。

　百八十センチはあるだろう高身長に、ほどよく引き締まった身体、モデルのように長い脚。アップバングにセットされた黒髪は清潔感が溢れ、シャープな顎あごのラインがキレイに映える輪郭と、筋の通った鼻筋に形のいい唇が絶妙なバランスで彼を彩っている。いわゆるスーツのよく似合う正統派のイケメンで、女の子なら誰しもが一度は見惚れてしまう極上の容姿。

　挙句の果てには周りへの気遣いと心遣いも秀逸で、幹部から新入社員、掃除のおばさんや守衛さんまで、誰にでも分け隔てなく平等な態度で接する彼は、うちの会社の女子社員の憧れの的だった。

　社長に就任してからは肩書も相まって、肉食系女子の皆さんは常に目を光らせているとかいないとか。

　そんな彼、下條社長とは、彼の営業部時代に仕事を通して言葉を交わした間柄だった。

　私のいる総務部は社員三人とパートさんふたりで構成された少数部隊で、営業部のあるフロアの一画に席を置いている。それというのも、私たち総務部が主に営業部の仕事の補佐的役割を担っているからだ。

　見積書の作成をはじめ、レシート処理、必要経費の確認申請、銀行への入金、オフィス用品の注文、挙句に忘新年会の幹事などなど。〝会社の便利屋さん〟なんてあだ名を付けられていることに、不覚にも頷いてしまうほど。

　営業部の皆さんの仕事をより迅速かつスムーズに行うために存在すると言っても過言ではない私たち総務部は、営業部時代の下條社長をよく知る部署のひとつなのだ。

「それにしても、相変わらず危なっかしいのは変わってないね？　久しぶりに会ったかと思えば、正面衝突の事故になるところだった」

「本当に、すみません……」

「ハハッ、今のは冗談。俺も前方不注意だったよ。日下部さんの仕事ぶりはよく知ってるし。まぁ、仕事以外のドジが久しぶりに見られたのはよかったけど」

　言いながら楽しそうに笑う下條社長を前に、思わず顔が熱を持つ。

　こんなふうに下條社長の笑顔を近くで見るのは私のほうこそ本当に久しぶりで。なんとなく、彼が営業部時代の〝下條さん〟に戻ったような気がして胸が懐かしさで温かくなった。

　そういえば、営業部時代はよく、『日下部さんの仕事は丁寧で助かる』なんて、宝物のような言葉をもらっていたなぁ……。そう言われるたびに、もっと頑張ろう、みんなの役に立ちたい、って思ったんだ。

　社長に就任してからは、フロアも変わって直接顔を合わさなくなって、今のようになにげない会話をすることもなくなってしまったけれど。

「日下部さんは……今から、帰り？」

「あ……はい。少し、見積書の作成が重なってしまって」

「そう。遅くまで、お疲れ様。いつも頑張ってくれて、助かるよ」

　言いながら、ふわりと笑った下條社長に、再び胸がトクン……と小さく音を奏でた。

　助かるよ、なんて。今も昔も、そんな言葉を下條社長本人からもらえるほどの仕事を、私はきっとしてないです。

　下條社長はまるで、温かいコーヒーから立ち昇る湯気のような人。ふわふわと優しく心をくすぐって、目の前で甘い誘惑を囁ささやいて。それでも決して捕まえさせてはくれずに、口にすれば癖になる苦味を残していく。

　そんなことを天然なのか狙っているのか、それさえもわからないほど自然体でやってしまうんだから、本当に罪なヒト。

「いえ……下條社長こそ、いつも遅くまでお疲れ様です。今日も、まだ残りですか？」

「うん。先週出張でいなかったせいで、企画部からもらってる提案書が溜まってるんだ。今日は、それに一通り目を通してから帰ろうかと思って」

「そうなんですか……大変ですね」

　背の高い社長を見上げてそんなことを呟けば、視線の先の彼は、「そうでもないよ」と笑った。

　柔らかな空気の漂う世界に、彼が好んでまとうシトラスの香りが優しく舞う。それに、ついめまいを覚えてしまうのは、私の心臓が先ほどから騒がしく跳ねているせいだろう。

　下條社長という、私には到底手の届かないような人に久しぶりに触れ、心が勝手に踊っているせい。

「ところで……それ、どうしたの？」

「え？」

「もしかして、お弁当？」

　そんなことを考えながらぼんやりと社長を見上げていると、私の手元に視線を落とした彼が思わぬことを口にした。

　慌てて自分の手を見れば、そこには大きな保冷バッグが握られたままで、まさかこれがお弁当かと思われたのだと思ったら、恥ずかしさで一気に身体が熱くなる。

「ち、違います！　さすがに、私もこんなにたくさん食べられませんし、お弁当はお昼休みに食べました……！」

「いや……そうかなぁとは思ったんだけど……」

　しげしげと巨大保冷バッグを見つめる社長を前に、恥ずかしさで穴があったら入りたい気分になった。

　だって、よりにもよって下條社長に……！

　私が大食いだなんて思われたら、それこそ蘭を恨んでも恨みきれないよ……！

「ち、違うんです、実はこれ……中身は一週間分のお惣菜で」

「お惣菜？」

「はい……毎週月曜日の仕事帰りに、休日に作り置きした手料理を届けているんですけど……。実は今日になって仕事が忙しくて、しばらく家に帰れないから受け取れないって、相手から言われて……」

「え」

「それで泣く泣く、今から自宅に持って帰るところなんです。だからこれは、もともと私が食べるものではなくて」

　言いながら自じ嘲ちょう気味に笑えば、社長は驚いた表情で私を見ていた。

　それも、そうか。二十九歳にもなって、妹のところへ毎週料理を届けに行っているなんて知ったら、過保護な上にシスコンだと思われても仕方ない。

　それだけならまだしも、彼氏もいない寂しい奴だと思われたかも。

「でも……日下部さん自身が作り置きした料理なら、家にも同じものが同じくらいの量、あるんじゃないの？」

「えっ……はい。それはそうですが、捨ててしまうのはもったいないので……」

「だからってそれ、全部食べきれるの？」

「…………」

　図星をつかれた私は、つい声を呑み込んでしまった。そんな私を見て、一瞬なにかを考えた様子の下條社長は、思いがけない言葉を口にする。

「あの、さ。もし日下部さんさえよければ、それ、俺に譲ってくれない？」

「え？」

「俺、基本的に料理とか一切できないし、いつも食事は外食かコンビニでさ。だから、日下部さんさえよければ、それ、俺が食べてもいい？」

「――っ」

「ダメかな？」

　突然の提案に、思わず固まってしまった私を覗き込むように見つめながら、そんなことを言う社長。

　だけど、下條社長を前に、ダメだと言える女子がこの世に何人いるだろう。

　……いや、いないと思う。下條社長に、こんなふうにかわいらしく尋ねられて、断れる人なんか、絶対いない。

「……ほんとに、いいんですか？」

「え？」

「あの……私の手料理、美味しいかどうかわかりませんし……下條さんのお口に合うかどうかも……」

　つい、『社長』ではなく『下條さん』と呼んでしまったのは、驚きすぎて無意識に昔の癖が出てしまったせい。だけど、そんな失態にも気付かずに思ったことをそのまま口にすれば、再び一瞬驚いたような顔をした下條社長が、すぐに柔らかな笑みを浮かべて私を見つめた。

　その表情の変化に胸がキュンと締めつけられて、呆然と彼に見惚れていると、唐突に私の手からヒョイッと奪われた、巨大な保冷バッグ。

「あ……」

「俺さ、営業部時代……お昼に日下部さんの近くを通ると、いつも手作りのお弁当持ってきてて偉いなーって感心してたんだ」

「え」

「チラッと見ただけでも彩り豊かで、バランスとかちゃんと考えてんだなーって。こんな弁当食べられる奴がいたら幸せだろうなって、いつも思ってた」

「……っ」

「だから、これ、食べるのすごく楽しみ。日下部さんの料理が待ってくれてるのかと思ったら、この後の仕事も頑張れるよ」

　ああ、もう、本当に。どこまでも、罪なヒトだ。

　重いはずの保冷バッグを軽々と片手に持った下條社長は、社長が持つには安っぽすぎて不似合いなそれを見て、本当に嬉しそうに微笑んでいる。

　その保冷バッグと中身はきっと、社長の今日の業務が終わったら、彼の家へと持ち帰られるのだろう。

「それじゃあ、これ、ありがとう。また明日。お疲れ様」

　言いながら、一度だけ私の頭にポンと手を置いた彼は、颯さっ爽そうとその場を後にした。

　そんな彼の背中を視線だけで追いかけながら、社長の家に持ち帰られる料理たちが羨ましい……なんて。心の底から馬鹿げたことを考えた私は、すっかり彼に与えられた熱に、心を奪われてしまっていた。










下ごしらえは、丁寧に




　三人兄弟の長女として育った私は、仕事で忙しい両親に代わって、小さい頃から妹と弟のお目付け役兼お世話係だった。

　人目を引く美人でスタイルもよく、自分の意見を堂々と口にできる妹の蘭。その容姿と性格のせいで一見、高たか飛び車しゃに見られがちだけど、本当の彼女は弱い者に優しく、誰よりも努力家だった。

　そして年子である私たちに比べ、年が離れて生まれた弟の陽よう。彼はまだ高校生だけど、蘭とよく似た整った容姿を持つ、キリリとした男の子に成長した。

　最近は部活に励み、毎日遅くまで練習を頑張っているのだと、先々週、実家に帰った時にお母さんが嬉しそうに話してくれた。なんでも、かわいい彼女までできたらしく、姉である私よりも先を行く弟に、いい年して負い目すら感じてしまう。

　そんな蘭と陽は、昔から周囲の人たちに一目置かれる存在だった。ふたりが並んで歩けば、老若男女問わず、つい振り返ってしまう。本人たちに自覚はなくとも、そんなふうに自然ともてはやされる運命のもとに生まれたふたりだったのだ。

　かくいう私は、ふたりとは遠くかけ離れた存在で、学生時代はよく『え、蘭ちゃんのお姉さん？　嘘でしょ？』なんて、失礼なことを言われていた。

　陽が高校生になってからは、並んで歩くと女子高生たちから『なにあのオバサン』なんて心ない声を囁かれることも。

　二十九歳にもなれば、女子高生からすると、もうオバサンの範囲なのね……。

　私たち家族を知っている人たちから必ず言われることといえば、『杏あんちゃんは、お母さんによく似て、フワフワしているねぇ』。

　背が高くスタイルのいい妹と弟に比べたら、私は身長百五十五センチと低めだし、そのくせ体形も可もなく不可もなく……といった、平凡平均。

　お世辞にも『キレイだね』なんて言われる顔立ちでもなくて、残念ながら私だけ、なにもかもが〝普通〟に生まれてしまったのだ。

　そんな自分の運命を、学生時代は悲観したこともあったけれど、今では自然体で受け止められている。

　別に両親に罪があるわけでもなし。蘭と陽も、あの容姿のせいで苦労しているところも多少はあって、今では普通に生まれてよかった……なんて思うことも少なくない。

　もちろん、劣等感がまったくなかったかといえば嘘になるけれど。




「え、結婚？」

「はい、そうなんです。彼が、私の誕生日にプロポーズをしてくれて……それで、なんだか急に話が進んじゃったんです。今時、寿退社なんて流は行やらないのもわかってるんですけど、彼の希望もあって、しばらくは家庭に専念させていただくことに……」

　とても幸せそうに微笑みながら話す小こ出いでちゃんを前に、そういえば彼氏と長いって言ってたな……なんて、そんな身も蓋ふたもないことを思い浮かべた。

「おめでとう。お互いが納得してるなら、それがいいね。前に素敵な彼だって言ってたし、本当によかったね」

「はい、ありがとうございます。日下部さんには、新人の頃からたくさんお世話になって……退職するのが、今からとても寂しいです」

　そう言う彼女、小出ちゃんは私と同じ総務部の三つ下の後輩で、私がこの会社に入社してから初めてできた後輩でもあった。だからこそ私自身も彼女には思い入れが強く、彼女が幸せになることが嬉しい半面、退職してしまうのが、とても寂しくもある。

「私も、小出ちゃんがいなくなっちゃうのは寂しいよ。でも、彼にたくさん幸せにしてもらってね。結婚式はするの？」

「はい。お互いの希望で東京の式場を、一応、半年後に押さえました」

「そっかぁ……小出ちゃんのウエディングドレス姿、絶対キレイだろうなぁ。会社はいつまで？」

「結婚式前には退職しようと思っています。本当に急で申し訳ないんですけど、延ばせば延ばすほど、辞めるのが寂しくなってしまいますし……」

「そっか……それじゃあ、あと半年くらいだね」

　眉尻を下げながら思わず溜め息をこぼせば、「あと少し、よろしくお願いします」と、幸せいっぱいの笑みを返された。

　それを聞いて、祝福の気持ちで胸が埋め尽くされていたはずなのに……ほんの少し、羨ましいなぁ、なんて、不謹慎なことを考えてしまう自分が嫌になる。

『杏、お前、結婚はまだなのか？』

　頭の中で、ついこの間実家に帰った時に父に言われた言葉が蘇って、急いでそれを揉み消した。

　お父さんてば、結婚はまだなのか、って。彼氏すらいないのに、結婚なんて話が出るはずないじゃない。

　そもそも彼氏なんて……もう五年は軽く、いないのに。




「日下部さん、内線二番に下條社長からお電話入ってます」

「はい……って、え、社長から？」

「はい、社長からです。ご用件はおっしゃってなかったんですけど……」

　小出ちゃんの結婚話から始まった火曜日。お昼休みの直前に突然、下條社長からの内線を回されて、私は理由を考える間もなく受話器を取った。

「……お電話、代わりました。日下部です」

《あ、日下部さん？　ごめんね、急に。昨日の件で、少し提案したいことがあるんだけど、お昼休みになったら社長室まで来てくれる？》

「はい……それは、大丈夫ですが……」

《よかった。それじゃあ、また後で》

「え？　あ、あの……っ」

　受話器から聞こえる、無機質な機械音。あっけなく切られてしまった電話に、ただ呆然とするしかなかった。

　急に、どうしたんだろう……。

　昨日の件でって、なにか仕事で社長とやりとりするようなこと、あったっけ？

　それにしても『また後で』なんて。

　そんな言葉に思わずキュンとしてしまう私は、本当に現金だ。

「社長、なんのご用だったんですか？」

「うん……なんか、提案したいことがあるとかなんとか……」

「へぇ……接待関係のお話ですかね。それか、新規事業関連？」

「うーん……。ほんとに、なんだろう。あ……お昼休みに来てって言われたから、今日はお弁当一緒に食べられないかも。ごめんね？」

　そう言って、隣の席の小出ちゃんを見れば、彼女は軽快にキーボードを叩きながら、「社長からの呼び出しですし、そんなこと気にしないでください」と笑ってくれた。




　お昼休みに入ると、フロア内の大半の人たちが、いそいそと席を立って昼食を食べに出る。私は少しだけ時間をずらし、デスクの上の書類を簡単に片付けてから席を立つと、エレベーターへと向かった。

　それにしても、提案したいことがあるなんて、見当もつかないなぁ。

　小出ちゃんの言う通り、接待関係の話ならまだ現実味はあるけれど、新規事業関連の話を社長から直接名指しで受けるようなポジションに私はいない。

　だとしたら、やっぱりクライアントさんの希望する条件に見合ったお店を探してほしいとか、そういう雑務系の仕事だろうか。だけどそれって、社長付き秘書兼運転手の、立たて石いしさんの仕事だろうし……。あ、立石さんの不得意分野のお店とか？

　――ポーン。

　けれど、私が答えを探す間もなく軽快な音を立て、社長室のある上層階で止まったエレベーター。開いた扉に促されるまま歩を進めた私は、社長室の前で足を止めると一度だけ小さく深呼吸してから重厚な扉をノックした。

「……はい」

「日下部です。先ほどのお電話の件で、参りました」

「お待ちしておりました、どうぞ中へ」

「……！」

　ノックした扉の先。初めに返事をしてくれたのは明らかに下條社長だったのに、扉を開けて顔を覗かせたのは立石さんだった。

　立石さんはオールバックにセットされた髪と銀縁の眼鏡が印象的な、六十代前半の社員さん。秘書課のない、うちの会社の唯一の秘書業務をこなす人で、現会長が社長を務めていた頃から秘書兼運転手をしていた、いわば我が社の古株さんでもある。

　そんな立石さんと、こんなにも近くで会話を交わすのは初めてかもしれない……。

　目の前の、眼鏡の奥から覗くキリリとした目には、なにもかもを見透かされてしまう気がして、思わず尻込みしてしまう。

「あ、あの……すみません、私……」

「立石さんは、席を外してくれていいよ。それに日下部さん、怯おびえてるから、そんなに見つめないでやってくれる？」

　私の心情を察してか、くすくすとおもしろそうに笑いながら言う社長を前に、一瞬驚いたように目を見開いた立石さん。

「……失礼致しました。では、午後のＫ社の打ち合わせの頃にまた伺いますので、なにかありましたら、お呼びください」

「了解。ありがとう」

　けれど、そんな立石さんは社長の言葉を合図に私に軽く会釈をすると、静かに社長室を後にした。

　パタン、と再び扉が閉じたことで、私は社長と共に社長室に取り残される。

「日下部さん」

「は、はい……っ」

「ははっ、そんなに緊張しなくてもいいよ。どうぞ、こちらへ」

　下條社長に名前を呼ばれ、慌てて視線を彼のほうへと戻せば、今日もダークブラウンのスリーピーススーツをスマートに着こなした社長が私を見て微笑んでいる。

　その笑顔に、必然的に早鐘を打つように高鳴る心臓。熱を持ち、赤くなっている耳に、どうか社長が気付きませんようにと必死に心の中で唱えた。

　けれど社長はそんな私を見て、なにもかもを見透かしたかのように微笑みながら席を立つと、黒い革張りのソファへ腰を下ろして優雅に脚を組んだ。

　長い脚ですね……社長……。

　その動作の一つひとつに見惚れていれば、再び社長に「日下部さん？」と呼ばれて、私は浮遊していた意識を現実へと引き戻される。

「こっち、座って。少し話が長くなるかもしれないから」

「は、はい……」

「まぁ、それは日下部さん次第だけど？」

「え？」

　クスリ、となぜかいたずらっ子のような笑みを浮かべた社長を前に、思わず首をかしげてしまう。

　私次第、って……。接待の話、なんだよね？

　そう疑問に思いながらも、なんとか足を前に動かして、社長の正面にゆっくりと腰を下ろせば、高級ソファならではの滑らかな感触が私の膝裏を優しく撫でた。

「まずは……急に呼び出したりして、ごめん。提案っていうのは、さっきも電話で言った通り、昨日のことで」

　艶のある、心地のいい低い声。この声を聞いているだけで心がフワフワと浮き足立って、疲れ切った日に入るお風呂みたいな……失礼な例えだけど、そんな幸せに浸った気分になってしまうのだから、どうしようもない。

　……ああ、ダメダメ。今は仕事中なんだから、煩ぼん悩のうは捨てないと。仕事に私情を挟むなんて、そんなの絶対ダメなんだから。

「回りくどい話は嫌いだから、率直に言わせてもらう。昨日もらった日下部さんの手料理が美味しすぎて、俺……完全にハマったみたいなんだ」

「……へ？」

「だから、これからは俺のために、手料理、振る舞ってくれない？」

「…………」

　はい？

　一瞬、なにを言われているのかわからなくて、思わずキョトンとしたまま目の前の社長を見つめれば、社長は息を呑むほど色っぽい笑みを浮かべて私を見ていた。

　え、なに？　私は今、なにを言われたの？

「俺、いつもは仕事で疲れてると食事すら面倒でしないことも多いのに、疲れも忘れるほど夢中で食事をしたのも初めてだったし、深夜につまみ食いに冷蔵庫に走ったのも初めてだった」

「え、と……」

「今朝も仕事前に朝ご飯とか、何年ぶりかな。朝ご飯って面倒で食べない主義なんだけど、食べずにはいられなくて」

「…………」

「普段外食ばかりだからとか、そういうの一切飛び越えて……単純に、美味しかった。日下部さんの手料理を心の底から、美味しいなぁって思ったんだよ」

　ブラウンの瞳を柔らかに細めて微笑んだ社長を前に、私はいまだ呆然とするしかなかった。

　……とりあえず。社長の食生活が乱れているのだということだけは、理解した。

　仕事で忙しくて食事を面倒くさがるのも、朝ご飯を食べない主義なのも、普段から外食ばかりなのも、基本的に全部ダメです、下條社長。

「日下部さんが作った味噌汁とか食べてみたくて、昨日の夜からそんなことばっかり考えてたんだけど」

　――社長、それは煩悩ですよね。

　さっき仕事に私情を挟んじゃいけないと自分を戒めたばかりなのに、私情を挟むどころか、私情でしかない社長の話に困惑し、返事に迷ってしまった。

「せ……接待の話、ではなかったんでしょうか？」

「接待？」

「立石さんが苦手な分野のお店の話では……」

　つい思ったことをそのまま口にすれば、「なにを言ってるのかよくわからないけど、立石さんが苦手な分野のお店なんてないよ」と至極冷静に返される。

　よくよく考えてみれば、それもそうだ。仮にそうだとしても、なんで総務部の、しがない社員である私に聞くんだという話で。

「まぁ、日下部さんがなにを勘違いしてるのかは、わからないんだけど。とりあえず、俺の提案はそういう話だから」

「えぇと……あの、そういう話、というのが、いまいち理解できず……申し訳ありません……」

「ん？　俺の説明不足かな。……うーん、つまり、だ」

「え？」

「俺に、食べさせてってこと」

「……っ」

「――日下部さんの、愛情」

　まるで、スローモーションのように静かに腰を浮かせた社長は、机に片手をつき前屈みになって私の耳元に唇を寄せると、そんな誘惑じみた言葉を囁いた。

　思わずボッと火を噴いたように身体が熱くなり、逃げるように身を引くと背もたれにぶつかって、ソファが大げさに軋んだ。

　けれど、そんな私の反応がおもしろいとばかりにクスリと笑みをこぼした社長は、再びゆっくりとソファに腰を下ろすと、何事もなかったかのように言葉を続けた。

「もちろん材料費はあらかじめ渡すし、なんなら一緒に買い物に行くのもいいな」

「か、買い物に……って、も、もしかして、下條社長がスーパーに、ですか？」

「そうだけど？　食材をふたりで選ぶのも新婚っぽくて楽しそうだよな」

「し、新婚ぽくて……って。えと……下條さ――下條社長は、さっきから本当になにを言って……」

　最早、混乱を通り越してパニックだった。

　だって、今の話でなにを理解しろというのか、私にはさっぱりわからなくて。

　それなのに、もっとちゃんと説明してください……と、下條社長は、そんなことを言う猶予も与えてくれない。

「……とりあえず」

「……っ」

「その、〝下條社長〟って呼び方も、ふたりきりの時はやめようか」

　挙句の果てには、とんでもないことまで言い出して、背中にヒヤリと嫌な汗が伝った。

「ふたりきりの時は、営業部時代みたいに、普通に名前で呼ぶこと」

「そ……そんなの無理ですっ。そんなことしたら社員の皆さんに変な勘違いをさせてしまうかもしれませんし、それに――」

「無理じゃない。ふたりきりの時なら他の社員には聞かれないし、俺がいいって言ってるんだから別にいいだろ」

「で、でも……っ」

「もう、決定。もし、この約束を破ったら……そうだな、その時は〝お仕置き〟だな」

「お、仕置き……？」

　思わず目を見開いて下條社長を見つめれば、彼は意地悪に目を細めて口角を上げる。

「悪いけど、俺は、一歩も引く気はないよ」

　そう言うと、下條社長は獲物を捕える鷹のようにまっすぐに私を見据えた。

「欲しいと思ったものは、なにがなんでも手に入れてみせるし――俺のほうが、絶対、大切にするよ」

　そう、最後に囁かれた言葉は、食後のデザートのように甘く、私の脳裏に焼き付いた。

『俺のほうが』って、それはどういうことですか、社長。

　……本当に、いったい、なにが起きてるの？

　困惑したまま、ひたすらに目の前のキレイな顔を見つめていれば、下條社長は満足げに微笑んで、その長い脚を組んだ。

「これから、よろしくね、日下部さん？」

　その言葉は夢か、現実か。

　私は社長の言葉の意図をなにひとつ飲み込めないまま、思わずゴクリと喉を鳴らした。










下味は、しっかり付けて




　五年前まで付き合っていた彼とは、彼の浮気が発端で別れることとなった。

　大学時代に友達の紹介で出会い、三年ほど付き合っていたのだけれど、ある日、彼の家に忘れものを取りに合鍵で中に入ると、玄関には見たこともないパンプスがあった。

　なんてありきたりな展開だろうと他人事のように考えながら玄関で呆然としていると、気配に気がついたのか、寝室から一糸まとわぬ姿の彼が出てきた。ついでに、その後ろから彼のシャツ一枚を羽織った、かわいらしい女の子も。

　思わず見つめ合ったまま固まっていた私たちに、『まーくんのお姉さん？』と、やっぱり見た目通りのかわいらしい声を出したのはシャツ姿の彼女で。

　そのシャツが、私が彼の就職祝いにあげたものだと気付いた瞬間、彼のなにもかもが気持ち悪くなって、私はなにも言わずに彼の部屋を飛び出した。

　……そういえば、あの後、あの人とはどう別れたんだっけ？

　うーん……ああ、そうだ。

　確かあの鉢合わせの二日後に、あの人から呼び出されて会うことになって。それで、付き合っていた頃にふたりでよく行っていたバーで、唐突に『別れよう』って言われたんだ。

　なんで、浮気をしたあなたに別れようなんて言われなきゃいけないのって思ったけど、それを言えなかったのは、その時言われた言葉が、あまりにも衝撃的だったから。

『杏って、彼女っていうより母親みたいな感じで、一緒にいても全然ドキドキしないんだよね』




「……さん、くさか……さんっ、日下部さん！」

「……は、はいっ！」

　遠い昔に置いてきたはずの記憶を、今さら掘り起こしてしまった金曜日。終業まであと一時間というところで、私は隣のデスクの小出ちゃんの声に現実へと引き戻された。

「日下部さん、先ほどから携帯が鳴ってますよ？」

「え、え……あっ」

「ずっと鳴りっぱなしなので、もしかしたら急用なのかな、と」

　小出ちゃんの指摘に慌てて机の上を見てみれば、規則的な振動音と共に着信を知らせている私の携帯。それを手に取ると、私は小出ちゃんに「ありがとう、ちょっと席外すね」と言い残して席を立ち、小走りで廊下へ飛び出した。

　……いけない。仕事中なのに、ボーッとしてた。

　思いがけない失態に溜め息をついた後、改めて携帯の画面を確認してみる。

　……誰だろう。

　そこには見覚えのない番号が表示されていて、疑問に思いながらも通話ボタンを押して携帯を耳へと押し当てれば、心地のいい声が受話器から甘い音を奏でた。

《もしもし、日下部さん？　下條です》

「し、下條さ……社長!?」

　思いもよらない相手につい大きな声を出してしまって、慌てて周りに人がいないことを確かめた。

　ああ……よかった……誰もいない……。

「きゅ、急にどうしたんですか……なんで、いきなり携帯に電話なんか……っ」

《今度連絡するって言っただろ。っていうか今、〝社長〟って……まぁ、今はふたりきりではないからギリギリ許すけど、そもそも、そんな大袈裟に驚かなくても》

「お、驚きますよ！　知らない番号から電話だと思って出てみたら、相手が社長だなんて……！」

　携帯の通話口に手を添えながらコソコソと言えば、社長は「そういうものかな？」とまったく意に介さない様子で返事をよこす。

　ああ、もう……！　なんでこの人は、こうも飄ひょう々ひょうとしてるんだろう……！

《それでさ、例の件なんだけど。今日あたり、どうかな？》

　だけど、そんな私の思いを知る由もなく、予想以上に強引な社長は、一方的に話し始めた。

　社長が言う『例の件』というのは、私の考えが間違っていなければ、三日前の火曜日に、社長室で言われた提案のことだろう。呼び方の件も含めて、あれは提案というより、完全に社長命令に近かった気がするけれど。

《日下部さん？　聞こえてる？》

　――火曜日、社長からの提案を受けた私は、昼休み終了の時刻と共に半ば呆然としたまま社長室を後にした。

　社長室を出る間際、社長から『また連絡するね』なんて、そんな嘘みたいな言葉をもらったものの……。

　……まさか、ホントに連絡なんて来るはずない。今のは全部、下條社長の悪い冗談だと思っていた。そして、その考えを肯定するかのごとく、火曜日から今日まで一度も、社長から連絡はなかったのだ。

　だからてっきり社長にからかわれただけだと思っていたのに……。

《急に今夜、時間が取れることになったから、日下部さんさえ大丈夫なら》

「……今夜って、急すぎます」

《…………》

　あれは、やっぱり冗談ではなかったらしい。

　突然のお誘いに戸惑いつつも半信半疑で言葉を返せば、電話口の社長が一瞬黙りこくってしまった。

　だけど、いきなり今夜って。それはホントに急すぎるよね？

《……今夜、なにか他に、先約でもあるの？》

　なぜか、刺とげのある口調になった下條社長に思わず尻込みしてしまう。

　まるで先約があることは許さない、とでも言いたげで、思わず怖じ気づいてしまいそうになるけれど……。

「……はい。今日は、すでに先約が入っています。申し訳ありません」

　実際、今日は仕事が終わったら蘭と会うことになっている。

　誘ってもらえたのは嬉しいけれど、先約が入っている以上仕方がない。

《……先約って、それ、絶対今日じゃないと無理なのか？》

「……無理です。相手も忙しい身ですし、出張帰りで疲れてるところを、都合をつけてくれたので」

《……ふぅん》

「なので申し訳ないんですが、社長のお誘いには――」

《……わかった。じゃあ、今日は、いいよ》

「え？　あ、あの、社長――」

　すべてを伝える前に通話を切られ、無機質な機械音だけが耳に残った。

　な、なに、今の……。

　最後は完全に不機嫌さを隠しもしなかった社長に、私は思わず携帯を手に持ったまま、呆然とするしかなくて。

　結局、なにがなんだかわからないままデスクへと戻るしかなかった。




　……ホントに、社長はいったい、なにがしたいんだろう。

　華の金曜日。一週間の仕事を終えた私は、スッキリしない頭を抱えながら、蘭との待ち合わせのために駅までの道程を歩いた。

　大きなショッピングモールが直結しているこの駅は、夜になっても辺りが明るく賑やかだ。金曜日の夜ということもあり、サラリーマンやＯＬだけでなく、カップルも多く目に入る。ショッピングモール内には映画館もあるから、そのおかげもあってここまで賑わっているのだろう。

　……それにしても、最近の若者は人前とか関係なく、堂々とイチャイチャしてくれるよね。

　改札前で、中から出てくるであろう蘭を待っていれば、すぐ隣で熱い抱ほう擁ようを始めたカップルがいて、目のやり場に困ってしまった。このままここで、熱烈なキスでもしそうな雰囲気に、思わず逃げるように背を向ければ、なぜだか負け犬になった気分。

　……って。悪いけど、私はもう、そういうことをする年齢じゃないので。

　心の中で言い訳がましく呟きながら、人の流れを眺めていれば、突然手の中の携帯が震えた。

「……蘭だ。どうしたんだろう」

　画面を見ると、そこには蘭の名前と彼女が初めてデザインしたポスターの画像。それに顔を綻ばせながら通話ボタンを押して耳へと押し当てれば、焦ったような申し訳なさそうな蘭の声が、私の鼓膜を震わせた。

《……もしもし、お姉ちゃん？》

「蘭、お疲れ様。今、駅の改札のところにいるよ。もうホームに着いたの？」

《そのことなんだけど……本当に本当に本当に……っ、申し訳ないんだけど、今日の予定……キャンセルでもいいかな？》

「え？」

《実は、急な仕事が入っちゃって……入稿が月曜日だから、今日はもうこのまま徹夜になりそうなの……。土日も仕事に出なきゃだし、ホントにホントに……ごめんね。この埋め合わせは必ずするから！　本当に本当に、ごめんなさいっ!!》

　……そう何度も謝罪の言葉を口にする蘭を責める気になんて、到底なれない。

　蘭が仕事を頑張っていることは知っているし、誰よりも努力を重ねてきたのも知っている。毎日夜遅くまで働いて、それでもめったに愚痴も言わない。

　真面目でお人好しな蘭のことだから、今日の急な仕事も快く引き受けたのだろう。

　……出張帰りで疲れてるはずなのに。蘭は、頑張りすぎだよ。

《……お姉ちゃん？　怒ってる？》

「……ううん。私は大丈夫だよ。仕事、頑張ってね。でも、無理だけはしないようにね？」

《……うん。お姉ちゃん、いつもありがとう。また連絡するね》

「わかった。忙しくても、ご飯はちゃんと食べなさいね。それじゃあ、またね」

　騒がしく人の行き交う駅の改札で、流れる人の群れをどこか遠くで眺めながら、私は音をなくした携帯電話を鞄の中へと押し込めた。

　……仕方ない、帰ろう。ここで馬鹿みたいにひとりで人混みを眺めていたって、なにかが変わるわけでもないし。

　せっかくの金曜日。予定がなくなったのだから、ＤＶＤでも借りて帰ろうかな。

　そう思い、今度は携帯の代わりにＩＣカードの入ったお財布をバッグの中から取り出そうと手を伸ばした。

　――と。

「……嘘でしょ」

　そこでようやく私は、鞄の中に財布がないことに気付いた。

　まさか……どこかで落とした？　ううん、そんなはずない……と、思う。

　会社から駅までの道程を、嫌な汗を滲ませながら思い返してみる。

　鞄にはファスナーが付いているから、落としたとは考えにくい……。と、いうことは。

「……会社だ」

　そうだ。そういえば、今日は小出ちゃんがお財布を忘れたから、飲み物を買うのにお金を渡して。その時に、またすぐに使うこともあるかもしれないと思って、デスクの引き出しにしまったんだ。そしてそのまま、帰り支度をしている時にも気がつかずに、会社を出てきてしまった。

　……まさか財布を会社に忘れるなんて、抜けてるにもほどがある。

「……ハァ」

　自分の情けなさに思わず溜め息を吐き出して、私はつい先ほど歩いてきた道を戻り始めた。

　駅から会社までは歩いても十分もかからない距離だけど。それでも、忘れ物を取りに戻るためだけに歩くのは、とても憂鬱な気持ちになる。




　――そうして、出たばかりの会社に着いた頃には、もうほとんどの人が帰路についていて。先ほど駅で見た賑わいや、昼間の騒がしさが嘘のように静まり返ったフロアで、私は意気消沈気味に小さく息を吐いた。

「……やっぱり、あった」

　デスクの引き出しを開ければ、そこには予想通り、財布がしっかりとしまわれていた。

　自分の間抜けっぷりに嫌気がさしながらもそれを手に取ると、私は今度こそ忘れないようにと鞄の中に押し込めて、廊下へと歩を進めた。

　エレベーターの表示板を眺めながら、これからまた駅まで戻るのかと再び憂鬱になる。

　――と、上の階から降りてきたエレベーターが止まって、扉が開いた瞬間。

「……え」

「し、下條社長……!?」

　中から現れたその人に、私は驚いて固まった。

「日下部さん……なんで」

　けれど驚いたのは社長も同じだったようで、動けないまま数秒、互いに見つめ合ってしまった。

　――と、エレベーターの扉が閉まりそうになって、慌てて社長が「開」ボタンを押すことで留めてくれる。

「……乗って」

「は……はいっ」

　混乱した頭の中を整理する間もなく、促されるままエレベーターへと乗り込めば、完全なる密室の出来上がり。社長とふたりきりの空間で、ドキドキと高鳴る胸の鼓動だけがやけに大きく耳に響いているように感じた。

　ああ、もう……。なんで、よりにもよって、こんなタイミングで社長に……。

「なんで」

「あの……っ」

　窒息してしまいそうな沈黙の中、どうにか言葉を探して口を開けば、お互いに声が重なって、余計に気まずい空気が流れてしまう。

　……うう、なにこれ、今日は厄日なの？

「……このまま」

「え？」

「地下まで行くけど、いい？」

　……地下？

　そう聞き返す間もなく止まったエレベーター。扉が開くと、そこには見たこともない光景が広がっていて、私は再び目を見開いた。

　……Ｂ１の階、初めて来た。

　地下を指すＢ１は、このビルの地下駐車場がある階で、電車通勤をしている私にはまったく無縁の場所だった。

　ここを利用するのは、うちの会社でもごく一部の役員と、車でいらっしゃるクライアントさんだけ。だから今、目の前に広がる光景は、ある意味貴重で。

　……っていうか、七年近く勤めてるのに地下駐車場に来たことないって、それもどうかと思うけど。

「……とりあえず、降りて」

「えっ!?」

「そこに俺の車が停まってるから。そこまで行こう」

　え、ええ……っ!?

　グイッ、と強引に引かれた腕。よろけながらエレベーターから降りれば、それとほぼ同時に扉が閉まって、エレベーターは再び上層階へと呼ばれていった。

　ちょ、ちょっと待って……。

　ボーッとしてる間に地下駐車場で降りちゃった上に、私はどうして社長に腕を引かれているんだろう。

「しゃ、社長……！」

「……名前」

「な……っ、し、下條さんっ！」

「仕方ない、今のは一回目ってことで、ノーカウントにしてあげよう」

「そ、そんなことより、腕……、離してくださいっ」

「ヤダ」

「ヤ、ヤダ、って……あの……！」

　またそんな、子供みたいな……！

　続けて抗議の声を上げようとしたけれど、そんな間もなく私がたどり着いたのは、一台の真っ黒な車の前だった。

「あ、あの……っ、しゃ……下條さん、これは……！」

「レクサスＲＸ、俺の車」

「そうじゃなくて……！」

　抵抗も虚しく、下條社長は助手席の扉を開けると、「とにかく中で話そう」とだけ言って、急かすように私を車の中へと押し込めた。

　結局、社長が相手ということもあり、たいした抵抗もできないまま、不本意にも、社長の車へと乗り込む羽目になってしまった。

「……ハァ」

「……あ、あの」

　私を助手席に押し込めた後、社長は運転席側に乗り込むと、ハンドルの上に腕を置いて一度だけ大きな溜め息を吐き出した。その仕草は男らしいのに色っぽく、自分の置かれている状況も忘れて、つい魅入ってしまう。

「ちょっと強引になって、ごめん。日下部さんとふたりで話したかったから、会社の人間に邪魔されたくなくて……」

「は、はぁ……」

　……なるほど。確かに、社長と私がふたりきりで遅くまで話し込んでいるところを会社の人に見られたら、変な噂をされることもあるのかもしれない。

　私と社長じゃ、噂のタネにもならないかもしれないけど、中には噂好きの社員さんがいるのは事実だ。おかしな噂を流されたら社長だって迷惑だろうし、社長のイメージダウンにもなりかねない。

　っていうか、ふたりきりの時でも心の中では〝社長〟でいいよね？　口では言われた通りに名前で呼んでも、我が社のトップを馴れ馴れしく呼ぶのはやっぱり抵抗がある。さすがの社長にも、私の心の声は聞こえないだろう。

「え、と……その、話って……？」

　思わず首をかしげて社長を見れば、視線と視線がぶつかって、一瞬ドキリと胸が高鳴った。

　今、社長は私と話したかった……と言っていたよね。いったい、なんの話があるというのだろう。

「……日下部さんってさ」

「え？」

「前から思ってたけど、天然？」

「……え？」

「天然っていうか……むしろ、全部計算？　だったら怖いな」

「計算？」

「ハァ……いや……。それはもう、どうでもいいや」

「あの……」

　社長の言いたいことが掴めずに、思わずジッと見つめれば、なぜか一瞬目を見開いた社長は、プイッと私から顔を逸らすように前を向いてしまった。

　……本当に、どうしたんだろう。今日の社長は、なんだか変だ。

「……っていうか。今日は、先約があるんじゃなかったの」

「え」

「先約があるから、俺の誘いを断ったんだろ？」

　唐突に前を向いたままの社長から放たれた言葉に、不意をつかれた私は再び驚いて固まった。

　……そ、そういえば、社長には先約があるからと言って、謎のお誘いを断ったんだった。それなのに、こんな時間に会社にいたから、まさか私が社長に嘘をついたと思われてる？

「か、会社にいたのは、お財布を忘れて取りに戻ってきたからで……。先約の件は、し、下條さんからお電話をいただいた時には確かにあったんですけど、キャンセルになって……」

「は？」

「あ、相手に急な仕事が入ったんです。なので、つい先ほど、今日の予定はなくなってしまって」

　まるで必死な言い訳みたいだなぁ、なんて。そう思いながらも事実を口にすると、なぜか驚いたような表情で私を見る社長。

　なんとなく申し訳ないと思いながらも首をかしげれば、急に不機嫌そうに眉根を寄せた社長が、再びゆっくりと口を開いた。

「……なんだよ、それ。前も、出張だかなんだかで、日下部さんがせっかく作った手料理をむげにしてたろ？」

「は、はぁ……それは確かに、そうですが……」

「それなのに、今日も仕事でドタキャン？　この間のこととか、少しも反省してないし、あまりにも無神経すぎる」

「でも、本人も悪気があるわけじゃないし、仕事が大変なのも事実だから、それは仕方のないことだと思うし……」

　……なんとなく。なんとなく、蘭のことを悪く言われているような気になって、つい私まで口調が砕けてしまった。

　だって、蘭が仕事で忙しいのは事実だし、ずっと見てきたから、私は彼女の仕事がどれだけ大変なのかも知っている。そして、それ以上に蘭が頑張っていることも。

　だからこそ私は、前回のことも今日のことも、仕方がないと思えるんだ。

　それなのに蘭のことをまったく知らない社長に、蘭が反省してないだとか無神経だとか、そんなことを言われる筋合いはない。

「……仕事を理由にして、日下部さんのこと大事にしてないだけだろ」

「はい？」

「だから。そいつ、仕事って嘘ついて実は仕事じゃなくて、本当は別のことに、うつつを抜かしてんじゃないかってことを言って――」

「……っ、私の大切な人のことっ、よく知りもしないのに、そんなふうに言わないでくださいっ!!」

　突然声を荒らげた私に、社長は驚いたように私を見る。

「どれだけ、必死に頑張ってるか……っ。私は、ずっとそばで見てきたから知ってるんです……！　いつも夢に向かってまっすぐでガムシャラで……そんな人が、そんなふうに憶測で悪く言われる理由なんてないです!!」

　下條社長の言葉を遮って、マシンガンのように言い切った。

　必然的にハァハァと切れる息。思わず勢いに任せて声を張り上げてしまったせいで、社長は私を見つめたまま固まっている。

　だけど私はそんな社長を見ても、どうにも自分を抑えることができなくて。肩で息をしているうちに涙までこぼれそうになって、私はそれを必死に堪えた。

「……私、帰ります」

「え？」

「お話は、もう終わりましたよね？　でしたらもう私は、失礼します」

　それだけ言うと、私は乱暴に助手席のドアを開けて外に出た。そのまま今来た道を早足で戻って、ぶっきらぼうにエレベーターのボタンを押す。

　なによ。なんなの、急に……っ。話があるって言われて聞いたら、よく知りもしない私の大切な妹のことを悪く言って。

　申し訳ないけど、なんだか下條社長を見損なってしまった。こんなことになるなら、最初からもっと抵抗して断固として車に乗らなければよかった。

　あんな下條社長……知りたくもなかった。なんだかもう、悲しいやら悔しいやらで、頭の中がぐちゃぐちゃだ。

　結局、下條社長だからという理由で簡単に流されてついていった自分が悪かったのだと思い至って、自分の浅はかさに嫌気がさした。

　だけど、そんな私の心情とは裏腹に、一向に下りてくる気配のないエレベーター。

　いよいよ、どうにか我慢していた涙もこぼれそうになった時――。

「……っ、悪かった！」

　背後から力強く腕を引かれて、弾けるように振り向けば、そこには慌てて追いかけてきたのか、見たこともないほど必死な様子の社長がすがるように私を見つめていた。

「今のは、俺が言いすぎた！　申し訳ないけど、今度はちゃんと話がしたいから、もう一度だけ車に戻ってほしい……！」

　……社長？

「とにかく、謝るから……。だからもう一度だけ、話をさせてくれ」

　今にも泣きそうな、眉を八の字に下げている社長を前に、どうして社長がそんな顔をしているのかと疑問が募る。

「――っ、早く！」

「……っ！」

　すると突然、エレベーターの表示板を見た社長は焦ったような声を出し、再び私の腕を引いて強引に自身の車の前まで連れていった。そして、壊れ物を扱うように丁寧に、私を車の中へと誘う。

　……いったい、私は、なにがどうなってしまうのだろう。

　社長の意味不明な行動に半ば呆然としていると……危機一髪。先ほど待っていたエレベーターから役員のひとりが降りてきて、反対側に停まっている車のほうへと歩いていくのが見えた。

　その光景を目で追いつつも、ふと視線を感じて隣に目を移せば、そこにはやっぱりひたむきに――まっすぐに私に目を向けている社長のキレイなブラウンの瞳があって、心臓がドキリと大きく跳ねた。

「……日下部さんの、言う通りだよ」

「え？」

「馬鹿みたいに嫉妬して、勝手にいらついて……よく知りもしない相手のことを憶測で悪く言って、八つ当たりまでして……本当に悪かった」

「しゃ……下條、さん？」

「俺は日下部さんの相手のことを悪く言える立場にいないし、そんな資格すらなかった」

「あ、あの……」

「だから……今さら、俺にこんなこと言う権利はないけど……」

「…………」

「……俺のこと、嫌いだなんて言うなよ」

「……っ！」

　一瞬、なにを言われているのか、わからなくて。さっきまで泣きそうになっていたはずなのに、それさえも忘れてしまうくらい呆然とするしかなかった。

　……私が、社長のことを嫌いになる？

　確かに今、一瞬呆れてしまったのは事実だけれど。でも、それは別に、しがない一社員である私に、社長がそんなに必死になってまで謝る必要もないことだ。

「あ、あの……私にそんな、謝らないでください」

「でも、本当に悪かったと思ってるんだ」

「それはその……はい。もう、わかりましたから。私のほうこそ……下條さんに失礼な態度をとってしまって、申し訳ありませんでした……」

　言いながらペコリと頭を下げれば、社長は驚いた表情で固まっていた。

　だけどすぐ、いつものようにフッと柔らかな笑顔を浮かべると、ゆっくりと私の頬に手を伸ばし、冷たい指先で私の頬に触れて心底安心したような声を出す。

「……よかった。やっと日下部さんに触れられる距離まで来たのに、早速、逃げられるかと思った」

「あ、あの……？」

「誰かに怒られたのとか、本当、久しぶり。だけど全然嫌な気にならなかったし、むしろガツン！とヤられた気分だった」

「……っ」

「ホントに、ごめん。許してくれて、ありがとう」

「!?」

　――すると、突然、ゆっくりと社長の整った顔が近づいてきたかと思ったら――不意に、頬に触れた唇。

「な、な……っ!?」

　あまりに一瞬の出来事に、パニックになりながらも社長を見上げれば、甘い熱を瞳に滲ませた社長が私をまっすぐに見下ろしていて、それだけでも早鐘を打つように心臓が高鳴り出す。

「……ごめん。かわいすぎて、我慢できなかった」

「……っ！」

「日下部さんのすべてが、俺のことを誘うから……気がついたら、身体が勝手に動いてた」

　柔らかに撫でられた髪。ギシリ……と、革のシートが艶っぽく唸る。

　社長が触れた髪の一本一本さえ甘く痺しびれたような感覚に陥って、私は息の仕方も忘れそうになった。

　いったい……今、なにが起きたの？　なにが、起きてるの……？

「そんなふうに、身構えなくて大丈夫だよ。こんなところで食べたりしないから」

「え……」

「当たり前だろ。こんなところで乱暴に……なんて、まぁ、それはいつか、もう少し先に」

　そう言って、ひどく熱のこもった目を私に向ける社長に、心臓が痛いくらいに高鳴った。

「あ、あの、下條さ――」

「とりあえず、そうだな。今日はこのまま、ドライブ行こう」

「え？」

「大丈夫。送り狼にはならないし、今日は絶対、今以上のことはしないように我慢する。……多分」

「た、多分って。あ、あの……」

「とりあえず、お腹空いたな。うーん……ドライブがてら食材買って、俺の家行く？」

「お、俺の家って……し、下條さん!?」

「ハハッ。ごめん、冗談。ホントは冗談じゃないけど、とりあえず、まずは駐車場を出るか」

　そんな緩い言葉と共に、なんの計画性もなく走り出した車。

　隣を見れば、つい先ほどまでうろたえていた様子の社長はどこにもいなくて、今はもう機嫌よく鼻歌まで口ずさんでいる。

　下條社長……ホントに、なにがなんだか、わかりません。

「今日は金曜日だから、駅が賑やかだな」

　予測不能な彼の隣で、最早そんな疑問すら口にするのも馬鹿馬鹿しくなって。ついに抵抗する気さえなくなった私は、座り心地のいい革のシートに身体を預けて前を向いた。

　――高いビル。煌めくネオン。つい先ほどまで見ていたはずの駅の賑わいを横目に、私は社長の運転する車で予測不能な夜に向かって、走り出した。










焼く時は、強火から




　ごく普通の四年制大学を卒業後、私は就職活動中に一番最初に内定をもらった今の会社に就職した。

　なぜこの会社を志望したのかと尋ねられたら……なんとなく、この会社なら自分でもやっていけるような気がしたのと、週休二日で福利厚生も充実した安定した企業だったから、と答えるだろう。

　もちろん、就職試験の企業面接ではそんな失礼な志望動機は伝えるわけもなく、テキスト通りに当たり障りなく答えたけれど。今考えても、自分はなんて夢のない人間なんだろうと呆れてしまう。

　ただ、大学に送られてきた求人票の中で、今の会社に興味を引かれたのも嘘じゃない。

　この会社はいったい、どんな仕事をしているのだろう。

　この会社なら、私はなにができるだろう。

　将来、私はどんなふうに人の役に立てるのだろう。

　そんなふうに思いながら、ネットで会社のウェブページを検索した。鮮やかなブルーが印象的なそれはシンプルかつ機能的で、一目見ただけで清潔感溢れる優良企業を連想させた。

　ああ、私もいつかこの会社で働けたら……。ここで、なにかの役に立てたのなら。

　そう思い入社して、早七年。

　……私は、この会社で、いったいなんの役に立てているのだろう。




「日下部さんの、兄弟構成は？」

「妹と弟がいます」

「ああ、なるほど。確かに日下部さんの仕事ぶりを見てると、しっかり者の長女って感じだね。仕事以外はまぁ……抜けてたり天然なところも多いけど」

「……あまり否定はできませんけど、具体的になにを見てそう思うんですか？」

「んー。例えば、今の状況とか？　悪い男の車に、簡単に乗っちゃった上に、夜に連れ回されてる」

「そ、それは、相手が下條さんだからですよ……！」

　会社の地下駐車場を出てから数十分。

　宣言通り、社長とはドライブをしながら、とりとめのない会話をしていた。

　初めは緊張と少しの不信感で構えてしまっていたのに、いつの間にか社長の持つ独特な柔らかな雰囲気にほだされてしまった私。いまだに緊張はしているけれど、初めのそれよりは幾分か……社長がまだ営業部時代の頃のように、リラックスして接することができてきた気がする。

　名前で呼ぶのにも、ようやく慣れてきたし……。

「それにしても下條さん、今日は立石さんはどうしたんですか？　いつも、立石さんが運転する車で出社してるのだとばかり思ってたんですが……」

「ああ、金曜日は立石さんの送迎なしにしてるんだ。週に一度くらいそういう日がないと俺も息が詰まるし、立石さんも俺から解放される日は必要だろ？」

「はぁ、そういうものなんですね……。でも確かに、気分転換は必要ですよね。下條さんの場合は、運転することが気分転換なんですか？」

「まぁね。毎週金曜日は今日みたいにフラッと車で無駄に遠回りして、ひとりドライブしてみたり。その途中で車を停めて、そのまま寝てしまうこともあるかな」

「え!?　車の中で寝ちゃうんですか!?」

「たまにね。まぁでも、今日はそんな若気の至りみたいなことしないから、安心して？」

「えっ」

　言いながら、意味あり気にいたずらっぽく笑った社長に、思わず顔が熱を持った。

　若気の至りみたいなこと……って。つまり、そういうことを言ってるわけですか!?

「し……下條さんって、実は人を弄もてあそぶのが好きな、意地悪な人なんですね」

「もしそう思うなら、それは日下部さんにだけだよ」

「それはそうですよ……。そうでもしないと下條さん、いつかセクハラで訴えられちゃいますよ？」

「……そういうことを言いたいんじゃないんだけどな」

「？」

　なぜか苦笑いをこぼす社長。思わず首をかしげれば、「いいよ、わからないなら」と溜め息をつかれてしまった。

　……結局、なにが言いたかったんだろう。

　社長の今の言葉の意図も、こうして私をドライブに連れ出している理由もわからないまま、社長が運転する車は、ほんの少しの遠回りをしながら、確実に私の家へと近づいていった。

「……すみません、なんだか結局、送っていただいて」

「なんで？　俺が無理やりドライブに連れ出したんだから、送るのは当然だろ」

「でも……下條さんも疲れてるはずなのに……。わざわざ遠回りしてまで……申し訳ないです」

　思わず眉を下げれば、運転席の下條社長はなにかを考え込むように長い指先でトントン、とハンドルを鳴らしてみせる。

　その仕草と表情に思わず魅入ってしまい、今さらながらこの状況が、都合のいい夢のように思えてきた。

　だって下條社長と、社長の車で夜にドライブをするなんて。本当に、私が見ている都合のいい夢のよう。

　なにかがきっかけで目が覚めたら、電車の中でうたた寝しながら見ていた夢でした……なんて。そんなことになったら、さすがに本気で落ち込みそうだ。

「……もし、日下部さんが、本当に申し訳ないと思うんなら」

「え？」

「もう少し……ドライブに付き合ってくれる？」

「……っ！」

「もちろん、お腹も空いてるだろうから、不本意だけど今日は途中でなにか買ってさ」

「え、えと……付き合うって、どこに……」

「海」

「海？」

「そう。夜の海も、たまにはいいと思うけど」

　そんな思いもよらない提案を口にした社長は赤信号で止まると、助手席に座る私を見て柔らかに微笑んだ。

　そのキレイなブラウンの瞳に見つめられたら、もういっそのこと……このまま流れに身を任せてみるのもいいのかもしれないなんて、そんなふうに思えてきて。

「……はい。私も夜の海、行ってみたいです」

「じゃあ、決まり。まずは……どっかのドライブスルーで軽食をテイクアウトしてから向かおうか」

　右折予定で出していたウインカーを消し、直進に進路を変えた車は青信号と共に再び走り出す。

　高いビルの群れを抜け、辺りの景色が都会の喧騒から遠ざかった頃、ほんの少し開けた窓から潮の香りが流れ込んできた。その香りに年甲斐もなく胸を踊らせながら、私は社長の運転する車の揺れに静かに身を任せた。

「はい、どうぞ」

「ありがとうございます」

　ネオンの灯りも届かないような静寂に包まれた海の近くで車を停めた社長は、品のいいスーツ姿には不似合いなファーストフードの紙袋を持って車を降りると、律儀にも助手席に回ってドアを開けてくれた。お礼を言いながら、彼を追いかけるように私も車を降りる。

　そうして、一足先に砂浜に繋がる階段に腰を下ろした社長の隣に、私も恐縮しながら腰を下ろした。

　そんな私をおもしろそうに見て、「日下部さんは、ホント無駄に律儀だね」と笑った社長は、紙袋の中からハンバーガーを取り出すと、無骨に私へ手渡した。

「あの……ごちそう様です。お金、払っていただいちゃって……」

「こんなファーストフードで、そんなお礼を言われたら、今後食事に誘いにくくなるんだけどなぁ」

「食事、って……あの……」

　夜の海。寄せては返す波の音だけが響くそこで、柔らかに笑う下條社長を見ると、なぜかそれだけで泣きたい気分になった。

　社長はきっと、なんの考えもなく食事だなんて、そんなことを言ってるんでしょう？　だけど私にとったら、今のこのハンバーガーですら、夢みたいなことなんです。

　生温いハンバーガーが、高級レストランのディナーよりもよっぽど輝いて見えて。社長の隣に座って海を眺めているという今の状況だけで、まるで夢みたいな奇跡だと思った。

　だからそんなふうに、たとえ冗談でも……期待をさせるようなこと、言わないでください……。

「日下部さん？」

「……っ」

　つい後ろ向きな思考になっていた私は慌てて、俯きかけた顔を上げた。

　すると、そこには、私の真意を探るように、ジッとひたむきに目を向けてくれる社長がいて。今の私の情けない思いを見透かされたような気がして、私は社長の追及から逃げるように慌てて口を開く。

「し、下條さんは……っ。どうして最近、遅くまで残っているんですか？」

「え？」

「あ、あの……もちろん、いつもお忙しいのは知ってるんですが、最近はそれ以上にお忙しそうなので……」

　精一杯平静を装いながら振った話題には、なんの脈絡も意図もなくて。ただ単に、自分の思いをごまかすためだけに投げた質問だった。

　けれど社長は、そんな私の考えに気付いていたとしても決して触れることはなく、たった今私が投げた質問の答えを、迅速かつ丁寧に、隠すことなく答えてくれる。

「……実は最近、新規事業に目を向けていて」

「新規事業ですか？」

「うん。ほら、うちは会長の代から温浴施設の経営に力を入れてるだろ。だけどこれからは、それだけじゃ取り残されていってしまう。それで、新しい施設のコンセプトを企画部と練っていて……」

　自分のお父さんのことをあえて会長と呼ぶのは、社長が仕事では親子であるということに甘んじず、しっかりと一線を引いているからだろう。そんなことさえ、当たり前のようにしている社長はやっぱり、一企業をまとめる企業の顔なのだ。

「そうなんですね。それは具体的に、どんな方向で……というところまでは、決まってきてるんですか？」

「一応ね。ほら、今までみたいな総合温浴施設っていうのはさ、温泉や岩盤浴がメインで……その他の食事やリラックス関係はおまけみたいなものだったろ？」

「確かに、そうですね。うちも温泉の泉質や、岩盤浴の機能性を全面に出していますもんね」

「そうそう、そこでだ。今度新しく、温泉や岩盤浴をサブに回して、食事とリラックスを全面に出した……女性をターゲットにした施設を作ろうと思ってるんだ」

「食事とリラックス、ですか？」

　いまだ手つかずのハンバーガーを膝の上で握り締めながら、隣で子供のように目を輝かせている社長の言葉に、一心に耳を傾けた。

「今ってさ、食品の産地偽装だとか異物混入だとか、そういうのが問題になるだろ。だけどそれって、それだけ食事というものに世間の注目がいっているからで……特に女の人は、水ひとつとっても、こだわる人が多いだろ？」

「確かに……軟水だとか硬水だとか、常温じゃないと飲まないとか、色々ありますよね。芸能人もテレビでそんな話をしてたり」

「そうそう、それでさ。そういうのをひっくるめて……とにかく、食にこだわった施設を作りたいんだ。本当の意味で〝身体の中からキレイに〟なるような……〝身体スパ〟をコンセプトにした施設を」

「身体スパ？」

「産地や品質にこだわった食材を使って、美味しくヘルシーなものを一流のシェフが料理して、なるべくリーズナブルに提供する。そして、その食材は施設でも買えて、レシピや下処理の方法まで知ることができる」

「はぁ……」

「女の人は、家族の栄養士……って、言うだろ？　でも、その栄養士にも休息や手抜きは必要だし、なによりその人自身が心も身体も健康じゃないと、本当の意味での美味しいモノは作れないと思うんだ」

　その施設の実現を頭の中で思い描いて、心底楽しそうに話す社長を見ていたら……私まで、いつの間にか夢中になって聞いていた。

「基本的には和食が中心で、月替わりや週替わりでフレンチやイタリアン、中華や、その他の世界の料理が楽しめる。そして、美味しいものを食べた後はそのままリラクゼーションチェアで好きな映画や本を読みながら寝てもいい。起きたら温泉に入って、帰りに食材や料理を買って帰れば、家族も喜ぶ。働く独身女性だって、仕事帰りに美味しいものを食べて温泉に入って帰るか、そのままリラクゼーションチェアで朝まで寝て……朝もう一度温泉に入ってから美味しい朝ご飯を食べて帰る、なんてのもあり」

「それ……夢みたいな話ですね」

「うん。でもこれが、夢じゃなくて現実になるんだよ。俺たちは、誰かの夢みたいな幸せを実現するのが仕事なんだ」

　――誰かの夢みたいな幸せを、実現するのが仕事。

　社長のその言葉を聞いた瞬間、私はこめかみを力強く殴られたような気分になった。

「もちろん、それを実現するには困難もたくさんあるけど。そういうのを乗り越えて実現するからこそ、やりがいがあるんだとも思う」

　キラキラと目を輝かせながら話す社長を前に、私は猛烈な罪悪感と劣等感に駆られてしまった。

　……私は今、こんなふうに当たり前のように社長の隣で話を聞いて、偉そうに相づちを打っているけれど。実際は、社長の隣で、社長の意見や思考に賛同して……ましてや口を挟めるような……そんな資格はない。

　だって、私は。私は、この七年間、会社のために……なにかできた試しがないから。それどころか、社長が言うような夢の欠片かけらのひとつすら、持ち合わせていないのだから。

「……日下部さん？」

「…………」

　今度こそ完全に俯いて、押し黙ってしまった私の隣で、さっきまで意気揚々と話していた社長が、怪け訝げんそうな声を出した。

　……それは、そうだ。私から話題を振っておいて、いきなり黙りこくってしまったんだから。

　社長からしたら、わけがわからないにもほどがあるだろう。それどころか、失礼な奴だと思われても仕方がない。

「ごめん、俺、つい調子に乗って馬鹿みたいにはしゃいで……」

「……っ」

「実は今日……ようやく役員の全員から承認をもらって、動き出せるところまで来たんだ。だからつい、抑えきれなくて……。せっかく夜の海に来てるのに仕事の話なんかして、雰囲気ブチ壊しだよな」

「…………」

「……本当に、なんか色々とデリカシーなくて、ごめん」

　突然、なにを言い出すかと思えば、なにもかも見当違いなことばかりな社長は、それだけ言うと困ったように笑った。

　その社長の表情と言葉に、ドクドクと不穏な音を立て始めた心臓。

「ハンバーガーも、完全に冷めてしまったし……今日はもう帰ろう。家まで送っていくから」

　……違う。そうじゃないの。そうじゃないんです、社長。

　社長はなにも悪くないし、私はむしろ社長の話を聞けて嬉しかった。だから社長がそんなふうに謝ることなんて、なにひとつないのに――。

「わ、私は……っ」

「え？」

「私は……今、下條さんからお話を伺ったみたいに……そんな、夢みたいなことを思い描く資格すらなくて……っ」

「日下部さん？」

「ひ、人の夢や幸せを現実にするなんて、そんな大それた仕事……なにひとつできないし……。そんな夢や目標すら持ってない、本当になんの取り柄もない……情けない奴なんです……っ」

　私の言葉に、社長は切なげに瞳を揺らすと眉根を寄せて黙り込む。

「だから……っ、私は、ただ、下條さんが……まぶしくて……。そんな資格もないのに、羨ましいなんて思っちゃって……っ。夢や目標、将来のビジョンをしっかり持ってる下條さんが……っ、私はやっぱり、羨ましい……っ」

　思わず、溢れ出してしまった本音。同時に涙までこぼれそうになって、それだけはダメだと手に力を込めて、必死に堪えた。

「会社に入ってから七年間……たいしてなにかの役に立ったわけでもないし……。将来の明確なビジョンがあるわけでもない……。ただなんとなく、毎日同じ仕事をして、同じ道を歩いて帰って、同じことを繰り返してるだけなんです……」

「…………」

「デザイナーをやっている妹は、確かに仕事は忙しくて大変そうだけど、それでも夢を持って毎日頑張っていて。そんな彼女が、私にはキラキラ輝いて見えて。弟だって……部活の大会でいい成績を残そうって、毎日必死に頑張ってます」

　こんなこと、本当は誰よりも社長に聞かれたくないのに。溢れた思いが、言葉が、止まらない。

「それなのに、姉である私はなにひとつ、そんなふうに夢中になれるものはない。いつもぼんやり、ああコレでいいか……って、安全な道を歩いてきて。今だって、日々をつつがなく過ごすことが当たり前になっていて、それに疑問を持つことすらなくなって……」

「…………」

「だから私は……。妹や弟や……下條さんみたいに、そんな目標や、ましてや夢みたいなことを考えられる立場にいないんです……。今だって、私ができる仕事は所詮、誰にでもできるような仕事ばかりで、結局、私じゃなくたって――」

「……俺は、そうは思わないけどね」

「……え？」

「日下部さんの仕事は、他の誰にも真似できることではないよ」

　タガが外れたように話す私の言葉に、静かに耳を傾けてくれていた社長。けれど突然それを遮って、本当に思いもよらない言葉を口にした。

　――私の仕事は、他の誰にも真似できることではない？

　……嘘。嘘だよ、そんなの。

　だって、私が今やっているのは誰にでもできるような、会社の雑務みたいなこと。誰がやったって同じような、そんなことばかりだから。

「……少し、言い方を間違えたかな。確かに、日下部さんが今やってる仕事は、例えば今後、新しい誰かが入ってきてもできるような仕事かもしれない」

「……っ」

「でもそれは、あくまで基本的な仕事の内容。日下部さんのよさは、その仕事内容プラスアルファの部分だと、俺は思ってるよ」

「プラス……アルファ？」

「そう。当たり前のことの、もう少し先の話」

　言いながら、優しく目を細めて笑った社長に、思わずすがるような視線を向けている自分がいた。

　今、社長が言いたいことの真意を知りたくて、社長が紡ぐ言葉の一つひとつを、決して聞き逃すことのないようにと必死に耳を傾けた。

「こういう言い方は、俺の立場で言うと社員にプレッシャーを与えるように聞こえてしまうかもしれないけど……。俺は、仕事っていうのは、会社から給与をもらっている以上、〝頑張る〟のは当たり前だし、〝一生懸命やる〟のも当たり前のことだと思ってる」

「…………」

「時々それをはき違えて、当たり前のことを〝自分はこんなに頑張っているのに〟と主張してくる人間もいるし、〝一生懸命やっている自分は偉いんだ〟と思い込んでる人間もいる」

「…………」

「だけど本当に評価されるのは、一生懸命頑張っている上で……そんな当たり前の、もっと先のことなんだ。自分に任された仕事以上のことを、どれだけやれたかってことだと、俺は思う」

「任された仕事以上のこと……」

「そう。日下部さんは、その任された仕事以上のことをできている人間だと、俺は思ってた」

「……え？」

「営業部時代、俺は日下部さんのそういうプラスアルファの仕事に、何度も助けられてきた。それはもちろん俺だけじゃなく、日下部さんに関わった皆が思ってることだと思うよ」

　……社長のくれた言葉の意味が、理解できなくて。

　私は相変わらずすがるような目で、社長を見つめていたんだと思う。

　社長はそんな私を、なぜかとても愛おしそうに見つめ返して、ゆっくりと……戸惑う私の髪を優しく撫でると、小さい子供に言い聞かせるように、再び丁寧に言葉を紡いでいった。

「日下部さんの作る見積書は、クライアントのその時の状況や、うちの会社との付き合いの長さ、担当営業のスケジュールを含めて、全部考えた上で作られているだろ？　うちの会社のほとんどのクライアントの状況や現状を、営業どころか会社の誰よりも幅広く把握して、些さ細さいなこともこぼさないようにノートにまとめて知識にしてる。日下部さんの、そのノート、営業部では〝クライアントレシピ〟って呼ばれてるの、知ってる？」

「クライアントレシピ……？」

「そう。クライアントのことで、少しでもわからないことがあれば、まずは総務部の日下部さんに聞け！って、新人が入ってくるたびに営業部長がよく言ってるよ」

「そ、そんなこと……」

「それに、例えば電話ひとつをとっても、日下部さんは必ず相手を気遣う言葉を添えるし、朝も早く来て誰もしないようなプリンターの掃除やコピー用紙の補充をしたり、植木に水をあげたりしてる」

「……っ」

「資料を手渡す時にも必ずひと言ふた言、気になったことを書いたメモを付けたり、頼む前に資料に目を通してくれて間違いや疑問に思うことを指摘してくれたり……もう、あげていったらキリがないくらい」

「で、でも……それは下條さんが言うように、どれも当たり前のことで……」

「そう。俺が今言った、日下部さんが当たり前だと思っていることは、誰もが簡単に気付けるはずで、簡単にできることのはずなのに……誰もが面倒くさがってやりたがらないようなことばかりなんだよ」

「……！」

「だからさ。そういう傍から見たらプラスアルファなことを、当たり前だと思ってやっている日下部さんは、確実にうちの会社には欠かせない人材のひとりだってこと」

　優しく、私の心を包み込むように紡がれる声は、頑かたくなな私の心を溶かしていく。

「そして、そんな日下部さんの仕事に支えられながら、会社は誰かの夢や幸せを実現するために動けてるんだ。ほら……それって、他の誰にも真似できることではないだろ？」

　じわりと、堪える間もなく滲んだ涙の雫が、静かに頬を伝ってこぼれ落ちた。

　……私は、今日まで下條社長や、妹や弟……他の人に比べたら、たいした夢も目標も持たずに生きてきた。

　人目を引く美人でもない、取り柄もない、人生に夢も目標も持ち合わせていないなんて、自分は本当につまらない人間だと思ってた。そんな自分を情けない、いつか変わりたいと願いながらも、変えられない現実の壁にぶつかるたびに安全な道を選んで歩いてきたような人間だ。

　……それでも、情けないながらも私は私なりに、その道の途中で自分にできる精いっぱいのことをしてきたつもりだった。

　だけどそれは、周りの人に比べたら本当に些細なことばかりで、声を大にして言えるようなことはなにひとつとしてなくて。

　だから私は……私は本当にこれでいいんだろうか、私は誰かの役に立てているんだろうか、と。私の代わりなんて、本当はいくらでもいるんじゃないか、とずっとずっと不安だったんだ。

「うちのクライアントで、〝総務部の日下部さん〟を知らない人は、ほとんどいないよ。――だからもっと、自分に自信を持って」

　……私も。私も自分の仕事を……私という人間に、もっと、誇りを持ってもいいんだろうか。

「他の誰かと比べる必要なんてない。自分を必要としている人は、自分で思っている以上に、たくさんいる」

「……っ」

「いつも、本当に助かってる。うちの会社を支えてくれて、本当にありがとう」

　社長の温かい手のひらがポンポンと頭に触れて、それと同時に涙が堰せきを切ったように溢れ出した。

　ありがとう、なんて。私にはもったいないほどの、まるで宝物みたいな言葉をくださって……私のほうこそ、ありがとうございます。

　入社当時、総務部の隣で、お昼を食べる時間すら惜しそうに働いている営業部の皆さんを見ては、いつも心配に思ってた。そんな皆を、少しでも助けられるのなら。せめてお昼くらい、ゆっくりと食べる時間を持ってほしいと願いながら、私は今日まで、私なりに考えて仕事をしてきた。

　気付いてほしかったわけじゃない。ただ……少しでも、皆の役に立ちたかった。

　だからまさか、そんな私を周りの人たちが見ていてくれただなんて、これっぽっちも思わなくて。

　もし下條社長の言う通り、少しでも私が、そんな皆の役に立てているのだとしたら、それ以上に嬉しいことはない。

　私の気持ちが少しでも届いていたのなら……。私はきっと、こんななんの取り柄もない自分に、これからは誇りを持って生きていける。

「し、下條さん……」

「……うん？」

「私、今の会社で働けて、幸せ……。下條さんのもとで働けて、本当に幸せ者です」

「……うん、ありがとう」

「だから、これからは……もっともっと会社に貢献できるように……皆の役に立てるように、今以上に頑張ります……！　そしていつか……いつか、下條さんのお役に立てるように、全力で頑張りますから……っ」

「…………」

「わ、私がこんなことを言うのは、おこがましいですけど……下條さんが困っている時に少しでも支えられるように、頑張りたい……。だから……だから私――」

「……なんだよ、それ」

「……え」

「そんなの……俺にとったら、最高の殺し文句なんだけど」

「え、え……？」

「本当……かわいすぎて……手に負えない……」

　下條……社長？

　涙で濡れた瞳で社長を見上げれば、そこには困ったような表情で私を見つめる彼がいて。そんな彼のキレイな瞳を、声も忘れて見つめてしまった。

　……どうして？　どうして、そんな表情をしてるんですか、下條社長。

　どうしてそんなふうに、なにかを堪えているような――苦しそうな。そんな切ない表情をしているのか、私には皆目見当もつかなくて。

「……日下部さんのことを、困らせたいわけじゃないんだ」

「下條……さん？」

「でも……俺だって、ずっと見てた。いつも周りのことばかり気にして、どんなことにもひたむきに取り組む、日下部さんのこと。誰よりも人のためになりたいって、そう思いながら仕事をしてる日下部さんのこと――俺は、ずっと」

「……んっ」

　う、嘘……っ。

　――静かな浜辺に打ち寄せる波のように、ゆっくりと近づいてきた彼のキレイな瞳を、ハッキリと認識する間もなく唇と唇が重なった。

　それはまるで、流れ星が夜空を駆けるように一瞬の出来事で。小さな波がいたずらに浜辺の砂をさらうかのごとく、彼は私の唇を音もなく奪っていった。

「……帰ろうか」

「あ、あの……今」

「そろそろ夜は……、冷えるから」

　言いながら、今のキスは幻だったと告げるように腰を上げた下條社長は、手に持っていたハンバーガーを簡素な紙袋の中に再び戻し入れた。そのままゆっくりと、私に背を向け歩き出す。

　そんな社長の背中を呆然と見つめながら、私はたった今触れ合った熱を確かめるように、震える手を唇に押し当てた。










焼き色が付いたら、弱火でじっくり




　翌日の土曜日は、なにも考えられなくなっている頭を休めるべく、久しぶりに実家へ帰った。

「急に帰ってくるなんて、珍しいわね。なにかあったの？」

「ううん、特になにもないけど、なんとなく……」

　実家に帰ると開口一番、母にそんなことを言われてギクリとした。

　あの後、私を家まで送り届けてくれた下條社長は、キスをしたことには一度も触れることなく、車内でもひたすらに黙り込んでいて……。かく言う私も、なんとなくキスの理由は聞いてはいけない気がして……というか聞けるわけもなく、逃げるように窓の外へと視線を逸らしていた。

『今日は付き合ってくれて、ありがとう。それじゃあ、また月曜日に会社で』

　そんな言葉を残して走り去っていった車の、真っ赤なテールランプを見送った金曜日の夜。なにもかもが私が見た夢のような時間は瞬く間に過ぎ去って、心に苦い疑問だけを残した。




　＊　＊　＊




《もしもし、杏？　今、平気？》

「陽、突然どうしたの？　まだ始業前だし、大丈夫よ」

《おととい、ウチに泊まった時に、杏が着替えのブラウス忘れていったって、母さんが》

「ああ……そういえば。でも、別に実家に置いといてくれていいよ？　今すぐ必要なものでもないから、今度帰った時に持って帰るし」

《それ……今さら。今朝、学校帰りに杏の会社に届けろって、母さんが俺に持たせたんだよ。俺の学校からなら、帰りに杏の会社寄れるからって》

　夢から醒めた月曜日は、弟の陽からの〝おつかい電話〟から始まった。

　来年高校三年生になる陽は、私を含めた姉ふたりのことを、それぞれ名前で呼ぶ。小さい頃は『杏ちゃん』なんて、かわいく呼んでくれてた時もあったのに……今はもう、さすがにそれは恥ずかしいらしい。

《ってことで、今日学校終わった部活帰りに杏の会社寄るから、覚えといて》

　言い方はぶっきらぼうでも、きちんと母のおつかいを遂すい行こうする陽をかわいく思いながら「ありがとう」と返事をした。

　そういえば……今日は、蘭の家にも寄って帰らなきゃだった。

　陽からの電話で、なんとなく忘れがちになっていたけれど、今日は仕事帰りに蘭のところに料理を届けに行く日だ。

　今日のメニューは、蘭が好きなトマトの煮込みハンバーグにロールキャベツ、鮭の南蛮焼きに野菜たっぷりナポリタン、ほうれん草と舞茸の胡麻和え……。

　つい冷凍保存も可能なメニューばかりになってしまったのは、先週のこともあるからで。もし急に断られたとしても、冷凍すれば大丈夫。

　しかも今回は、あえて全部小分けにして持ってきていた。小分けにしておけば毎回ひとり分を解凍するだけだから、どんなに忙しい蘭でも楽に食べられる。




「そういえば聞きました？　なんか今度、新しい施設を作るって話が出てるみたいですよ。まだ公には発表されてないけど、社長と企画部とで、ずっと構想を練ってたみたいで」

　――お昼休み、小出ちゃんとふたりで持ってきたお弁当を食べていれば、唐突に出された話題に思わずドキリと胸が高鳴った。

「そ……、そうなんだ。小出ちゃん、そんなのよく知ってるね？」

「総務部長と営業部長が話してるのを、たまたま聞いちゃったんです。なんでも、新しいコンセプトの施設を作るとかで……それで最近、いつも以上に社長も忙しいみたいですよ」

「……そうなんだ」

　小出ちゃんが言う新しいコンセプトの施設とは、金曜日の夜に社長が話してくれた、女性をターゲットにした〝身体スパ〟のことだろう。役員全員からの承認を得たって言ってたから、今朝一番にでも各部署の長に社長から御達しでもあったのかな。

「ここのところ、お昼にランチに出掛ける姿も見てなかったって、受付の子たちが言ってたんです。その子たちは『社長が倒れたら私たちが看病する？』なんて笑ってたけど、もしそんなことになったら笑いごとじゃないですよねー」

「……そう、なんだ」

　ズキリと痛む胸。それと同時に、胸には不穏な波が一気に押し寄せてきた。

　小出ちゃんの言う通り、ここ最近下條社長が忙しいのは知っていたけれど……まさかランチに出掛ける暇もないくらい仕事に没頭していたとは思わなかった。

　それで先週、私の手料理を持って帰った時に、あんなに感動してたのかな……。

　社長、あんまりご飯も食べられない上に疲れてたから……だから、あれだけのことであんなに喜んで……。

「でも……先週の金曜日だけは、溜まってた仕事を無理して一気に片付けてた……って、企画部の友達が言ってたんですよねぇ」

「え？」

「お昼前、妙に社長がウキウキしてたから、『今日はデートの予定でもあるんですか？』ってからかったら、『そんなところ』って笑ってたって」

「……っ」

「……社長、彼女でもいるのかなぁ？　でも社長って仕事命っぽいし、そんな暇もなさそうって女子社員は皆、言ってますけど」

「…………」

　ミートボールを頬張りながら、「まぁ、あんなかっこいい人、彼女なんて引く手あまたですよねー」と笑った小出ちゃんの言葉に……私は内心少しも笑えずにいた。

　だって……先週の金曜日といえば、私と夜の海に出掛けた日のことで。

　あの日は社長から突然仕事中に電話があって、急にお誘いを受けていた。だけど、蘭との予定が入っていたから私はその誘いを断ったんだ。

　それなのに結局、社長と遭遇して……そのまま社長の車に乗って夜の海に……。

　その金曜日に、社長が無理して仕事を片付けていた？　そ、そんなの、嘘だよね……？

「でも、無理してでも彼女のために時間を作りたいなんて。もし本当に彼女がいたとしたら、その彼女さんは幸せ者ですよねぇ」

「……っ！」

「っていうか、あの社長に誘われて断る女子がいたら、逆に見てみたいですけど」

　小出ちゃんの言葉に、背中に嫌な汗が伝った。

　だって、もし本当に小出ちゃんの言うことが事実なら、まるで社長が、私を誘うために無理して仕事を片付けたみたいじゃない……。

　先週、連絡すると言って三日間連絡がこなかったのは、仕事が忙しすぎたから？　それでも金曜日に私を誘うために、無理をして仕事を片付けたっていうの？

　……ううん、そんなの、あるわけないよ。だって、相手は下條社長だもん。

　あのキス、だって……もう二十九の女と三十二の男が、なんとなく人肌恋しくなって、それでつい出来心でしてしまったものに違いなくて……。

　心のどこかで社長はそんな人じゃないと思うのは、そうあってほしいという私のただの願望。社長だって男なのだから、魔が差してしまう時もあるはずだ。

「日下部さんは、どう思います？」

「えっ!?」

「社長のこと。社長に彼女がいるかどうか……とか、気になりません？」

　野次馬根性を隠す様子もなく、いたずらに笑った小出ちゃんの言葉に、身のほど知らずにも胸が痛んだ。

　社長に彼女がいるかどうか、なんて……。そんなの、私にはまるで関係のないことだし、ましてや私がそんなことを考えること自体、不ぶ躾しつけにもほどがある。

　たった一度、ドライブで夜の海に行き、子供のようなキスをしたくらいで自惚れるほど私はもう夢見る乙女ではないと、この三日間、自分に何度も言い聞かせてきた。

　ましてや下條社長が私に気がある……なんて、そんなことを考えることすらおこがましい。

「でも社長って、プライベートではとことん優しそうですよね。普段は仕事にストイックなのに、彼女の前では甘い……とか。そういうの、なんかいいなぁ」

　そうだ、そうだよ……。あれはきっと、落ち込んでいた私を励ますつもりでした、社長の少しズレた優しさで……。しゃ、社員がちょっと落ち込んでいたくらいでキスをするなんてどうかとは思うけど、それ以外に理由が見つからないんだから仕方ない。

　あの時は下條社長も疲れてたんだ……。実際、今小出ちゃんが言ったように、社長は新規事業のことでかなり忙しいみたいだし……。

　ほ、ほら。金曜日だって、ようやく役員全員の承認がとれたことでホッとした様子だったし、だから……。

「日下部さん？　私の話、聞いてました？」

「え……っ？」

「社長の話、彼女いるのかなーって。絶対、聞いてなかったですよね？」

「ご、ごめん、ボーッとしてて……！」

「もー、日下部さんったら。……でも、社長って案外、日下部さんみたいな感じの人がタイプなんじゃないかなーって、密かに思ってるんですよ、私」

「えっ!?」

「ほら、社長って仕事ばっかりだし。やっぱりそういう人には、ほんわかした家庭的な女性がいいんじゃないかなぁと思うんですよね。内助の功っていうか……日下部さんなら、社長にとってそういう存在になるんじゃないかなーって」

「ま、ま、ま、まさか……!!」

「あはは、ですよねぇ。日下部さんと社長が……なんて、そんなことになったら大ニュースですよ。女子社員、ショックでみーんな会社休むかも。でもまぁ、お似合いだなぁと思うのはホントですけど」

「あ、あはははは……」

　お願いだから、からかうのはやめて……！




【十九時頃、杏の会社の裏口のとこで待ってる】

　陽からそんなメッセージが届いたのが、終業の一時間ほど前。それに【わかった。ありがとう】と返せば、【よろしく】とだけ返事がきた。

　今日中に終えなければいけない仕事を片付け、陽が来るまでには少し時間があったから、明日やらなければいけない仕事にも取りかかった。そして、ふと時刻を見れば、時計は約束の十分前を指していた。

　慌てて帰り支度をして、給湯室にある冷蔵庫の中の保冷バッグを手に持った私は、エレベーターに飛び乗った。

　いつも通るロビーから正面玄関へと続く道とは反対に、業者さんが行き来する裏口に向かう。守衛さんが「お疲れ様です」と声をかけてくれて、「お疲れ様です」と笑顔で返事をして裏口の扉を開けると、相変わらずキリリとした陽が……なぜか私服姿で立っていた。

「お疲れ」

「陽……お疲れ様。それより、なんで私服なの？　学校帰りなら、制服のはずでしょ？」

　目の前にいる陽は、学校帰りだというのに下はジーンズに、上はネイビーのセーター、首元からは白シャツの襟が覗く、なんともラフな格好だった。肩には大きめの黒いスポーツバッグを担いでいるけれど、とても学校帰りの高校生とは思えない。

「なんか、母さんが杏の会社に寄るなら、会社の人たちに杏が高校生に手を出してるとか変な勘違いされないように私服で行けって。噂にでもなったら、杏が迷惑するから……とか。それでさっき、駅のトイレで着替えてきた。セーターの下は、面倒くさいから制服のシャツのままだけど」

「お母さん……それはまた、斜め上の心配をしてくれちゃって……」

　陽の言葉に思わず脱力して肩を落とせば、「でもまぁ、おかげで会社の前をうろついてても、変な目では見られなかったけど」と飄々と話す陽。

　……確かに、制服姿の男の子が会社の前をうろうろしていたら、どうしたのかと思われるかもしれない。陽はただでさえ人目を引く容姿をしているから、なおさら目立ってしまっていたかも。

　もちろん……私服姿でも、女の人の目を引く容姿は少しも紛らわせていないけど。

　なんというか、スポーツジム帰りのイケメン営業マン？みたいな感じ。

「っていうか、杏、荷物多くない？　なにその、デカイ保冷バッグ」

　陽が、突然訝しげな声を出して眉根を寄せた。視線を辿れば、そこには蘭へ渡す予定の料理が入った保冷バッグ。

　まぁ確かに、これは目立つよね……。

　普段使ってるかわいらしい保冷バッグは、前に下條社長が持っていったままで、まだ私のもとには帰ってきていない。だから今、私が持っているのはかわいさのかけらも感じられない業務用のような保冷バッグだ。

「えーと、これね、蘭に渡す一週間分の料理が入ってるの」

「蘭に？　……ああ、そういえば、杏に料理作ってもらってるって、前に蘭が言ってたかも。それが、ソレか」

「うん、そうなの。毎週月曜日に蘭のマンションの宅配ボックスに入れて帰るんだけど……それで今日も」

「……ふぅん。まぁ、いいけど。……貸して」

「え？」

「重そうだし。途中まで、俺が持つよ」

　言いながら、一瞬だけ柔らかな笑みを浮かべた陽は、私の手からやすやすと保冷バッグをさらっていった。

　……ホントに、少し離れている間に、随分たくましくなっちゃって。

　陽の小さい頃のことを思い浮かべたら懐かしい気持ちになって、我が弟ながら、優しい男の子に成長してくれたと思う。今はそれがなんだか誇らしい。

　相変わらず端正な陽の顔を見つめながら、「ありがとう」と伝えれば、「……別に」と、ぶっきらぼうな返事が返ってきた。その照れ隠しのような返事に思わず顔が綻んで、再び胸が優しさに包まれる。

「せっかくだから、陽も蘭のところに寄っていく？　蘭はいないとは思うけど、でも……」

「……いいよ、蘭は。杏と違って、彼女見せろとか部活のこととか色々口出してきてウルサイし」

「あはは。蘭も蘭なりに、陽のこと心配してるんだよ。蘭も昔から陽のことかわいがって――」

　笑い合いながら、駅までの道程を久しぶりにふたりで並んで帰ろうかと、歩を進めた時だった。

　――ギィと錆びた金属音が聞こえ、その音に誘われるように、なんの違和感もなく振り返った先。たった今出てきた裏口の扉が突然開いたかと思ったら、ビルの中から出てきたその人に――。

　思わず私は進みかけていた足を止めて、ひとり、固まってしまった。

「日下部、さん……？」

「し、下條さん……」

　視線の先には、今日もスーツをスマートに着こなした下條社長が立っている。

　私たちは見つめ合い、示し合わせたように驚き、固まっていた。

　な、なんで社長が裏口から……？　それも、こんな時間に……。

「……誰？」

　互いに声を忘れて見つめ合っていた私たちを現実へと引き戻したのは弟である陽の、あっけらかんとした声だ。思わずハッとして数回瞬きを繰り返せば、再び陽がキョトンとした表情で私を見つめながら、「杏の会社の人？」と聞いてくる。

　か、会社の人……って。会社の人どころか、この人は社長だから……！

「よ、陽！　こちら、うちの会社の代表取締役の下條さ……下條社長よ……！」

「え？　社長？　……若くない？」

「わ、若くても社長なの……！　失礼なこと、言わないで……！」

「……ふぅん」

　思わず陽の耳元に唇を寄せて囁いたけれど、この距離では多分会話は全部丸聞こえ。

　ああ、もう……。こういう思ったことをすぐ口にしちゃうところは、まだ高校生というか、子供というか……。

　まぁ、社会人になったら、こうも無邪気にはいられないから羨ましくもあるけれど。

「あ、あの、社長、すみません……えぇと、彼は陽と言いまして、私の――」

「……若いと思ってもらえたのなら、光栄と言っておいたほうがいいかな？」

「しゃ、社長？」

「改めて……初めまして、陽くん。杏さんが勤めている会社の、代表取締役をさせていただいている下條です。彼女には……いつもイロイロと、お世話になってます」

　陽の怖いもの知らずな言動に冷や汗をかいていれば、社長は、とても丁寧な自己紹介を、我が弟にしてくれた。

　でも……なんだか、言い方に少し刺があるように聞こえたのは気のせい？

『杏さん』なんて……初めて呼ばれたし、いつもは『日下部さん』なのに。

　しかも、なぜか『イロイロ』の部分を強調していた気がするんだけど。イ、イロイロって……。まさか弟の前で、そんな大人の話をしませんよね、社長……？

「あ、あの！　下條社長――」

「……初めまして。こちらこそ、杏がいつもお世話になってます。突然、会社まで来てしまって、すみません。今日は、杏が昨日、ウチに忘れていった服を届けに来たところで」

「い、家に忘れていった……服……？」

「はい。あ……そうだ、渡すの忘れてた。はい、コレ」

「あ、ありがとう……」

　だけど意外にも、そんな社長を気にする素振りも見せず、淡々と社長へと挨拶を返した陽は、なぜこのタイミングで思い出したのか、そもそもの、おつかいのもとを私へと手渡した。

「次からは、忘れないように気をつけろよ？」

　……なんというか、マイペースというか、天然というか。姉の私からしてみたら、こういうところもかわいいんだけど、やっぱりまだまだ子供なんだなぁと思ってしまう。

「……なんか、思っていたよりも手強そうだ」

「え？」

　突然の言葉に、弾かれたように振り向いて社長を見る。

「想像よりも、随分イイ男だし。さぞかし、女の子たちからモテるんじゃない？」

「……は？」

　私につられるように、陽も社長へと視線を移した。

「キミのほうこそ、俺より随分若そうだし……そんなにイイ男なら、代わる代わる女の子が寄ってくるだろ？　引く手あまたなんじゃない、陽くんなら」

　思いもよらない言葉を口にする社長。そのどこか試すような口振りに、隣に立つ陽の空気が、ピリリと強ばったのがわかった。

「……どういう意味ですか？」

「そのままの意味だよ」

　社長も社長で、顔はいつものように穏やかな表情を浮かべているというのに、目は少しも笑っていない。腕を組んだまま、まっすぐに陽へと視線を向けていて、逸らすつもりもないようだ。

　その……初めて見る社長の様子に、言葉を失ってしまう。

「とりあえず、会えてよかった。……杏さんから話を聞いて以来、キミに興味があって。一度会ってみたいと思っていたんだ。実際会うと中身も見た目通り……まだ若そうで、少しだけ安心したよ」

　言いながら嘲ちょう笑しょうする社長に、今度こそ、陽があからさまに眉根を寄せた。

　だけどそれは、私も同じで。ひどく高圧的な社長の言動に、私は戸惑いを隠せなかった。

　どうして……どうして社長は、陽に対してそんなふうに好戦的な目と言葉を向けるんですか？

　陽は、私の弟なのに。私の、大切な家族なのに。どうして社長は、そんなふうに陽を見下すようなことばかり――。

「あ、あの！　社長――」

「……意味がわからない」

「は？」

「そりゃ、あんたより若いに決まってるし、中身だって若くて当たり前」

　マ、マズイ……！

「ちょ、ちょっと、陽……!?」

「っていうか、あんたのほうこそ、杏のなに？　俺に会ってみたかったとか……自分は杏の特別だとでも言いたいわけ」

「……っ！」

　陽の言葉に、社長が驚いたように目を見開く。

「大人の余裕みたいなの振りかざしてるけど、全然余裕ないのバレバレだし。なにを勘違いしてるのか知らないですけど、とりあえず俺は……あんたにまるで興味ないから」

「ちょ、ちょっと……！」

　突然タガが外れたように饒じょう舌ぜつになった陽は、向けられた敵意を真っ向から受け止めるとばかりに、刺のある言葉を社長へと投げ返した。

　昔から警戒心の強い陽は、自分の領域へ無遠慮に踏み込まれるのを嫌う。それがたとえ好意であっても、自分が認めた人間以外には、絶対に深くには踏み込ませない。

　そんな陽だからこそ、社長に言われた言葉が余計に癪しゃくに障ったんだろう。

　実際、よく知りもしない相手に、『中身が若そうだ』なんて言われて、気分をよくする人なんていない。

　だけど、いくら社長の言い方に問題があるとしても、よりにもよって社長に、とんでもない口の利き方を……。

「社長だかなんだか知らないけど。そもそも、年下相手にムキになるとか、大人げないにもほどがあると思いますけど」

　……ああ、もう。私、明日にはクビになっているかもしれない。

　そこまで言い切ると、突然興味をなくしたように社長から視線を外した陽は、「もういいから、早く行こう」と言葉をこぼした。

　……本当に、マイペースというかなんというか。一企業の社長相手に堂々と啖たん呵かを切っておいて、よくもまぁそんなに飄々としていられると思う。

　これも、高校生パワーなの？

「す、すみません、社長……。あの、この子も悪気があるわけじゃなくて……でも、本当に失礼なことを申し上げてしまって、すみません。その……今さら言い訳なんですが、実はこの子はまだ高こ――」

「……余裕なんて、あるわけないだろ」

「……え？」

「余裕がないのなんて……自分でもよくわかってるよ」

　社長……？

『この子はまだ、高校生なんです』

　そう言いかけた私の言葉を遮るように言葉を重ねた後、一度だけ、苦しそうに息を吐き出した社長。そのまま鋭い視線を陽へと向け、先ほどとは比べものにならないくらいの敵意を剥き出しにして、陽へと言葉を投げていく。

「そっちがその気なら、俺も一企業の顔ではなく、ひとりの男として言わせてもらう」

「……あ、あの？」

「キミのことを若いと言ったのには、きちんとした理由がある。……先日、彼女とゆっくり話をする機会があって、俺は彼女の胸の内を聞いたんだ」

「……え」

「彼女……随分、仕事のことでマイナス思考になっていたし、自分に自信が持てないのだと悩んでた」

「彼女……？」

　社長の言葉に、陽が訝しげな声を出す。

「彼女がそんなふうに悩んでしまうのも、そばで支えるべきキミが、きちんと話を聞いて受け止めていないからだろ？　自分を信じて支えてくれる人間がそばにいたら、あんなにも自分に自信をなくすこともない。もし彼女に寄り添っていたのなら、そういう彼女の気持ちに、そばにいる人間として気付けたはずだ」

「しゃ、社長……？」

　饒舌になった社長はなぜか先日の――金曜日の夜の、私の話を始めた。

　自分の弟にされるには、あまりにも情けなく、お願いだからやめてほしいと心の底から思うのに、私には今の社長をどうにも止められない。

「一緒に過ごしたらしい休日でも、そんな彼女の心の内にキミは気付いてあげられたのか？　その、手に持っているものも。それがどれだけ彼女の愛情のこもったものか、どうせ気付いてもいないんだろう」

「あ、あのっ！　社長……っ」

「気付いてたら、その気持ちや愛情をむげにするわけがない……。つまり、そういったものをすべて引っくるめた上で、俺はキミのことを『若い』と言ったんだ」

「……っ」

　社長のその言葉に、思わず息を呑む。

「男なら、大切なヒトの痛みくらい、全部受け止めてやれ」

　陽へと鋭い視線を送っていた下條社長は、そこまで言い切ると、隣に立つ私に視線を移した。その目は、陽を見るそれとはまるで違って、どこか苦しそうな……行き場のない切なさに揺れていて。私は、時を忘れた時計のようにただ、固まるしかなかった。

　……なんで？　どうして社長は、そんな表情で――そんな目で、私を見るの？　今社長は、いったいなにを考えているの？

「……俺だったら、全部、受け止める」

　熱く、熱のこもった下條社長の声が、私の心を震わせる。

「悩みも苦しみも、涙も……全部まとめて、抱きしめる覚悟はあるよ」

「下條、さん……？」

「俺のほうが……幸せにする自信も、ある」

　そこまで言い切ると、ゆっくりと息を吐いた社長は、静かに私に背を向けた。そのまま、再び裏口の扉へと手を掛け、中に消えていく社長の後ろ姿を眺めながら、先ほどからうるさく主張する心臓に手をあてた。

　ドクドクと不協和音を奏でるそこは、なにを私に伝えたいのか。

　見えなくなってしまった背中の残像と、社長の表情を思い出しながら、私はしばらくその場所から動けなかった。










味付けは、お好みで




　下條社長と弟の陽が偶然出くわした日から、早二週間が経とうとしていた。

『杏の会社の社長に……色んな意味で同情した』

　社長と一戦交えた後、呆然とする私に、脱力したようにそんなことを言った陽。それ以上社長について言及することはなかったけれど、陽が口にした言葉の意味を拾いきれずに、曖昧な笑顔を浮かべた私に小さく溜め息をついた。

『……まぁでも、もし必要だったら俺から説明してもいいし、いつでも呼んで』

　駅での別れ際。そう言葉を残していった陽は、少なくとも、社長に嫌悪感を抱いている様子は見受けられなかった。それに心のどこかで安堵しつつ、陽と駅で別れ、蘭の家に料理を届けた後も……私はしばらく重い頭を抱えたままだった。

　……社長が言っていた言葉の意味。そして、去り際に社長が見せた表情。

　考えれば考えるほど、出口のない深い森の奥へと迷い込む気分になって、溜め息だけが増えるばかりだった。




「……え、私が、ですか？」

「申し訳ない。今日は小出くんが休みだし、忙しいのはわかってるんだが、頼むよ」

　金曜日の業務終了一時間前。突然、総務部長に呼ばれてデスクへと向かえば、申し訳なさそうな顔で一冊のファイルを手渡された。

「急にクライアントに呼ばれて、今すぐ出なきゃいけないんだ。本当はその前に下條社長のところへ届けようと思ってたんだが、会議中でタイミングが悪くてね。このファイルを届けるだけでいいから、頼まれてくれないか」

「……わかりました」

　ファイルと部長を交互に見て返事をすると、「助かるよ、ありがとう！」と言い、携帯片手に転がるようにオフィスを出ていった部長。その背中を、私は複雑な心境で送り出した。

　……よりにもよって、下條社長のところへのおつかいなんて。

　あれから二週間が経ったといっても、いまだに胸の中には最後に見た社長の表情が残ったままだ。

「……はぁ」

　だけど、悩んでいたって仕事は仕事なのだから割り切るしかない。

　部長からファイルを受け取った後、社長室へと内線を入れた。スリーコール目で出たのは立石さん。手短に用件を伝えると、二時間半後に社長室へ来るように指示された。

　社長の会議が終わるのが、それくらいの時間なのだろうけれど……それだと、終業を一時間半ほど過ぎてしまう。

　つまり華の金曜日に〝おつかい〟という中身のない残業を余儀なくされたわけで、それをわかっていたからこそ、部長は申し訳なさそうに頼んでいたのだ。

　でも、これも仕事の内だから仕方がないし、部長が忙しいのだってわかってる。

　そう……わかってる。わかっては、いる。わかっては……いるん、だけど。

「……はぁ」

　溜め息が止まらないのは、下條社長と二週間ぶりに会うからこそ、だ。

　……いったい、どんな顔をして会えばいいんだろう。

　陽と社長が言い争いになってから、幸か不幸か、社長とは会社で一度も顔を合わせることがなかった。もともと、社長と絡むような仕事はしていないし、以前までなら、そんなことを気に留めることもなかっただろう。

　だけど今……その二週間が、やけに長く感じてしまっているのは、ここ最近、社長との距離が急速に近づいてしまったせいだ。

　自分でも思っていた以上に……私はもう、引き返せないところまで来ているのかもしれない。

　そうはいっても、だからなにができるというわけでもないし、全部私の独りよがりなんだけど。

「……はぁ」

　もう、やめよう。このことを考えるのは。

　ハッキリ言って、私が社長にどんな感情を抱こうと、それと仕事は関係ない。今は部長に頼まれたおつかいを遂行することが、私の仕事だ。

　それにしても……本当に今さらだけれど、あんなことがあってクビにされないだけでも、幸いと思ったほうがいいのかもしれない。

　弟が社長に対して、あれだけ失礼なことを言ったのに、なんのお咎とがめもないのだから、それだけでも社長の恩恵を受けていると言っていいのかも。

　そんなことを考えながら、黙々とデスクに向かっているうちに立石さんに指定された時刻がやってきた。

　私は部長に託されたファイルを手に取り、帰り支度と共に重い腰を上げる。

　社長室へファイルを届けたら、私はそのまま帰路につく予定。鞄を持って社長室へと向かうのは失礼かもしれないけれど、今回はおつかいを頼まれただけだし、終業時間も過ぎている手前、それくらいは許されるだろう。

　心の中でそんなことを考えながら、やけに重い足を動かしてエレベーターに乗り、私は社長室のあるフロアへと降り立った。

　やけに長く感じる廊下を歩いて、社長室の前で足を止める。その間も溜め息が止まらずに、もう何度幸せを逃がしたことだろう。

　……よし。

　改めて気持ちを切り替え、一度だけ深呼吸。

　重厚な扉に手を伸ばし、トントンと目の前の扉をノックすれば――。

「……どうぞ」

　この二週間、ずっと聞きたいと思っていた人の声が耳に届いて、不覚にも心臓が甘く、高鳴った。

「あ、の……日下部です。頼まれたファイルを、届けに参りました」

「……入って」

　恐る恐るドアノブに手を掛け回せば、カチャリと音を立てて開いたそれは、想像以上に重く感じた。

　以前、社長室を訪れた時は立石さんがわざわざ扉も開けてくれたけど、今日は……その姿が、見当たらない。二時間半前にアポを取った時は立石さんが出たから、てっきり今もいるとばかり思っていたのに。

「……総務部長と立石さんから、聞いているよ。わざわざ、ありがとう」

　社長室にいたのは……下條社長だけ。

　デスクに浅く腰を掛け、長い足を軽くクロスさせながら腕を組み、静かにこちらを見据えていた社長は、私と目が合うとゆっくりと歩み寄ってくる。そのまま、開きっぱなしだった扉を私越しに片手で軽く押し閉めると、再び踵きびすを返してソファへと腰を下ろした。

「……定時過ぎなのに、こちらの会議が終わるまで待っててもらって、申し訳なかった」

「……いえ。終業後の予定も特にありませんでしたし、問題ありません」

「そう言ってもらえると、助かるよ。それで、用件のファイルはその手に持っているもの？」

「あ……そうです。すみません、いつまでも突っ立ったまま……！」

　言いながら、根が張ったような足をなんとか動かし、ソファに座る社長の前へと歩を進める。そして立ったまま、おずおずとファイルを手渡す。

　緊張してぎこちない私とは裏腹に、「ありがとう」とだけ言葉をこぼした社長は、笑顔と共にファイルをその手に収めた。

「……あの、社長」

「実は今日、立石さんは娘さんの誕生日で。だから、立石さんには定時で上がるように言ってあったんだ」

　静けさに包まれたこの空間に耐えられず、『私は、これで失礼します』と早々に逃げるための言葉を口にしようとしたのに、重ねるように投げられた言葉にその機会を奪われた。

「……そう、なんですか」

「本当は、立石さんも日下部さんが来るまで待つと言ってたんだけど、ファイルを受け取るだけだし、その必要はないからって帰した」

　……『日下部さん』。

　当たり前のように紡がれた名前に、不謹慎にも胸が痛む。

　陽と向き合っていた時は、私のことを『杏さん』なんて下の名前で呼んでいたくせに。

　結局、私と社長の距離は、本質ではなにも変わっていないのだと思い知らされる。

「娘さん、今年は大学卒業だっていうのに、いまだに家族で誕生日を祝うなんて、どんな家族関係なのか容易に想像つくよな。立石さんも、ああ見えて昔から愛妻家だし、仲のいい家族なんだろうな」

「…………」

　柔らかな笑みを浮かべながらそんなことを言う社長を前に、愛想笑いすら返すことができない。

　だけど、今……下條社長を前にして、下條社長とふたりきりの空間で、社長のことを考えずにいるなんて……私には、そんなことは到底できそうもなくて。

「……だから、立石さんには帰ってもらった。やっぱり、家族で過ごす時間は大切にしないと」

　社長……。社長はいったい、なにを考えてるんですか？

　どうしてあの時、陽の前で私の名前を親しげに呼んだりしたの？

　社長があの時話したこと……その真意も、いったいどこにあるんですか？

「……立石さんには、いつも世話をかけっぱなしだし。こういう時くらいは、家族のことを優先させてあげたくて」

　私の手料理が食べたいと、私を呼び出したあの日も。私を、ドライブに連れ出してくれた、あの日も。

　……キスをした、あの瞬間も。

『俺のほうが……幸せにする自信も、ある』

　私を見ながら言った、あの言葉。あれは、誰に向けて言った言葉なの？

　ねぇ、下條社長……下條、さん。

「……なんて。本当は、俺が日下部さんとふたりきりになりたかっただけなんだけど」

　震える手を握り締めることで、どうにか感情を押し込めていた私に、下條社長は突然柔らかに微笑むと、艶のある声でそう言った。

　その言葉に、痛いくらいに軋む胸。

　下條社長は……どうして私の心を、そんなにも掻き乱すの。

「……冗談は、やめて、ください」

「……え？」

「下條さんは……自分がなにげなく言った言葉で、相手がどれだけ期待するかとか……考えないんですか？」

「…………」

「下條さんは、そんなつもりはなくても……言われたほうは、もしかして、って。馬鹿みたいに期待して、馬鹿みたいに浮かれちゃうんです……。その気がないなら、思わせぶりなことを言わないで……。期待したら、期待した分だけ、傷つくのに……」

「日下部、さん……？」

　言った後に、後悔した。だってこんなのまるで、好きだと言っているみたいだ。

　だけど取り繕うにも、その手立ても余裕も今の私にはなくて。

「下條さんは……ズルい」

　今度こそ。今度こそ私は、この会社をクビになるかもしれないなんて、そんなことを熱に浮かされた頭の片隅で考えた。

「……ごめん、どういう」

「……っ」

「今の言い方だと……俺のほうこそ、期待したくなるんだけど」

「……！」

「日下部さん……？」

　戸惑ったような社長の声。それに我に返った私は、慌てて後ろへ足を引いた。

「っ、わ、忘れてくださいっ。失礼します……っ」

「待て……！」

　逃げようと踵を返してドアノブに手を掛けたものの、後ろから扉を押し戻されて部屋から出ることは叶わなかった。

　私の背中越しに扉を押し閉めた、下條社長の影が落ちてくる。

　社長がまとうシトラスの香りが鼻をかすめた瞬間、今度こそ泣いてしまいたくなった。

「……そういうところがっ、ズルいんですっ」

「……っ、ごめん。でも、今出ていかせるわけにはいかない」

　呼吸さえ聞こえる距離で、背中いっぱいに彼の気配を感じながらも、私は……振り返ることができずにいた。

　だって、今、振り向いたら。今振り向いてしまったら、私は、もう――。

「それに……そこまで言われて、逃がすわけないだろ？」

　自分が抱いた恋心に、蓋をすることができなくなってしまうから。

「……なぁ。今言った言葉の意味、教えて？」

　耳元で、鼓膜を震わすように囁かれた言葉に、不覚にも身体が甘く、痺れてしまった。

　ほんとに……ズルい。こんなふうに、私を弄んで。

　私の気持ちもなにもかも、本当はすべてお見通しなくせに、こんなふうに気付かない振りをして……私を振り回すんだ。

「俺はもう、日下部さんには確実に嫌われたと思ってたんだけど……」

「……え？」

「陽くん？だっけ。彼の前で、あんなことまで言って……無駄に引っ掻き回すようなことをして。うっとおしい奴だと思われただろうなって、そう思ってたんだけど」

　なに……？　社長は、なにを言ってるの？

「この二週間、日下部さんに合わせる顔がないって……そんなことばかり考えてた」

　その思いもよらない言葉に、弾けるように振り向けば、眉根を寄せて心底バツが悪そうに私を見下ろす社長と目が合って、思わず目を見開いたまま固まってしまう。

　まさか、ここであの時の話が出てくるなんて思いもしなかった。その上、社長がそんなふうに思っていたなんて……。

　私はてっきり、社長は陽と私に対して怒っているだろうとばかり思っていたのに。

「……あの」

「うん？」

「私のほうこそ……陽が、失礼なことを言ってしまって……すみませんでした」

　約二週間遅れで紡いだ謝罪の言葉に、なぜか困ったように微笑む社長。その表情に、あの日、私と陽に背を向けて消えていった社長の姿が重なって胸が痛んだ。

　傷ついたような、それでいて自嘲するような。社長のその寂しげな表情の理由が、今も私はわからないままだから。

「いや……あれは、彼に言われた通り、明らかに俺が挑発したせいだから。ふたりが気にすることはひとつもないよ。全部、俺が悪かったんだ」

「……でも」

「なんていうか、想像していた以上にイイ男で……俺も少し焦って、つい……あんなこと。本当に、情けなかったと思ってる」

「そんなこと……」

　そんなこと、ない。だって、イイ男っていうのは、社長のような……大人の男性にこそふさわしい表現だと思うから。

　仕事ができて責任感もあり、誰に対しても分け隔てなく優しくて、思いやりがあって。男性らしい清潔感が溢れているのに……なぜか誘うような色気もある。

　無骨な長い指も、ほどよく引き締まった身体も、シャープな顎のラインも、キレイなブラウンの瞳も、目の下にある泣きボクロさえ……。

　私からしたら、社長以上にイイ男と表現される人に、今まで出会ったことはない。社長以上の人なんて、早々現れないと思う。

　イイ男っていうのは、見せかけだけの話じゃない。中身が伴ってこそ、イイ男と評されるべきだと思うから。

　……もちろん、陽だって優しくていい子ではあるけれど、姉弟で、イイ男だとか、そうじゃないとか言い合うのは、なんだか照れくさい。

「陽は……確かに、贔屓ひいき目めで見ても人目を引く容姿ではあると思います。性格も、基本的には無愛想だけど、根は優しい子だから……その分、下條さんがあの時言った通り、彼女は心配も尽きないでしょうね」

「……うん？」

「でも、ふたりは随分仲がいいみたいなので。陽は陽なりに彼女を大切にしてる分、下條さんに言われた言葉が余計に癪に障ったんだろうと思います」

「…………」

「私は一度だけ、チラッと見たことがあるだけですけど。見ていて妬けるくらい、仲がいいふたりでしたから」

「…………」

「下條さんや私から見たら、陽は確かにまだ子供だけど。だけど、その分、まぶしいくらいにまっすぐで……純粋で。そういうところが私からしたら羨ましくもあるし、それに――」

「……ちょっと待って」

「え？」

「陽くんに彼女……って、どういうこと？」

　私の言葉を遮って、突然、わけのわからないことを言い出した社長に、思わず首をかしげてしまった。だけど、そんな私を見て、難しそうな表情をする社長。

　陽の彼女は、陽の彼女だ。社長だってあの時、陽に彼女がいる前提で話をしていたじゃない。

『男なら、大切なヒトの痛みくらい、全部受け止めてやれ』

　それは、陽に、そう思う人がいることを前提に言った言葉だったんじゃないの？　そう思ったからこそ、私のことを例に出して、陽に諭したんでしょう？

　高校時代の自分と陽を重ね合わせて……自分の思うところを伝えたかったんじゃないの？

「……ちょっと、状況が飲み込めないんだけど。まさか陽くんには、本命の彼女がいるってこと？」

「え、と……。はい、そうですけど……」

　今さら、その質問？

　当たり前のことを聞く社長を前に、私まで難しい顔をしてしまった。

　だけど私がそう答えた途端、社長はつい先ほどまでの切なさに揺れる表情を消して、眉根を寄せて怪訝そうに私を見据えた。

　な……なに？　なんで突然、そんな表情をするの……？

「……はぁ。そういうことか」

「……下條さん？」

「あの時の俺に、言ってやりたい。手加減無用、我慢する必要なしだ、……って」

「あ、あの……？」

「日下部さんも……全部わかった上で飲み込んで、彼のそばにいる、ってこと？」

「……？」

「彼に本命の彼女がいて。それでも彼のそばにいたかったってこと？」

　社長のわけのわからない質問に、とりあえず頷けば、今度こそ社長の眉間に深いシワが寄った。

　でも……陽に彼女がいてもいなくても、家族なんだから、そばにいるのは当たり前だよね？

「はぁ……なんだよ。それならもう、一切、俺が負い目を感じる必要ないじゃん」

「負い目？」

「日下部さんには悪いけど、色んな意味で、逆にスッキリした。だから日下部さんは、あんなに自分に自信が持てずにいたんだってことも……繋がった気がする」

「あ、あの」

「それと……余計に、奪いたくなった」

「え？」

「もう彼のことは正直どうでもいい。なんか、考えると腹が立つだけだし考えたくもない」

「……？」

「今は、とにかく……あいつには、任せておけない。っていうか、今すぐさらってやりたいくらい」

「さらって……って」

「言っとくけど、日下部さんにも目を覚ませって言いたいね」

「……っ!?」

　言葉と同時に、トンと押された身体。背中に感じるのは社長室の重厚な扉の冷たさで、覆い被さる影から逃げる間もなく顔を上げれば、男の人の顔をした社長と目が合った。

「もっと、自分を大切にしろよ」

「下條、さん……？」

「……悪いけど、もう俺は、遠慮しない」

「え」

「日下部さん相手に……手加減するのも、やめた」

「……っ!?」

　それだけ言うと、本当に突然、強引に重ねられた唇。予想外の熱からなんとか逃げようと社長の身体を押し返せば、あっさりと手首を捕まえられて、そのまま扉へと縫いつけられた。

　な、なに……!?　どうして突然、こんなこと……っ。

「……っ」

　パニックになりながらも、酸素を求めるように一瞬唇を開けば、その隙を逃すまいと割り入れられた下條社長の舌に、今度こそ抵抗する力もすべて奪われた。

「しも、じょ……さ……っ」

「……シャツなんか、シワになってもいいから。苦しいなら、俺に爪痕を残すくらい必死に掴んでろ」

「……っ！」

「っていうか、俺もその身体に爪痕を残すつもりでやってるから、お互い様だ」

「ん……っ」

　そう言うと、何度も、何度も。角度を変えながら、私を弄ぶように唇を重ねる社長に、気付けば私も無我夢中でしがみついていた。

　交わされる熱は一方的かつ乱暴だったはずなのに、いつの間にか……優しく、甘いものに変わっていって。どちらのものかもわからない吐息が口端から漏れた頃には、私は彼の背中に腕を回して、ねだるようにシャツを握り締めていた。

「……ん」

　――それから、どれくらい唇を重ねていたかはわからない。余韻を惜しむように、どちらともなく離された唇に寂しさを感じて下條社長を見上げれば、チュッとついばむようなキスを落とされ、それを合図に今度こそ唇が離れていった。

「……そんな顔されると、今すぐここで全部、奪いたくなるな」

「あ、あの……」

「っていうか、もう俺には引く理由がなくなったから。申し訳ないけど……今は、かなり上機嫌」

「……っ！」

「〝いただきます〟を言い忘れて今さらだけど、ごちそう様」

　ニッコリと言葉通り満足そうに笑った彼は、今度は楽しそうに私の額に口づけた。

　な、な、なに、これ……。

　っていうか私も、流されるがまま流されて、とんでもないことを社長としてしまった……。

「それじゃあ、スーパー寄ってから帰ろう」

「え!?」

「だって今日、予定ないんだろ？　だから、今日は俺の家で契約通り、手料理作って食べさせてよ」

　そう言うと、さっさと私から離れた下條社長。

「け、契約通り、って……」

　そんなの、私は了承していないはずですが……。なんて言う余裕もなく、茹でダコのように真っ赤になったまま、ひとりでその場から動けずに呆然としていた。

　すると、いつの間に帰り支度を済ませたのか……。仕立てのいいスーツのジャケットを羽織り、私が届けに来たファイルと鞄を手に持った社長は、デスクの上に置いてあったキーを取り、私に向かって微笑んだ。

「リクエストは、ハンバーグで」

「ハ、ハンバーグ？」

「味はお任せするけど、付け合わせは目玉焼き。あ、ちなみに嫌いな食べ物はピーマン」

　まるで、子供ですね、下條社長……なんて。

　いまだ呆然としながらも頭の中で冷静にツッコミを入れれば、突然彼に手を掴まれた。再び触れ合った熱にドキリとしながらも慌てて手の中を見てみれば、そこには車のキーらしきものが、しっかりと握らされていた。

「地下駐車場で先に待ってるから、十分後、俺の車まで来て。なるべく、人に見つからないようにしてもらえるとありがたい。まぁ、バレたらバレたで、俺がなんとかするけど。でも、こういうのもスリルがあって、関係を盛り上げる一種のスパイスになりそうだろ？」

「え、え!?」

「ちなみにそれ、車だけじゃなくて俺の家の鍵もついてるから、持ち逃げされると俺は家にも入れなくなるってことは頭に入れておいて」

「あ、あの、下條さん……!?」

「社長室の鍵はオートロックで閉まるから、忘れ物のないように出てくること。それじゃあ、また後で」

「っ！」

　すがるように伸ばした手。けれど、それをヒラリとかわした社長は言うだけ言って、さっさと社長室を出ていってしまった。

　う、嘘でしょ……!?

　残された私はひとり、手の中で存在を主張するキーを見て、ゴクリと喉を鳴らした。

　……本当に、私はいったいどこに向かってるんだろう。

　そう思いながらも、私は社長に言われた通り、きっちり十分後に社長室を出ると、社長が待つ地下駐車場へと早足に向かっていった。










いい香りも、素敵なスパイス




『こうしてると、まるで新婚夫婦みたいだね』

　遠い昔に、そんなセリフを聞いたことがあると思ったら、それはよくある恋愛ドラマの中の出来事だった。

　三年ほど付き合っていた元カレとは、学生時代はお互いが実家暮らしだったこともあり、手料理を振る舞うような場面がなかった。社会人になり、それぞれがひとり暮らしを始めてからも、スーパーへの買い出しは私ひとりで行っていた。

　仕事帰りにスーパーに寄って、食材を買って、渡されていた合鍵で部屋に入って、料理を作って彼の帰りを待つ。

　そんなありがちな付き合いの中、彼が仕事終わりで帰ってきて、必ず言っていたセリフがあった。

『なんか、実家と同じ匂いがして落ち着く』

　お味噌汁と、炊いたばかりの白いご飯。それが好物だと言っていた彼は、その頃から私を自分のお母さんのように思っていたんだろう。

「味噌汁もいいけど、それは楽しみとしてとっておく。だって今日は、メインがハンバーグだから」

　――帰り道。夜遅くまでやっているスーパーに寄り、ふたりで並んで食材を買って戻った車内で、下條社長は終始ご機嫌な様子だった。

　初めは戸惑いと混乱しかなかった私も、だんだんと社長のペースに乗せられて。いつの間にか考えることも馬鹿らしくなってきて、気がつけば今の状況を楽しむまでになっていた。

　どっさりと買った食材を頭の中で並べて、ハンバーグをメインにしたら他はなにを作ろうかと考えてみる。それにしても……。

「……調味料、ホントになにもないんですか？」

　大量の食材と一緒に買ったのは、お酒と一般的な調味料。味噌、砂糖に塩、醤油。ケチャップにソースにマヨネーズ、ついでにコンソメ、お酢、みりん、料理酒、中華だし……。

「前に言ったろ？　俺、家では一切料理しないから」

　それにしても、砂糖と塩……おまけで醤油くらいは置いてあるのが、日本人としての常識じゃない？

　けれど、私の不安をよそに、社長にとってはそれが〝普通〟らしかった。

　コンビニや、お弁当屋さんで買ったお弁当は、ちゃんと調味料がついているから、それを使えば困らないとのこと。言われてみればそうかもしれないけど……。

　スーパーで『そういえば、調味料もないから買ったほうがいい』と言い出した社長を前に、一気に胸に不安がよぎって……。思わず『調理器具はあるんですか？』と聞いてしまった私。

　そんな私の質問に『フライパンと鍋がふたつずつと、オーブンレンジ、あとコーヒーマシンがあるよ。あ、炊飯器も使ったことないけど一応ある』と、なぜか自慢げに答えた社長を前に、あらかじめ確認しておいてよかったと、心の中で呆れた。

　そもそも、炊飯器はあっても使ったことがないってどういうことなの。白いご飯は、日本人の基本でしょう。

　挙句、料理をしないのに、どうしてフライパンと鍋があるのかと聞けば、たまにレトルトを買うから温めるためだと、やっぱりどこか自慢げに話していた社長。だけど、なぜそれがふたつずつなのかといえば、買ったのを忘れて、また揃えてしまったんだとか。

　それ……一度目を買ってから、二度目を買うまで、一度目のソレを忘れるくらい使ってなかったってことですよね？　呆れる……というか、それを聞いた瞬間、本当に料理をすることには一切関心がない人なのだと悟った。

　なんていうか……よく言えば、見本みたいな仕事人間。

　だけど、呆れたのはそれだけじゃない。

　レジに並ぶ直前、思い出したように『包丁と……お玉とフライ返しと、菜箸はありますよね？』と聞けば、全部ないと言われてめまいで倒れそうになった。

　慌ててスーパーの隅にコーナーの置かれた調理器具売り場へ走れば、『スーパーに調理器具が売ってるのか。しかも、こんなにたくさん』なんて感心したように言う社長に、ついに料理に関しての常識を求めることを諦めた私。

　……改めて、こういうところを見ると、やっぱり社長である前に御曹司でもあるんだなぁと思ってしまう。会社では、そんな顔は一切見せないけれど、そもそも社長は、我が社を作り上げた会長のご子息なわけで。

　それなのに外食を除けば、ご飯はコンビニ弁当やレトルトを食べたりと、変に一般人的な面も持ち合わせていたりする。食生活の部分だけを切り取ると、社長はとてもアンバランスな人に思えて仕方がなかった。

「着いたよ」

　……欲を言えばコチュジャンに豆板醤、ウスターソースあたりも欲しかったな。

　ぼんやりと、そんなことを考えているうちに高層マンションに連れていかれ、エレベーターに乗り込んだ私は、みるみる上層階に上がっていく箱の中で外の景色を眺めていた。ガラス張りのエレベーター内から見える景色は、まるでたくさんの宝石が散りばめられた絨毯のよう。

　しばらくして軽快な音と共に止まったエレベーターは四十一階を指していた。もうなにも驚くまいと覚悟を決めた私が、両手いっぱいに荷物を持った社長の後ろをついていくと、ある一室の前で足が止まった。

「悪いんだけど、開けてくれる？」

　逃亡防止のためか、あらかじめ鍵を持つように言われていたので、促されるまま鍵穴にキーを差し込んだ。上品な音と共にキーが回って、両手の塞がっている社長の代わりに扉を開けば、社長室で抱きしめられた時に感じたシトラスの香りが、私の鼻び孔こうをくすぐった。

　……当たり前かもしれないけど、部屋の中も、社長の香りがする。

「入って」と促されるまま部屋の中に足を踏み入れると、まるで社長に抱きしめられているかのような錯覚に陥って、今度こそめまいで倒れそうになった。

　２ＬＤＫほどの広さの部屋は、無駄なものは一切なく、シンプルモダンにまとめられている。

　二十畳以上はありそうなリビングダイニングは部屋の中なのに開放感があって、対面式のカウンターキッチンと繋がっていた。

　ダイニングには六人掛けのテーブル。リビングの壁掛けの大きなテレビの前には、趣のある木目が印象的なローテーブルとチャコールグレーの大きなソファが置かれていた。目の保養程度の観葉植物はあるけれど、その他に目立った家具は見つけられない。本当に、必要最低限。

　あまり生活感の感じられない部屋に、社長の生活の一部を見たような気がした。

「……当たり前にエプロンとかもないんだけど。その格好のままで料理を作らせるのは失礼？」

　部屋の中をぐるりと見渡した後、社長がキッチンに置いたスーパーの袋の中身を、無駄に大きな冷蔵庫の中へと詰めていたら、そんな質問をされた。

「キレイな格好のままで料理をして、服が汚れたら困るかなと思ったんだけど……」

　眉を八の字に下げ、困ったようにそんなことを尋ねる社長。

　純粋に、その言葉の通り、服に匂いがついたり汚れたりすることを気にしてくれてるんだなぁとは思ったけれど、それをとても不安そうに聞く社長がやっぱりかわいくて、思わず声を漏らして笑ってしまった。

「ふふっ」

「やっぱり、エプロンも買うべきだったよな？」

「いえ、大丈夫ですよ、ありがとうございます。私も家ではいちいちエプロンなんてつけないですし、面倒くさいと仕事終わりの格好のまま料理することだってありますから気にしないでください」

「それなら、いいけど……」

「ご飯の準備ができたら呼びますから、下條さんは先にお風呂に入るなり着替えるなりして、くつろいでいてください。なにかわからないことがあれば、声をかけさせてもらいますね」

　言いながら微笑めば、なぜか驚いた顔をして固まってしまった下條社長。

　それに思わず首をかしげれば、突然ハッと我に返った社長は顔を赤く染めると、あからさまに私から目を逸らした。

「下條さん？」

「……なんか、今の、ヤバイ」

「へ？」

「ちょっと……理性が、ぶっ飛びそうになった」

「え？」

「なんか色々想像できて……なにより、本当に新婚みたいで」

「し、新婚って」

「っていうか……ベッド、連れていきたくなった」

「……っ!?」

「今すぐ。超特急で」

　社長のそのあけすけな物言いに、ボッと音が出るくらいの勢いで、私の身体が熱を持つ。

「いや……もちろん、今は我慢するけど。だって、それは手料理を食べた後のほうが美味しく感じるだろうし……」

　な、な、な……なにを言い出すかと思えば……！　そんな生々しいことを、突然やめてください……！

「……とりあえず、このままだとヤバそうだから、一旦お風呂入って頭冷やしてくる」

「そっ、そうしてください……！　ごゆっくり……！」

「……ああ」

　耳を赤く染めたまま立ち去る社長を尻目に、負けないくらいに真っ赤であろう自分の頬に手を当てれば、今さらながらに今の状況を思い知らされた。

　金曜日の夜。明日と明後日は、お休み。今、私がいるのは……下條社長の、部屋なわけで。

　その状況で、ご飯を作って食べてお酒を飲んで、その後がどうなるかなんて……そんなの誰に言われなくても、わかりきっている。

　いい大人のふたりが……キスまで済ませているふたりが。たとえ付き合うとか付き合わないとか、そういう関係の間柄ではなかったとしても、普通に考えたら、今の状況でなにもないと思うほうがおかしいし、『ただご飯を作りに来ただけなんです』なんて、純粋ぶった言い訳が通用するとも思ってない。

　でも、だけど……！　本当に、私にはそんなつもりもないし、そんなことになるなんて思ってもいなくて……！

　なんて、ここまでついてきていながら、今さらなにをもったいぶっているんだという話だ。

　だって私は、本当になにも期待していなかった？　そんなつもりはないなんて、胸を張って言える？

　スーパーで社長と食材選びをしながら、『今日の夕飯はなににしようか』と話している時も。

　お酒を飲もうかなんて言う社長に、『おつまみは作りますよ』と軽快に返事を返した時も。

　社長の家まで向かう車内で、外の景色を眺めていた時も。

　私は本当に、社長と――あの、社長室でのキスの続きはするつもりはないと、本気で思ってた？

「……はぁ」

　ああ……もう、やめよう。もう、考えるのはやめようと決めたんだ。

　赤くなった頬に手を当て睫まつ毛げを伏せれば、バランスを崩した買い物袋が足元でカサリと音を立てた。

　だって、考えるだけなら社長室でも車の中でも散々考えてみたけれど、答えなんて見つからなくて。社長への恋心を認めてしまった今、どんな言い訳も、ただの言い逃れにすぎなかった。

　だって、誰が見たって今のこの状況は、私からしてみれば棚からぼたもちに違いない。

　……たとえこれが、社長の一時の気まぐれでも。たった一度の、過ちだったとしても。ずっと憧れていた社長のそばにいられるのなら……割り切ってでも、ただの一度、甘い夢を見てみたい……。

　そんな浅はかであざとい自分がいるのは明確で、どんな言い訳をしようが、この後に起きることに責任があるのは私も同じだ。

「……そうだよ、だから私は」

　今はただ……いつも忙しい下條社長に、久しぶりにゆっくりと、ご飯を食べてもらいたい。しっかりと栄養のあるものを食べて、いつも後回しにしている自分の身体を少しでも労ってほしい。今はただ、それだけを考えよう。

「……よしっ」

　改めて気合を入れ直し、キッチンの前で食材とにらめっこ。

　空っぽだった冷蔵庫は今、食材の宝庫と言っていいほど一通りのものが揃っている。対面式のシステムキッチンは、私のひとり暮らしをしている部屋の軽く三倍は広いし、とてもキレイで機能的。こんなにも整った環境を与えられて、腕が鳴らないほど、私は伊だ達てに毎日三食自炊してないんだから。

　こんな機会、もうないかもしれない。だからこそ、今日はたっぷり社長に栄養補給してもらわなきゃ！




「それは、なにを作ってるんだ？」

「……ひゃっ!?」

　結局、料理を始めてしまえば社長の家だということも忘れるくらいに没頭して、つい油断をしてしまっていた。

　宣言通り、お風呂に入ってきた社長は、薄手のロングＴシャツにグレーのスウェットという姿で再登場した。その、普段会社では絶対に見られないラフな格好に、思わず言葉も忘れて釘付けになってしまう。

「すごい、いい匂いする」

　ち、違う意味でいい匂いがするのは、社長のほうですから……！

　思わず心の中でツッコミを入れる私とは対照的に、柔らかに微笑む社長は完全に無防備だった。

　薄着な分、やけにハッキリと見える身体のラインとか。Ｖネックの首元から覗く、キレイな鎖骨とか。いつもはしっかりとセットされた髪が、半分濡れて下ろされていて幼く見えるはずなのに――なぜか、強烈に色っぽいことだとか……。

　余計なところまで気になって仕方がない。

「なにか手伝おうか？」とキッチンに社長が入ってきた瞬間、再び、上品なシャンプーの香りが鼻をかすめて、慌てて「大丈夫なので、座っててください！」と、その身体を押し返した。

　……私、完全に変態みたいじゃない？

　そんな葛かっ藤とうと戦いながらも一時間ほどで作った料理をテーブルに並べると、匂いと音につられて再びキッチンにやってきた社長が瞳を輝かせながら私に尋ねた。

「これは、なに？」

　これはなに、って。見ての通りで、それ以上のものはなにもないんですが……。

「ハンバーグはデミグラスソースにして、ご希望通り、目玉焼きもつけました。半熟ですけど、大丈夫ですか？」

「大丈夫もなにも、大歓迎」

「それならよかったです。お疲れでお腹も空いてると思ったので、あまり手の込んだものは作れませんでしたけど……」

　チラリと、たった今、自分で並べたばかりの食卓を見てみる。

　時間のかかるものは作れなかったけど、栄養バランスや彩りは素人なりに考えたつもりだ。

「ハンバーグ以外にコーンポタージュスープとシーザーサラダ、ズッキーニの味噌チーズ焼き、ほうれん草の白和え……それと、冷やしトマトにみじん切りの玉ねぎのマリネを和えたものは、トマトに疲労回復効果があると言われているので、下條さんにはぜひ食べていただきたくて」

「…………」

「苦手な味付けでしたら、すみません。その時は残していただいて大丈夫ですし、下條さんはとにかく自分の身体を労ることだけ考えてくださ――っ!?」

　そこまで言いかけたところで突然、シャンプーの香りが鼻をかすめて、私は弾けるように視線を上げた。

「し、下條さん!?」

「……なんかもう、ホント、たまんない」

　な、なに!?

「はぁ……」と深く溜め息をついた下條社長は、私の身体を包み込むように後ろから抱きしめ、首筋に顔を埋めた。

　あまりの距離の近さと、お風呂上がりの社長の香りに、動揺を通り越してめまいさえ覚えるほど心臓が爆発しそうに高鳴る。

「見てたら、食べるのもったいなくなってきた」

「た、食べないほうが逆にもったいないので、食べてください……！」

「えー……。だって、食べたらそれで終わりだし。しばらく眺めてようかな……」

「そ、そんなことしてたら冷めて美味しくなくなっちゃうので！　今すぐ食べてください!!」

「えー」

　なに、その不服そうな返事は！

　まるで母親に叱られた子供のように返事をする下條社長を見て思う。

　本当に、時々、手のかかる子供みたいになる人だ。これは立石さんも実は苦労しているのかも……なんて。そんなことを思ったのが顔に出ていたんだと思う。

　子供みたいに駄々をこねていたはずの下條社長は、突然の暴挙に出たのだ。

「っ!?」

「……今、子供みたいだなとか思っただろ？」

　私の身体を解放する仕草を見せながら、叱られた報復のように私の耳を軽く甘噛みした下條社長。そのまま、いたずらな笑みを浮かべてダイニングテーブルの椅子に腰を下ろすと色気たっぷりに目を細めて私を見る。

「それじゃあ、いただきます。ほら日下部さんも、いつまでもそこに立ってないで、一緒に食べよう」

「……!!」

　叱られた子供だなんて、油断してたらとんでもない……！　本当に、悪い大人だ……！




「このハンバーグ、なんかフワフワしてる」

「ああ、はい。お豆腐を一緒にこねてタネを作ったので」

「ハンバーグに豆腐？　そうすると、こんなふうになるの？」

「はい。豆腐ハンバーグの時は、挽き肉よりも水切りした豆腐を多めに入れたりします。でも、下條さんはやっぱり男の人なので、食べごたえのあるほうがいいかと思って、お豆腐は気持ち程度にしました」

「へぇ。それにしても、豆腐入れるって考えたね」

「ふふっ。今では、結構よく知られた手法ですよ？　お豆腐は万能なんです。栄養価は高いし、お豆腐をお肉の代わりに使えば、ナゲットなんかもできます」

「ナゲットも？　それは一度、食べてみたいな」

　社長は私が作った料理の一つひとつに丁寧に感想をくれた上で、すべてに『美味しい』という言葉を添えて笑顔を見せた。疑問に思ったことも、逐一聞きながら。

　そんなふうに自分が作ったものに興味を持って、なおかつ『美味しい』と言いながら食べてくれるのが、たまらなく嬉しくて。こんなふうに男の人と向かい合い、笑顔を浮かべながら食事をするのは、何年ぶりだろうと考えた。

　ああ……そういえば、元カレは美味しいとはあまり言ってくれなかったなぁ。常に机の上に携帯を置いて、メールやゲームをしながら食事をする人だったから、食卓を囲んでいた時に会話もほとんどなかった。

　食べるだけ食べて、ごちそう様も言わず、後片付けまで全部私任せだったことを考えると、どこが好きで付き合っていたのか、五年前の私に聞きたくなる。

「……ごちそう様。どれも、全部美味しかった。今度は……和食も食べてみたいな」

　その言葉通り、すべての料理を残すことなく食べきった社長は、お箸を手元にキレイに戻してから唐突にそんなことを言った。

　まっすぐに私を見つめる社長のキレイな瞳。とても柔らかい笑みに、胸がトクンと甘く高鳴る。

「ハンバーグもコーンスープもサラダも、全部美味しかったし、また食べたい。しばらくは毎日出されても飽きずに食べられそうだけど、他のものも食べたいって欲が出た」

「それは……光栄ですけど、大袈裟です」

「大袈裟なんかじゃない。本当に、美味しかったよ。前にもらった日下部さんの手料理も全部、本当に美味しかった。今まで、こんなに愛情のこもった手料理を食べたことがなかったから……本当に」

　言いながら、少しだけ寂しげに笑った社長を前に、小さな疑問が頭をよぎる。

　愛情のこもった手料理を食べたことがない、なんて。社長が今まで付き合ってきた相手の女性が、あまり料理をしない人たちだったのかな。

　でも……なんだか、それだけではない気がする。だって、もしそうだとしても、社長の……お母さんは？

　私にとっては、今まで食べてきたもので一番愛情のこもった料理は、間違いなく実家の母が作ってくれた手料理だ。それは、今でも。実家に帰ると当たり前のように並べられる料理の数々には、いつだって母の愛がこもっている。

「あ、の……」

「うん？」

「下條さんは、その……」

　聞いても、いいんだろうか。だけどなんとなく、聞くのは不躾な気がして、つい言いかけて言葉を止めれば、それだけで私の言いたいことを悟ったらしい彼が、再び柔らかな笑みを浮かべて私を見た。

「俺の親父が昔から忙しい人だったのは、なんとなく想像がつく？」

　言われて思い浮かべたのは、下條社長のお父さん……下條会長のこと。今の会社を一代で築いた、とても立派な方だ。

「そんな親父だけじゃなくて……実は、俺の母親も自分の会社を経営しててさ」

「えっ!?」

「まぁ、言うほど大きい会社じゃないよ。通信販売をメインにした化粧品メーカーなんだけど、一部の流行に敏感な人たちには、そこそこ名は知れてる程度の」

　ケロッとしながら、そんなことを言う社長。だけど、続けて出た社名に、「そこそこどころじゃないですよ!!」と、思わず声を張り上げた。

　社長のお母さんが経営しているという化粧品会社は、三十代からの大人の女性をターゲットにした上質なオーガニックコスメを手がけている。品質や使い心地にこだわり、多くの芸能人も愛用していることで有名なブランドだ。

　私も、その化粧落としを使っている。妹の蘭もそうだ。基本的に値段が少し高めだから、私みたいなＯＬが常用品として使えるのはそれくらいなんだけど……。

「まぁ、そんなわけで。昔から、父も母も忙しいばかりの人たちでさ。俺が小さい頃から家のことは、すべて家政婦さんがやってくれていたし、食事に関しては専属のシェフ的な人が数人いて……いわゆるプロが作ったものを食べてきたんだ」

　……まるで、自分とは別世界だと思った。

　だけど、それと同時に、社長の食に対する意識がアンバランスだと思った理由。それは……社長の生い立ちにあるのだと改めて思い知らされる。

「家を出てからは、当たり前だけどプロの作るものには頼れないし。なにより、今後の人生を考えたら、自分にはもっと一般常識というか、世の中の当たり前を知る必要があると思って、高級な食事には手を出さないようにしてたんだ」

　だからといって、たどり着いたのがコンビニ弁当とは……。まぁでも、ひとり暮らしをしている一般男性には、確かにそれが当たり前なのかもしれない。

「こんなことを日下部さんに言うのは変だけど……今まで付き合ってきた女性は、どちらかというと俺とは高級な店に行きたがることが多くて。だから、あえてそこを避ける俺にガッカリして離れていくっていうのがお決まりで、ここ数年は面倒くさくて、そんな関係とも縁がなかった」

　困ったように笑う社長は、本来ならそんなことを私に話すつもりもなかったんだと思う。むしろ、話したくなかったように見える。それでも……。

「自分でも、変に諦めていたんだろうな。もちろん、プロが作る料理に愛情がこもってないとも思わないけど、少なくとも……子供の頃の俺は、愛情を感じていなかったのは事実だ。だからこそ俺は、日下部さんの手料理を食べるまで……食事に対して、こんなにも貪どん欲よくになることも、執着することもなかった」

　今……社長は、私に思うところのすべてを包み隠さず伝えようとしてくれているんだ。

　だからこそ私は、社長のその誠意に応えるように、ただただ静かに、社長の言葉に耳を傾けた。

「食事だけじゃない。家を出て、ある程度一般の感覚を手に入れるのには時間がかかったし、正直苦労もした。親父は俺に会社を継がせるつもりで厳しくもあったけど……それでも自分は随分甘やかされていたんだって外に出て思い知った」

　会長のひとり息子であるからこそ、住んできた世界が違う分、価値観も違えば感覚だって違う。だけど下條社長はあえて自分から、外の世界を知ろう、感じたいと思って飛び込んだんだ。

　それがどれだけ大変なことなのか、私にはわからない。だけど社長には、今日まで計り知れないほどの苦労と重圧がその肩にのしかかっていたのだろうということだけはわかる。

「昔は、いつか親父のようになりたいと思ってた。でも……今は、あの親父を超えなきゃ俺にはなにも残らないと思ってる。大きすぎる背中が、今は正直プレッシャーだなんて、罰当たりだけど」

　苦笑いをこぼす社長を前に、私は少しも表情を緩めることができなかった。

　だって私なら、その重みに耐えられるだろうか。現実に、立ち向かうことができる？

　……ううん、そんなの、答えは決まってる。私だったらきっと、その重みに耐えられず、逃げ出してしまうに違いない。

「そういう意味でも、俺は会社に入社した時に営業部に配属されてよかったと思ってる。社会に揉まれて、自分の甘さを思い知ることができたし、なにより……守りたいものも明確になった」

「守りたいもの？」

「……そう。営業部にいる皆を含めて社員たちは、俺を特別扱いしないでくれた。一社員として、育つように環境を与えてくれた」

　言われて思い出すのは、営業部時代の下條社長のこと。確かにあの頃の下條社長は、なにに対しても〝ガムシャラ〟という言葉が似合っていた。

　今でこそ、スマートな仕事ぶりが様になっているけれど……あの頃は、お昼休みだとか終業時間だとか、そういうのを一切頭に入れずに仕事に没頭していたのを覚えている。

　だけど、そんな姿を社員たちは、いつも見ていたから。ひたむきに努力を重ねて仕事と向きあう〝下條修士〟という人間を見ていたからこそ、彼が社長に就任すると聞いた時には、誰もが喜び、祝福の言葉を述べたんだ。

「本当に、感謝してるんだ。今の自分がいるのは、あの頃の俺を支えてくれた皆のおかげだ。だからこそ俺は……そんな皆のためにも、今度はトップとして、もっとしっかりしなきゃと思うし、そんな皆が大切にしてるものを守りたいとも思う」

「下條さん……」

「……なんて、ちょっとかっこつけすぎだよな。まだまだ、こんな大それたことを堂々と言えるほどの人間にはなれてないのに」

　それだけ言うと、やっぱり困ったように笑った下條社長は、強気な言葉とは裏腹に……大きな不安も抱えているのだと改めて思い知った。

　それは、そうだ。社員全員の人生どころか、その家族の人生を背負っているのと同じなのだから。社長の采さい配はいや選択ひとつで、彼らの生活だけでなく家族の人生を、大きく変えてしまうほどの。

　ひとりで背負うには、到底耐えられないほどの重みとプレッシャーを常に抱えながら、社長はトップの椅子に座っている。

　それでも、こんなふうに……社員を大切に思ってくれるトップがいる企業は、この世界にどれだけあるだろう。下條社長は……本当に、責任感と優しさ、愛に溢れた人だ。改めて私は、そんな社長のもとで働けることを誇りに思う。――でも。

「……だったら」

「え？」

「もっと、下條さんは自分を労ってください」

「……！」

「特に……もっと、食事に気を使ってほしい」

「食事？」

「もちろん、忙しいのもわかってますし、料理にも向き不向きはありますから、毎日料理をしろとは言いません。だけど、しょっちゅう食事を抜いたり、ジャンクフードやコンビニ弁当ばかりでは身体によくないです」

　――それに。

「美味しいものは、それだけで人の心を豊かにします」

　下條社長の目をまっすぐに見ながらキッパリとそう告げれば、彼は驚いた様子で固まっていた。

　だけど、これだけはどうしても言いたかった。

　社長の持つ志や、責任感、抱えている重圧。そのすべてを推し量るのは、冴えない平凡ＯＬの私には不可能といってもいいだろう。きっと、私には一生わかり得ないものだと思うし、正直……理解したくても絶対にできないと思ってる。

　どんなに私が理解しようと思っても、社長と社員である私たちの立つ位置が違う以上、目線だって違う。それに、自分が社長の苦しみのすべてを背負います！なんて言えるほどの人間ではないことも、私自身、重々わかってるんだ。

　……でも、そんな私にも、わかることだってある。

　社長が目指しているところや、抱いている夢。そして、社員を大切にしてくれる心の尊さを支えるために、必要なこと。

「下條さん、言ってましたよね。新施設のコンセプトを私に話してくれた時、〝その人自身が心も身体も健康じゃないと、本当の意味での美味しいモノは作れない〟って」

「…………」

「あの時、下條さんは世の女性を対象に話していたけれど、それと同じだと思います。下條さんだって、心も身体も健康じゃないと美味しい〝モノ〟作りはできないんじゃないですか？」

　料理を作る時に作り手が笑顔を失っていたら、きっとそれは味気ないものになってしまうのと同じように。

　仕事中、心に余裕がなかったり、体調が悪かったりすれば、どんなにモチベーションが高くても、判断力が鈍って大きなミスをすることもあるだろう。

　料理に限らず仕事だって、作り手の心と身体が充実してこそ、最高のものができると思うから。

「自分以外の誰かを笑顔にする〝美味しいモノの作り方〟は、作り手の笑顔が味の決め手だと思います」

　誰かに、喜んでもらうモノ。誰かを、幸せにするモノ。それはきっと、そんなふうに生まれるものだから。

　だけど、そこまで言い終えたところで、ハッと我に返った私は、改めて社長をまっすぐに見据えた。

「…………」

　視線の先の社長は呆然としながら固まっていて、瞬きすらせず私を見つめている。そんな彼を前にしたら今さらながら、社長相手に偉そうなことを言ってしまった自分が恥ずかしくてたまらなくなった。

「す、すみません、私、偉そうなことを言ってしまって……！　こんなこと、言える立場じゃないのに……！」

　よくよく考えてみたら、私に言われなくても社長だって、そんなことくらいわかってるはずだ。それなのに、私ってばなにを出しゃばって……！

「あ、あの……私、お皿、片付けてきますね……！　下條さんは、ゆっくりしていてください！　今、買ってきたワインをご用意しますので――」

　だけど、慌てて席を立ち、テーブルの上のお皿を重ねてカウンターに上げ、それを追うようにキッチンのほうへ回り込もうとすれば――。

「……っ!?」

「ホント……日下部さんは、俺の救世主だね……」

　突然、下條社長に腕を掴まれて、そのまま、力強い腕の中に抱き留められた。

「しも、じょうさん……？」

「その、戸惑ってる顔も……俺には、たまらないんだけど」

　もうお風呂から出て随分と経つのに、熱い身体。頭を抱え込むように社長の胸に抱きしめられたら、高鳴る心臓の音がやけに大袈裟に私の鼓膜を揺らした。

　下條社長、どうしてこんなにドキドキしているの？

「きゅ、救世主って……どういう意味ですか？」

「うん？　……それは、こっちの話だから気にしないで」

　その胸の高鳴りを聞きながら、精一杯投げた質問の答えはごまかされてしまう。

　それにしても私が、救世主だなんて。まさか、そんなわけ、あるはずがないけれど……でも、もしも私が、下條社長の救世主になれるのなら――。社長の助けになれるのなら、これほど嬉しいことはない。

「あ、の……下條さん？」

「うん？」

「本当に、今さらなんですが……」

　言いながら、ゆっくりと社長の腕の中で顔を上げれば、甘い視線と笑みが落ちてきて、それだけで胸がキュンと高鳴った。

　……ああ、やっぱり、私はこの人が好きだ。下條社長のことが……彼のことが、一企業の社長としてだけでなく、ひとりの男の人として……好き。

「前に言ってた、下條さんのために、手料理を振る舞うというお話……もし、まだ有効でしたら、お受けします」

「え？」

「今の段階で、もし私になにかできることがあるとするのなら、下條さんの心と身体のために……少しでも、下條さんを癒やす料理を作ることかな、と思って」

「…………」

「もちろん、私は、あくまで素人の趣味程度の技術と知識しか持ち合わせてませんし、本当なら資格を持っている栄養士さんとかを雇ったほうがいいのかもしれません……。それでももし、下條さんが私の作ったものを食べたいと言ってくださるなら、私はそれに精一杯応えたいです。下條さんに、もっと美味しいものをたくさん食べてほしい」

「日下部さん……」

「だから、下條さんは安心して仕事に没頭してください。食事のことは、できる限りサポートするように努力します」

　そこまで言い終えて、ある言葉が私の頭の片隅をよぎった。

『杏って、彼女っていうより母親みたいな感じで、一緒にいても全然ドキドキしないんだよね』

　ああ、そうか。そういう、こと。

　――母親の手料理を食べたことがなく、料理を通して愛情を求めている下條社長。だとしたら、社長も……同じなのかもしれない。

　比べるのはあまりに失礼だけれど、根本的なところは同じで、私が必要とされる本当の理由は……。

　私に、母のような愛を求めているに違いない。

「――私の愛情でよければ、いくらでも召し上がってください」

　そこまで言って社長を見上げながら微笑めば、再び身体が強く抱きしめられた。

「……っ」

「……ほんと、たまんないな」

　沸騰したように、熱い身体。少しでも気を抜けば、のぼせてしまうような感覚を覚えながらも――なぜか心は、驚くほど冷静だった。

　……ううん。冷静なんかじゃ、ない。これは、冷静なんじゃなくて……。

　私の心が、深く傷ついているんだ。

　ああ、おかしいなぁ。

　元カレに面と向かって言われた時には、こんなにも悲しくならなかったのに。こんなにも、胸を切り裂かれたような痛みは感じなかったのに。

　それなのに、今は――どうしようもなく苦しくて、悲しくて、たまらない。

「……もう、俺のものにしてもいい？」

　溢れそうになる涙を、精一杯飲み込んで下條社長を見上げた。

「……んっ」

　そうすれば、それを合図に塞がれた唇。そのままリビングの壁に身体を押しつけられ、急かすように強引に深いキスへと誘われる。

「……杏」

「……っ」

　キスが途切れた瞬間。耳元で甘く囁かれた名前に、身体の芯から痺れてなにも考えられなくなってしまう。

　……だけど今は、そのほうが都合がいい。だってもう、余計なことはなにも考えたくないから。

「……あんまり、かわいい顔で煽あおらないでくれる？」

　言いながら、困ったように笑った社長は、ゆっくりと私の背中に指を這わせた。その焦じらすような誘惑に、思わず身をよじって顔を背ける。

「……逃がすわけないだろ？　っていうか、逃げられるとでも思ってる？」

「っ！」

　と、その瞬間。露あらわになった首筋に顔を埋めた社長は、つい先ほどまで私の唇を翻ほん弄ろうしていた舌で、さらに私を攻め立てた。

「っ、やっ、下條さ……っ」

　首筋に這う舌が、やけに艶めかしく感じて、身体を言いようのない快感が駆け抜ける。思わず彼の柔らかな髪に指を通せば、その快感はさらに私を追い詰めた。

「……もっと、って思ってるんだろ？」

「そんな、の……っ」

　違う、恥ずかしいと思うのに――。

　誘われた通りに、もっとしてほしいなんて思ってしまう。

　そんなふうに、彼の前で乱れ始めた自分の思考に気付いてしまえば、さらに身体は甘い熱を持つ一方だ。

「……なんでこんなに、身体、熱いの？」

「……っ」

「杏も、俺が欲しいなら……欲しいって言わなきゃわからない」

　そんなの、言わなくてもわかってるくせに。

　私を見て目を細め、妖よう艶えんに笑った下條社長を前に、羞恥心が溢れ出して涙が滲んだ。

　欲しい、下條社長のこと……下條さんのこと、もっと、私は。

「俺は、ずっと欲しかった……杏のこと」

　私は――あなたの、心が、欲しい。

「……っ！」

　渡された言葉を受け止める間もなく、自分の本当の気持ちに気付いてしまった瞬間、言いようのない虚きょ無む感かんに胸が覆われた。

　そうだよ、もし……もし今ここで、下條社長と身体を重ねて熱を共有したのなら、たとえ一時でも下條社長の身体は手に入るかもしれないけれど、それは本当にただの一時に過ぎなくて。

　私が欲しいのは……そうじゃない。私が本当に欲しいと思っているのは一時の快感でもなく、過ちに濡れた夜でもなくて、本当は――。

「っ！」

　そこまで考えたところで突然、部屋に響いた携帯電話の振動音。それに大きく身体を揺らした私は、思わず足元に転がっていた自分のバッグに視線を落とした。

　――蘭。

　チラリと見えた家族の名前に良心が咎められ、揺れていた思考が一気に現実へと引き戻される。

「……よそ見するなんて、随分、余裕だな？」

「……っ」

「このタイミングで、誰から電話がかかってきたかなんて……知りたくもない」

「や……っ、下條さん……っ」

「杏を他の奴になんて……絶対に、渡さない」

　それはまるで、一見すれば独占欲に満ちた愛の言葉に聞こえるけれど、所詮そんなのは都合のいい錯覚で。現実は、彼の胸に巣食う寂しさが、愛の種類をはき違えて、執しつ拗ように私を求めているだけだ。

「……もう、俺のものになれよ」

「ん……っ」

「誰にも……渡したくない」

　そんな下條社長の言葉に応えるように、足元で震えていた携帯電話が声を潜めた。

　けれど、再び訪れた静けさとは裏腹に、私の胸に押し寄せる自制心の波。

　本当に、このまま抱き合ってもいいの？　これは本当に、私が望んでいること？

　そう悩んでいるうちに、私のワンピースの背中のファスナーに、手が掛けられたのがわかった。

　一瞬、ヒヤリと背中を伝った指先。交差する、熱い吐息。細い糸のように繋がった、ふたりの理性。

「杏……ベッド、行こう」

　熱に浮かされたように下條社長が呟いたと同時に、堪えきれなかった涙の雫が頬を伝ってこぼれ落ちた。

「……杏？」

　その涙に気がついた社長が、心の底から困惑したような声を出す。

「……っ、ごめん、なさいっ」

　それに精一杯返事を返せば、抱きしめられていた手の力が緩められた。

「……ごめんなさいっ、でも、私は」

　彼の服を掴んでいた手を離して、自分の胸の前で強く握りしめる。

　当たり前って、なんだろう。普通って、なんだろう。

　……私は、下條社長とこのまま身体を重ねてしまうことは、ごく自然の流れだと思ってた。いい年をしたふたりなのだから、このまま抱き合うのは当たり前で普通のことだと思ってた。

　でも……社長の腕から解放された今、手の震えが……止まらない。

　どんなに、年を重ねても。どんなに、大人になったと思っても。愛のない――偽りのもとで好きな人と繋がるのは、とても苦しいことなのだと思い知らされた。

「馬鹿だと思います……っ、こんなっ」

　ああ、私って、本当に馬鹿だ。

　心の中でそんな言葉を反復すれば、思わず自嘲の笑みがこぼれそうになる。

　それでも私は……このまま、下條社長と身体を重ねることは、できない。

　社長と身体だけ繋がっても、そこに意味なんてないのに。

　キレイごとだと罵ののしられてもいい。もったいぶるなと嘲笑われてもいい。たとえ、馬鹿だと思われても私は――。

「ごめん、なさい……やっぱり私、できません……」

　できるなら、好きな人とは同じ気持ちで抱き合いたい。身体だけじゃなく、心も繋がっていたい。それは、どんなに年を重ねても。どんなに大人になっても変わらない――女の本能なのだと、今さらになって気がついた。

「……送ってく」

　思いもよらない言葉に顔を上げれば、私を見て切なげに微笑む社長と目が合った。

「杏の中に別の奴がいる以上……答えはわかってたんだ。でも……杏の言葉を聞いて、心のどこかで甘えが出た」

「え……？」

「そんな顔をさせたいわけじゃない。俺は……杏を泣かせたくないし、苦しませたくない」

「……っ」

「だから、杏の気持ちも考えずに強引に迫った俺が悪い。杏は、自分を責めずに、全部俺のせいにしろ」

「下條、さん……？」

「それくらい、かっこつけさせてもらったほうが俺としても救われる」

　言いながら、いたずらっぽい笑みを浮かべた社長を前に、自分勝手に痛む胸。

　同意の上だと思っていた相手に突然拒絶され、男としてのプライドを傷つけられたに違いないのに。それなのに社長は、すべてをなかったことにしてくれると言っている。その上、全部自分のせいだから……と。

「杏の気持ちも考えずに、本当に軽率だった。……ホントに、ごめん」

　そんなの、ここまでついてきた私にも責任があるはずなのに。

「下條さん……謝らないでください……」

　そう言って社長を見上げれば、困ったように笑う社長と再び目が合った。

「すみません、私……」

「もう、謝らなくていい。あのまま流されてたら……いつか後悔させてたかもしれないし、そんなふうに追い詰めたいわけじゃないから」

「でも……」

「そもそも俺は、そういうところも全部引っくるめて、日下部さんのことを欲しいと思ったんだ。だから、日下部さんが謝るようなことはひとつもない」

　――日下部さん。

　再び距離の離れた呼び方に、やっぱり自分勝手に胸が痛んで、そんな自分に心底嫌気が差した。

「はぁ……」と一度だけ大きく息を吐いた社長は、ゆっくりと私の背中に手を伸ばすと、中途半端に下がったファスナーをもとあった場所まで引き上げた。

　一瞬触れた指先と、優しく撫でられた髪。その手の温かさに、そっと社長を見上げれば、今度は柔らかな笑みが向けられる。

「まぁ……でも。これだけは覚えておいてほしいけど」

「え？」

「俺は、いつか、なにがなんでも手に入れる。その心も……身体も」

「っ！」

「だから、改めて覚悟しておけよ？」

　言葉と同時に落とされた、甘いキス。見上げれば、力強い瞳が私を見つめていた。

　その熱は、彼に家まで送ってもらった後もなお……しばらく、消えることはなかった。










付け合せは、なににする？




「えー、その人、馬鹿ですねぇ」

　週明けの月曜日。金曜日の下條社長との出来事を、〝私の友達が〟という体裁で小出ちゃんに話したところ、開口一番そう糾きゅう弾だんされた。

「で、でもさ？　好きだからこそ、身体だけ繋がるのは嫌っていう……私の友達の気持ちも、わからないでもない？」

　敢えて〝私の友達が〟の部分を強調するあたりが卑怯かなと思ったけれど、こんなことを後輩に相談できるほど強きょう靭じんな心臓も持ってない。

　だから、お願い、わかると言って。そうじゃないと私、今日一日、仕事を頑張れない。

「えー、まぁ言ってることはわからないでもないですけど……」

「だ、だよね！　だよね!?」

　小出ちゃんの返事に思わず目を輝かせれば、一瞬言葉を迷うように視線を彷徨さまよわせた彼女は、ついになにかを諦めたように私を見た。

「……でもその人、日下部さんと同い年なんですよね？　失礼を承知で言いますけど、そんな少女漫画の主人公みたいなこと言う年ですか？」

「う、うん……まぁ、それはそうだけど……」

「そもそも、その相手の人って、日下部さんのお友達には手の届かないような人なわけですよね？　少女漫画風に言えば、まさに白馬に乗った王子様、みたいな」

「は、白馬に乗った王子様……」

「そんな人と、金曜日の夜に彼の家でお膳立てされたような状況になって、直前で拒否とか……私だったら考えられない」

　言いながら、呆れたような溜め息をつく小出ちゃんに恐る恐る「……どうして？」と聞いてみた。すると、かわいそうな人を見る目で私を見た小出ちゃんに、今度こそ盛大な溜め息をつかれてしまう。

「私だったら……好きだからこそ、身体だけでも繋がりたいと思いますもん。それが叶わぬ恋の相手なら、なおさらです」

　最後にはとどめとばかりにキッパリと言い切られ、今度こそ私は、自分のデスクに撃沈した。




　＊　＊　＊




　寿退社の決まっている小出ちゃんと、そんな話をしてから早二カ月と少しが経った。つまり下條社長と夜の未遂事件が起きてからも二カ月。

「それにしても、寿退社前に新施設オープンを見届けられるからよかったです。気持ちよく退社できるって言ったら変ですけど、最後の仕事だと思うと、いつも以上に気合も入りますし、会社のターニングポイント的な場面にも立ち会えそうで嬉しい」

　そう言って笑うのは幸せ満開の小出ちゃんで、その言葉通り……会社では、この数カ月で大きな変化があった。

　夜の未遂事件の翌週、各部署の長から新施設についての正式な発表が行われた。

　ついにこの日が……と思いながら、以前下條社長が聞かせてくれた新しいコンセプトを、総務部長から改めて説明された時。あの夜の海で聞いた話が本当に現実のものになるのだと思ったら……なんだか無性にドキドキしたのを覚えている。

『俺たちは、誰かの夢みたいな幸せを実現するのが仕事なんだ』

　あの夜の海で、そう言って笑った下條社長の言葉が現実になる。それはまるで自分のことのように嬉しくて――同時に、なぜだか私が威張りたくなるくらい、誇らしくもあった。




「はぁ……それにしても、今日も、とんでもない見積書の量。オープンまでに見積書だけで、タワー作れるんじゃないかなぁ」

　その正式発表がされてからというもの、会社は新施設のオープンに向けて日増しに忙しくなっていった。

　新施設オープンは、正式発表から約五カ月後。今の時点で見れば、あと三カ月後だ。

　建物自体はすでに完成しているから、期間としては妥当だろう。

　それでも社内では慌ただしく社員たちが動き回り、特に営業部と企画部は、仕事に追われる日々が続いていた。

「ふふっ、ホントに、タワー作れるかもね？」

「ですよねー！　でもまぁ、これだけ忙しいのもありがたいことだし、最後にいい仕事ができるのは、すごく嬉しいですけど！」

「確かに、最後の最後に大きな仕事ができるのは嬉しいね。それに、今、小出ちゃんに抜けられちゃったら本当に困る。新施設オープンまで、小出ちゃんがいてくれてよかったって思うもの」

「ええー、日下部さんは大袈裟ですよ！　そもそも……私、この会社が好きだし。結婚するからって仕事に手は抜きたくないので、最後まで精一杯頑張ります！」

「うん。結婚式の準備もあって大変かもしれないけどフォローはするし、最後まで一緒に頑張ろうね」

　言いながら笑顔を見せれば、「泣かせないでください」と、小出ちゃんが瞳を潤ませた。そんな小出ちゃんを前に、私まで涙ぐみそうになり、慌ててパソコンへと視線を滑らせる。

　だけど……今、小出ちゃんに向けた言葉は少しも大袈裟なんかじゃなくて。本当に、小出ちゃんの寿退社が新施設のオープン後でよかったと思う。今小出ちゃんに抜けられたら、総務部的には大打撃だ。

　新施設オープンの発表が社内でされてからというもの、営業部は宣伝活動やスポンサー回り、下請け会社との打ち合わせや、その他諸々の仕事に追われていた。

　そんな営業部の補佐的役割を担っている私たち総務部も当然のごとく、いつもの倍以上の仕事をこなし、手いっぱいな状況だった。

　だけど、その中でも特に忙しいのは、企画部だ。企画部は広報関連だけでなく、新施設で展開する飲食部門の打ち合わせやメニューの作成を夜遅くまでしているとか。

　企画部の現状は営業部を通してしか聞けずにいるから、具体的にどう忙しいか説明しろと言われても、それは難しいけど。

　なぜ……企画部が忙しいことだけハッキリとわかるのかといえば、それは私が今、社長の〝御用聞き係〟になっているからだ。

「それじゃあ……今日も、下條社長のところに御用聞きに行ってきます」

「いつも、ご苦労様ですー」

　言いながら、席を立って向かうのは、下條社長の待つ社長室。あらかじめ営業部から任されたいくつかの資料を手に持ち、それと同時にさりげなく保冷バッグを冷蔵庫から取り出すと、私は堂々とフロアを後にした。




「……失礼します、日下部です」

　お昼休み直前。いつも通りに社長室の扉をノックすると、中から蚊の鳴くような返事が返ってくる。それに苦笑いをこぼしつつ社長室の扉を開けると、今日も大量の資料と共にソファに寝転んでいる社長の姿が目に飛び込んだ。

「下條さん……大丈夫ですか？」

「……んー、大丈夫」

　机の上に、乱雑に散らばった資料や本。そのひとつを手に持ち、眉間にシワを寄せている社長は、ここ最近寝ていないのか、決して大丈夫そうには見えない。

　社長室から一歩外に出れば、いつも通りの姿なんだけど……ここでは、それを隠すことさえ忘れてしまうほどに疲れているらしい。

「お忙しいところ……とても申し上げ難いんですが。営業部のほうから、こちらの書類にも今日中に目を通していただきたいとのことでした。あと……私のほうからは、こちらの保冷バッグの中身のことだけ、一応説明させてください」

「んー……」

　ああ、これは、入ってきたのが私ではなく立石さんだと思っているパターンだ。仕事の世界に入り込みすぎて、周りの雑音さえ聞こえていないレベル。

　最近の社長は決まって、こんなふうに自分の世界に閉じこもってなにかを考え込んでいる。そんな様子の社長を前に、一瞬、話すことをためらったけれど……ただでさえ多忙な社長に無駄な時間を取らせるわけにもいかない。

　私はいつも通り、資料はローテーブルの上に、保冷バッグは社長デスクの上に置いて、淡々と言葉を紡いだ。

「今週は、少しでもスタミナがつくようにと思って、お肉料理を多めにしました。牛肉とニンニクの芽炒め、豚の角煮、ささみと大葉のチーズチキンロール」

「んー」

「白身魚の南蛮漬けとロール白菜に、ひじきの煮物……それと、冷凍卵黄漬けです」

「……冷凍卵黄漬け？」

　そこでようやく資料の山から顔を上げた社長が、怪訝そうに私を見た。

　それに思わず苦笑いを返せば、社長は「日下部さん!?」と驚いた様子で目を見開き、慌てて乱れたスーツを直してから、改めて私に向き直る。

「いや、話を聞いてなかったわけじゃない……！　ただ少し、こっちの仕事に集中してて」

　その仕草と言葉に、思わずクスリと笑みが溢れる。

　慌てる社長とは裏腹に、仕事に没頭する姿を見ると〝営業部時代の下條さん〟を思い出して……私はなんだか、とても懐かしい気持ちになった。

「そもそも……いつからいたの。っていうか、いたならいたで、声をかけてくれたらいいのに」

「失礼しますと声をかけてノックをしてから、入ってきましたよ？　でも、資料に釘付けでしたので、極力邪魔にならないように……と、思ったんですが、保冷バッグの中身の話は毎回持ってきた時にするように、下條さんから言われていたので、表面上だけでもお話ししておこうかと」

「……邪魔だなんて思うわけないだろ？　と、いうか。えぇと……今日も、ありがとう。いつも助かるよ、日下部さん」

「いえ……私は、今は、〝社長の御用聞き〟ですから」

　言いながら、再びクスリと笑うと、社長もようやく柔らかな笑顔を見せた。

　社長の御用聞き。

　それはまるで、小学生の委員会に似たような響きだけれど、新施設オープンの正式発表と共に総務部長を通して私に渡された、業務命令だった。

『下條社長と営業部の間で必要事項の確認漏れがないように、定期的に〝御用聞き〟として日下部さんをよこすように、秘書の立石くんから言われてね。日下部さんも通常業務諸々で忙しいとは思うが、引き受けてくれるかな？』

　総務部長は、本当に私の抱える仕事が増えてしまうことを心配して、困ったようにそう言った。

　だけど私は、立石さんからの、その〝業務命令〟が、下條社長によるものだと、すぐに気がついて。少しも迷うことなく、その仕事を引き受けた。

『そう言ってもらえると助かるよ。いつも本当に、日下部さんには無理ばかりで申し訳ない』

　言葉通り、本当に申し訳なさそうに眉を下げた総務部長を前に、ほんの少しだけ罪悪感を抱いてしまった。

　だって多分……この〝御用聞き〟には、別の仕事も含まれているであろうことを、私は察していたから。

　実際、御用聞きとしてすることといえば一日一回、営業部が作った資料やファイルを社長に届けること。そして、その逆も然り、社長から渡された書類を、営業部長と総務部長に届けることが主だった。

　傍から見れば、ただの雑用を押しつけられたと思うだろう。けれど実際は、社長による、完全なる公私の混同だ。

『……こんなの、いいんですか本当に？』

　業務命令が下されてからすぐに社長室に呼ばれた私が、社長にそう尋ねれば。

『日下部さんは、そういうところは察しがよくて助かるよ』

　そう言って、柔らかな笑みを浮かべた社長。

『それは……このタイミングで、総務部の私が御用聞きなんて仕事を頼まれたことに、違和感を感じたので……』

『別に、本当にお願いしたい仕事があって、それを総務部で一番信頼も厚くて、仕事も確実な日下部さんに頼んだだけだから、なんの違和感もない。実際、社内で違和感を抱いてる人間はいないだろ？』

　そうシレッと言われて小さな罪悪感は吹き飛んだ。そして、それを境に〝社長に手料理を作る〟という仕事も、とてもスムーズに行えるようになったのだ。

　……と、いうか。この業務命令はそもそも、そっちがメインであろうことはなんとなく察しがついていた。私が、社長に料理を渡すために頻繁に社長室を訪れることを、他の社員に疑われないよう、堂々と偽装するためだったのだろう。

　社長のその意図に気付いたからこそ私は、迷うことなくふたつ返事でこの仕事を引き受けた。

　もちろん、それがなくても御用聞きとして指名されたら、大切な仕事を任されたのだと引き受けていたとは思う。

　ただ、私の知る限りでは、下條社長はそんなふうに公私混同に走る人ではなかったから……。なんとなく、そこまでして私の手料理を食べたいのかな……なんて思ったら、それは惚れた弱みで胸がキュンとしてしまったのは、ここだけの話。

　……まぁ実際、御用聞きの仕事は本当に毎日必要で、営業部でも私が資料を届けてくれるから手間が省けて助かると言ってくれているし。私としても、他の社員さんに疑われずに社長室に堂々と来られるし、まさに一石二鳥と言える。

「それで？　冷凍卵黄漬けって？」

　社長のひと言で慌てて視線を戻せば、いつの間にかローテーブルの上の資料をキレイに片付け終えた社長が、不思議そうにこちらを見ていた。

　そう、そうだよ。冷凍卵黄漬け。今は、その話をしてたんだった。

「え、と。生卵を冷凍して白身と黄身を分けたら、黄身だけを醤油とみりんに漬けるんです」

「生卵を冷凍？　それは……初耳だな」

「今、結構流行ってるんですよ。でも漬けすぎてもダメなので、一応、朝一で漬けてタッパーに入れてきました。下條さんさえよければ、今日のお昼ごはんのお供に……と思って」

「お昼ごはんの？」

「……はい。余計なお世話かとも思ったんですが、今日は、お弁当も作ってきました」

「お弁当!?」

「ホカホカの白いご飯の上に冷凍卵黄漬けを乗せて食べると、ちょっと違う感じの卵かけご飯になって、とっても美味しいですよ。卵は、疲労回復にも効果があると言いますし、今の下條さんにはピッタリかなって」

　言いながら、保冷バッグの中から〝曲げわっぱ〟のお弁当箱を取り出せば、わかりやすく社長の目が輝いた。

「……俺、手作りの弁当とか、初めて」

　キラキラと星が飛ぶような目を向けられて、逆にいたたまれなくなってしまう。

　だって、お弁当の中身は、そんな大袈裟なものではなくて、ごく一般的なお弁当のおかずばかり。あんまり期待されると……出し難くなるんだけどなぁ。

　心の中でひとりごちながら改めて社長を見ると、社長の視線は相変わらずまっすぐに、私の手の中のお弁当に注がれていた。

「給湯室で温めてからお持ちしますね。下條さんは気にせず、お仕事なさっていてください」

　そう言うと、お弁当を手に持ったまま社長室を出て、少し離れた場所にある給湯室へと向かった。

「……ふぅ」

　そうして、給湯室で小さく息を吐いた私は、レンジ対応の曲げわっぱのお弁当を温めている最中、ここ二カ月のことを思い出していた。

　――結局、社長は相変わらず、お昼を食べる時間がとれないくらい忙しくて。社長室に来ると、今日のように眉間にシワを寄せながら大量の資料や書類と睨み合い、考え込んでいるというのが日常だった。

　私が料理を渡せば、とても嬉しそうにしてくれるし、毎回タッパーの中身はキレイに空っぽにして返してくれるけど……。それでも秘書兼運転手の立石さん曰く、最近ではもっぱら、行き帰りの車内では寝ていることが多いらしい。そのせいで、金曜日の自家用車での出社も、新施設オープンまでは立石さんにやめるように説得され、今は毎日立石さんの運転で移動している。

　その話を聞いた時……正直、心の底からホッとした。

　だって疲れている上に寝不足で運転なんて、それも一番疲れの溜まっているであろう金曜日に。そんなの誰が聞いても反対するに決まってる。社長はいまだに自分の車で出社したがってるらしいけど……。

　再び小さく、ふぅと息を吐けば、チンという軽やかな音が誰もいない給湯室に響き渡った。

　私は備え付けのティーバッグの緑茶を紙コップに注ぐと、温まったお弁当とそれを持って給湯室を後にする。

　そうして社長室に戻れば、ルンルン、なんて効果音が聞こえてきそうな社長と目が合って、思わず苦笑いしてしまった。

　こんなに楽しみにしてくれるなら、もっと手の込んだお弁当にしてくるんだったなぁ。

「いつも、本当にありがとう。お弁当も、ホントに嬉しいよ。……最近は、日下部さんの料理のおかげで、無理をしても体調が随分いいし」

「それは、喜んでいいのか悪いのかわからないですね……」

　まるで子供のように嬉しそうな社長を前に困ったように笑えば、さりげなく、お茶が手からさらわれていった。

「体調も悪い上に、無理もしなくちゃいけないなんて最悪だから、喜んでいいだろ。ちなみに俺は今、最高に嬉しい」

　社長はお茶を片手にソファに身体を沈めながら、やっぱりとても嬉しそうに笑った。

　――それから少しだけ、久しぶりに社長と談笑しながら、社長室でお昼休みの時間を過ごした。

　私がお昼を食べ損ねるんじゃないか……と心配してくれた社長は、「次回から日下部さんもお弁当を持ってきたらいいよ」なんて、とんでもない提案をしてくれたけど、とりあえず曖昧に笑ってごまかした。

　だって、それはさすがに小出ちゃんになんて言い訳したらいいかわからない。

　そもそも……こんなふうに、私が社長に手料理を届けていることを、立石さんは、絶対に気がついているはずなのだ。

　最近では、私が来る時間には必ずと言っていいほど席を外しているのが故意であると気がついたのは、つい三週間ほど前の話。

『日下部さんのご好意に甘えているにもかかわらず社長が倒れたら、日下部さんが責任を感じてしまいます。休む時は、きちんと休まれてください』

　私がいつものように社長室を訪れ、扉をノックした時、そう社長を叱咤する声を聞いた。なんだか気まずい気持ちになって一度出直そうとドアノブから手を離せば、逃げる間もなく開いた扉。

『く、日下部さん……』

『す、すみません、一応ノックはしたんですが……』

　いつも冷静沈着で無表情な立石さんが驚いたように私を見た表情は、多分一生忘れられない。

　立石さんが言っていた『ご好意』は、御用聞きのことを言っているのか、それとも手料理のことなのか……。

　どちらにせよ、今も絶対、気を使って席を外してくれていることだけは確かだ。

　おかしな誤解をされていなければいいけど、それを確かめる術すべもない。

「なんていうか……ホント、新感覚だな」

「……え？」

「この、冷凍卵黄漬け？だっけ。めちゃくちゃうまい。温かいご飯に乗せると、冷たい黄身がトロッと溶けて……ホント、初めて食べる卵かけご飯」

　お弁当の白いご飯に冷凍卵黄漬けを乗せ、それをお箸でキレイに割って口に運ぶ社長。キレイな濃い黄色が、白いご飯によく映える。

「卵の表面は冷たくて……だけど噛んだ瞬間、口の中で黄身が溶けて広がっていく感じ。漬けダレの醤油とみりんの味が染みて、これだけでご飯何杯もいけそう」

　本当に美味しそうに目を細め、幸せを噛みしめるようにお弁当を食べてくれる。

　以前、部屋にお邪魔して手料理を作った時もそうだったけど……社長は本当に、喜んで食べてくれるから、きっと、社長の奥さんになる人は幸せだと思う。

　自分が作ったものを『美味しい』と言いながら、残さず食べてくれる。それだけで、作り手の思いは報われるんだもの。

「ごちそう様。本当に美味しくて、元気になった。これで、しばらくは頑張れそうだ。日下部さん、本当にありがとう」

「……いえ。少しでも、社長が元気になったのなら、よかったです」

　最後のおかずを平らげ、「ごちそう様」と手を合わせた社長を前に笑みが溢れる。キレイに空っぽになったお弁当箱を片付けながら社長を見れば、社長も私を見て柔らかに微笑んでくれていた。

　その笑顔を見るだけで……愛しさが、溢れ出してくる。

　つい社長のぬくもりが恋しくなって、私は慌てて社長から目を逸らして俯いた。

「久しぶりに……下條さんに手料理を目の前で食べてもらえて、嬉しかったです」

「……え？」

「下條さんと、こんなふうに時間を共有できて、私のほうこそ元気になれました」

「……日下部さん」

　……いけない。

　言ってから慌てて取り繕うように目を泳がせたけれど、それは後の祭りだった。

　今のは、つい口をついて出てしまった私の本音。だけど社長は単純に、手作りのお弁当に感動しているだけで、私に特別な感情を抱いているわけじゃない。

　社長は、私に母のような愛情を求めているのであって、私が社長を慕う恋心とは別物。これ以上、変な期待や感情を抱かないようにブレーキをかけないと……傷つくのは自分だ。

「……日下部さん」

「え」

「……少しだけ、抱きしめてもいい？」

　そんなふうに考え込んでいたら突然、力強く腕を引かれた。

　身体はいとも簡単に下條社長との距離を失って、手からこぼれ落ちたお弁当箱が、カラン……と床に転がる。

　強く香るシトラスは、大好きな……下條社長の香り。

「……食後のデザートも、付けてくれる？」

「……し、下條さっ」

　耳元で誘うように囁かれ、鼓膜が甘く痺れて身体は必然的に熱を帯びていった。そして、それを感じとったかのように抱きしめられていた力が緩められる。彼の腕の中で顔を上げれば、至近距離でそのキレイな瞳と目が合う。

「反省してから、しばらく……我慢してたんだけど。今日は、かわいすぎ」

「……っ」

　そう言って私を見据える彼の目は――濃く、甘い熱を帯びていて。逃げることも叶わずに見惚れていれば、再び下條社長との距離が近づくように唇が降りてきた。

　ああ、キス、される。

　社長の甘さにほだされて、結局自然と目を閉じていた私。社長の唇があと少しで私の唇と触れ合おうとした――瞬間。

　コンコン！と、唐突に耳に響いた快活な音。

　思わずお互い身体を離して、音のしたほうへと目をやると、社長室の扉の向こうから、かしこまった男の人の声が届いた。

「社長、企画部の狩野かのうです。ＶＥＮＵＳビーナスのオープニング企画の件で、ご相談したいことがあって来ました」

「……ビーナス？」

　社長の腕の中で、呆然としながらその声を聞けば、不意に耳に唇が寄せられて。まるで、溜め息をつくように甘い声で、ある事実を告げられた。

「新施設の名前。ＶＥＮＵＳ――女神、って名前に、今日の午前中、正式に決まったんだ」

　言葉の最後に、チュッと響いたリップ音は、社長が私のこめかみに軽く口づけてから離れていったせい。

　不意打ちのそれに身体はあっという間に熱を持つ。

　キスをされた場所を押さえて社長を見れば、彼は意地悪に笑って、足元に転がっていたお弁当箱を拾い、私に手渡した。

「――少し、待ってくれ。今、総務部からの提案を受けているところなんだ」

　凛とした、小さすぎず、大きすぎない声は、扉の向こうに立つ狩野さんへ向けたもの。それを合図に私も慌てて少し乱れた服を直す。

　そんな私を見て楽しそうに笑った社長は、「デザートは、また今度」なんて、やっぱり意地悪な甘い笑みをこぼした。




「――と、いうわけで。ＶＥＮＵＳのオープニング企画の目玉にマグロの解体ショー、それと第一弾の期間限定メニューは、やはり和食の本格的な会席料理でいくのがいいのではないかと思いまして」

　社長室で、先ほどから淡々と話しているのは企画部の狩野くんで、社長は彼の話に静かに耳を傾けていた。

　――あれから、散々社長にからかわれたせいで乱れた思考を、なんとか正常まで引き戻した私は、当たり前に社長室から出ようとしたのだけれど。

『慌てて出ていくと逆に不自然だから、ソファで資料が出来上がるのを待ってる体ていにして。総務部には、日下部さんは戻るのが少し遅れることを俺から言っておく』

　……と、社長に言及されて、結局その通り、今の状況が出来上がった。

　革張りの高級ソファ。手元には営業部宛ての書類を持ち、狩野くんの隣に座って、正面に座す社長と狩野くんのやりとりに、一緒になって耳を傾けている。

　社長室に入ってきた瞬間こそ一瞬驚いたような顔をした狩野くんだったけど、私が『総務部の日下部です』と挨拶をしたら、『総務部の日下部さん、知ってます』と、人懐っこい笑顔をくれた。

「――やはり、オープニング企画にはインパクトのあるものを持ってくるべきだと思うんです。ＶＥＮＵＳは食事とリラックスをメインに置いた施設ですから、オープンを告知するプレス関連にはエステや岩盤浴の半額券を積極的につけてバラ撒きます。そうすることで、食事の前後でリラックス部門も楽しんでいただけるかと思いますし、宣伝にもなります」

　企画書をテーブルの上に広げ、社長を前に堂々と話す狩野くんは確か――私のふたつ下の二十七歳。社長ほどではないけれど、スラリと高い背と長い脚、スーツ姿のよく似合う、いわゆる〝好青年〟といった男の子だった。

　入社当時の小出ちゃんが、狩野くんのことを『カッコかわいい』って言ってたけど、こうして改めて見るとその通りだ。

　二十七歳の男の人を捕まえて〝カッコかわいい〟は失礼かな……なんて思うけど、童顔な狩野くんを表現するにはその言葉がピッタリ。

　というか、ここ最近社長に見慣れたせいで、目が肥えてしまったのかも……。普段の社長からだだ漏れてる大人の男の色気のせいで、相手が年下ってだけで好青年だなんて……私も安易な奴だなぁ。

「……話は、わかった。だけど、半額券をバラ撒くのは許可しかねる。そもそも、その半額券は推定でも何枚撒く予定なんだ？　使用期限は？」

「枚数はまだ確定してませんが、使用期限は半年ほどに設定しようかと考えています」

「半年？　それは長すぎるだろう。使用期限が長ければ長いほど半額券の存在は頭の片隅に追いやられていくし、集客の即効性に欠ける。バラ撒いた半額券の回収率が落ちていくばかりだぞ」

　ふたりのやりとりをぼんやりと聞いていれば、社長はたった今された提案に厳しい言葉を投げ始めた。

「そもそも、半額券はその場限りの集客性はあるかもしれないが、長い目で見たら施設の足を引っ張るものにもなりかねない。率直に言えば、商品を安売りして客を呼ぶってことだからな。それを踏まえた上で、半額券の期限が切れた後のリピーターの確保はどう考えてる」

「そ、それは、キャンペーンを組んだり、イベントごとに定期的に半額券を広告に挟むなどすることで対処を……」

「それだと、ユーザーに〝半額券を使わずにリラックス部門を利用するのはもったいない〟という印象を植えつけることになって、半額券の配布されていない期間は客足が途絶えるぞ。少しでも安く、は買い手の心理だし、ターゲットが女性であればなおさらだ」

　手に持っていた企画書をテーブルの上に置き、まっすぐに狩野くんを見据える社長の目は言葉と同様に厳しかった。

　狩野くんはそんな社長を前に、返す言葉をなくしたように押し黙ってしまって、部屋の中には重苦しい空気が流れる。

　そんな空気を取り繕う様子もなく、再び静かに口を開いた社長は、パラパラと企画書のページを指でなぞると小さく息を吐いた。

「それと……マグロの解体ショーだけど。それは、誰が喜ぶと思って企画したんだ？」

「ターゲットである、女性が……そういう、大胆なパフォーマンスをすることで集客率の向上を狙っていこうかと……」

「つまり、マグロの解体ショーをやるので、女性の皆さん、新施設オープンにぜひ来てください、と？　そもそも、マグロの解体ショーを目的に、ターゲットである女性の層を集めようとしているのなら、それは目のつけどころが違うんじゃないか。それが目的だったら、俺なら築地や魚市場のイベントに行くだろうな」

「……！」

「あと、本格的な会席料理も……この企画書を見る限り、コストパフォーマンスはどうなんだ。コース料理は八千円からになってるし、この値段を出すなら、解体ショーと同じで老舗の日本料理店に行ったほうがいいと思われるんじゃないか」

　社長がそこまで言えば、隣に座る狩野くんがあからさまに肩を落としたのがわかった。それに重ねるように、「……ふぅ」と長く息を吐いた社長も、力なくソファの背もたれへと身体を預ける。

「悪い提案ではないし、お前なりに考えた上で出た企画なのもわかってる。だけど、安易なものに逃げた印象になっているのも確かだ。大事なのは、もっとお客様の目線に立って、考えることだろう。ＶＥＮＵＳらしいサービスを、どう提供するか。自分ならなにを求めてＶＥＮＵＳに来るのか……もう一度、整理してみたらどうだ」

「……社長の、ご指摘通りです。自分も少し、安易なものに走りすぎました」

　長い間を空けて、社長の言葉に、自信なさげな返事をした狩野くんは、机の上に広がった資料と企画書を慌ててまとめる。その拍子に、企画書の一枚がソファと机の間に音もなく滑り落ちた。

「また……一から考え直します。お時間をとらせてしまい、申し訳ありませんでした」

「企画部が仕事に追われているのもわかっているが、それはどの部署も同じだ。俺はお前ならできると思って、今回のオープニング企画を任せたんだ。大変かもしれないが……よろしく頼む」

「……はい」

　そう言うと深々と頭を下げ、ソファから立ち上がる狩野くんを見て――どうして、この時の自分が口を開いたのかわからない。

　だけど、狩野くんの提案と社長の話を聞いていて、後輩の狩野くんが、必死に頑張っているのを見て……。ほんの少しだけど、私にも、なにかできるんじゃないかと思ったことだけは、確かだ。

「あ、あの……っ」

「……え？」

「ポイントカードとか、どうでしょうか？」

「……ポイントカード？」

「え、えぇと、これは女性特有の心理かもしれないし、私は企画に関しては素人なので、あまり参考にはならないかもしれませんが……」

　だけど、ＶＥＮＵＳが女性向けの施設であるのなら。そして、そのターゲット層に自分が当てはまっているのなら、私の意見も少しは参考になるかもしれない。

「日下部さん。ポイントカードって、どういうこと？　もう少し、具体的に」

　社長の言葉に、立ち上がっていた狩野くんが再び隣に腰を下ろした。

　私は足元に落ちた企画書を拾い上げながら、ゆっくりと口を開く。

「例えば……リラックス部門でポイントカードを配布するんです。それでオープニング期間は、そのポイントをいつもの三倍もらえることにするとか」

　主婦に限らず、幅広い年代の女性のほとんどがポイントカードというものを重視していたりする。お気に入りブランド、よく行くスーパー、常連の飲食店など、定期的に整理しないと、お財布の中がパンパンになってしまうくらい多くのポイントカードを持っているものだ。

「今の時代ですから、もちろん年会費は無料で。だけど、ポイントカードを作ってもらうことで顧客の囲い込みもできますし、社長からご指摘のあった半額券のように一過性のものにならないから、リピーターの確保にも繋がると思うんです」

「……オープニング期間以外での使用例は？」

「それは先ほど、狩野さんが言っていたように、イベント時にはポイントが二倍になるキャンペーンなどを組めば問題ないかと思います。そもそも、ポイントカードを持つことでポイントを貯める楽しみもできますし、ポイントカードは一年中ユーザーのお財布の中で、ＶＥＮＵＳの宣伝をし続けてくれるんです。不意にお財布の中からポイントカードが出てきて〝ああ、久しぶりに行ってみようかな〟って思うこと、私はよくあります」

「……そうか。それにポイントカードを作ることで、顧客情報も確保できてＤＭも打ちやすくなるし、イベント情報を流しやすい」

「はい。リラックス部門で新しいサービスが始まる時にもＤＭを配布しやすいと思います。そういうのって女の人は、ついつい見ちゃったりするものです」

　そこまで言って、つい先日、自分もそれで化粧品の買い物に走ったなぁ……なんてことを思い出したら笑みがこぼれた。

　……と、ふと視線を感じて目を横へと滑らせると、隣に座る狩野くんがなにか言いたげな顔で私を見ていて、思わず首をかしげてしまった。

「あ、の……狩野さん、すみません。私、でしゃばってしまって……」

　つい、口をついて出た謝罪の言葉に、狩野くんが困ったように眉を下げる。

「僕のほうが年下なので、〝さん〟なんて呼ばなくていいですよ？」

　いったい、どうしたんだろう……。というか……そもそもポイントカードだとか、そんなのはもう、とっくの昔に企画部が考えていたことだったとか？

　だとしたら……本当に、でしゃばった真似をしてしまった。

「すみません、私、本当に素人の分際で……余計なことばかり言ってしまって」

「……いえ、あの」

「え？」

「日下部さんは……というか、日下部さんなら。食事部門のオープニング企画は、どう考えますか？　女性目線で、なにかコレといったものは……例えば、その……」

　けれど、そこまで言いかけて、狩野くんは突然口をつぐんでしまった。バツが悪そうに落とされた視線。それはなにかを堪えているようにも、戸惑っているようにも見えて、再び部屋が沈黙に包まれた。

「……すみません」

　沈黙の後、ぽつりとこぼれた謝罪はなにに対するものなのか。

　……もしかして、狩野くんは、部署の違う私に頼るのは図々しいことだと思ったのかもしれない。私に答えを求めることは、逃げだと感じたのかもしれない。

　……だと、しても。たとえそうだとしても、それは今、持ち出すものではない。

　今一番なにが重要かといえば、ＶＥＮＵＳのオープンに向けて社員全員が一体となって全力で取り組むことだと思うから。

　そしてそれは、私自身にも言えることだ。卑ひ屈くつになってばかりではなく、今の自分にできる最善を尽くすこと。

「……私だったら、本格的な会席料理を食べられるのも、嬉しいですよ」

「え？」

「めったに食べられないものを食べるのって、それだけで幸せな気持ちになれますから。だから、狩野さんの提案は素敵だな、と思いました」

「……っ」

　狩野くんの企画の意図。拾い上げた企画書にはこう書いてあった。

【おもてなしの心を持つ日本人の気持ちを持って接客することが、ＶＥＮＵＳを訪れるお客様の幸せに繋がる】

　だからこそ、狩野くんは会席料理を第一弾の期間限定メニューに選んだんだろう。

　日本人らしいサービスを追求する。その思いは企画の素人の私にも容易に飲み込むことができたし、和食はヘルシーだから女性の受けもいいだろう。

「ありがとう、ございます……。ですが、本格的な会席料理を提供するには、コスパ的に厳しいのは事実なんです。食材にこだわれば、どうしても高い値段になりますし、それだと社長のご指摘通りになるかと自分も思っていたところで……」

「それはコース料理メインではなく、一品料理を充実させた場合もそうなりますか？」

「……え」

　会席料理のコースというと、先付に始まり、お造り、焼き物、水菓子まで、結構な数の料理が出てくることになる。だけど女性は、全部食べきれずに残してしまうことも少なくない。

　だとしたら、普段は手の届かないようなかしこまった会席料理を、とても気軽に、そして、食べたいものだけを食べられるようにしたらどうだろうと思った。

「一品料理を充実、ですか。確かにそれなら、コースの場合ほどコストもかからずに提供できるかもしれません」

　そう言うと、目を輝かせた狩野くんを前に、私はあの日――社長が楽しそうに話していたことを思い出す。

　静けさに包まれた、夜の海。まるで子供のように楽しそうに話す、社長の夢の欠片。

『本当の意味で〝身体の中からキレイに〟』

　ＶＥＮＵＳは、心と身体が健康になる施設なのだと、あの日の社長は言っていた。だとしたらそれは、訪れた人の心を温める施設なのだと……私は思う。

「高いコース料理なんかじゃなくていい。ただ……愛情のこもった料理と、おもてなしをする側の温かい心があったら……それだけで、何度でも足を運びたいと思える場所になるはずです」

　そこまで言うと、長く、深い息を吐いた。

　たいして参考にもならない話だったかもしれない。

　……でも。少しでも、狩野くんや企画部の皆……社長の役に立てたらいい。

「……ポイントカードの話も含め、とても参考になりました」

「……え？」

「また、女性目線の意見を伺いに、総務部にお邪魔してもいいですか？」

　だけど、そんな私の心配をよそに、どこか恥ずかしそうに笑った狩野くんは眉を下げて私を見る。

「正直に言うと、行き詰まっていて……あと三カ月でオープンという期日ばかり気にして、焦っていました」

「…………」

「だけど今、日下部さんの話を聞いて、自分の中で明確なビジョンが見えた気がするんです。もっと……お客様の目線に立って、企画を考えます」

　そう言うと、手に持っていた企画書を突然握り潰した狩野くんは、どこか吹っ切れたような笑顔を浮かべて社長に目を向けた。その目は決意に満ち溢れ、強い意志が宿っていた。

「すみません、社長。もう一度、一から考え直します。ＶＥＮＵＳの、根本的なコンセプトは置いたまま、そこからＶＥＮＵＳだからこそできるサービスを考えます」

「……プレスの配布時期を考えると、二週間ないぞ」

「はい。でも、今ならすごくいい企画を考えられる気がしてるんです。今度こそ、社長をいい意味で唸らせるものをお持ちします」

「……期待してるよ」

「期待しててください。それじゃあ、失礼します」

　それだけ言うと、弾丸のように社長室を出ていった狩野くんの背中を、私は呆気に取られたまま見つめた。

　……いったい、なにがどうなったんだろう。

　私の手には、用済みとなってしまったらしい企画書が残ったまま。狩野くんに返すタイミングを失ったどころか、自分はなにか、とんでもないことを仕出かしたような気さえする。

「……総務部長に、また無理を言わなきゃいけないな」

「……え？」

「オープンまでの残りの三カ月は、企画部のフォローまで日下部さんにお願いしなきゃいけなくなったから」

「……っ！」

「企画部のサポートも、よろしく頼む、日下部さん」

「わ、私が……？」

「日下部さんなら、できるよ。……期待してる」

　そう言葉をこぼした社長は、とても嬉しそうに私を見ると――私の頭をポンポンと優しく撫で、どこか誇らしげに笑った。










盛り付けも、素敵に仕上げて




【――わたしが、わたしに帰る場所】

「やっぱり、このキャッチコピーで行こうと思います！　これ以上のものは、ありません！」

　お昼休み直前の総務部のデスクは、午前中の仕事の追い込みで無言が多く、寡黙にパソコンと向き合う……というのが通例だった。けれど、ここ数カ月の間でそれが見事に覆されている。その原因というのが今――声高々に叫んでいる、企画部の狩野くんだ。

「日下部さんも、いいキャッチだと思いませんか!?　なんていうか温かみがあって、それでいてＶＥＮＵＳをよく表現できていると思うんです！」

「う、うん……すごく、素敵だと思う」

「ですよね!?　やっぱ、絶対これだと思ったんです！　企画部で案が出た時、ビビッときたんですよ!!」

「そうなんだ？」

「そうです!!　そうなんです!!　運命を感じたんです!!」

「あ……もうっ！　さっきから耳元で叫ばれると、うるさいです、狩野さん！」

「ご、ごめん……っ」

「あ、あははは……」

　総務部一帯に響き渡る声で叫ぶ狩野くんを黙らせたのは、あと一カ月半で寿退社をする小出ちゃん。思わず苦笑いをこぼせば、「日下部さーん、笑ってないでフォローお願いしますよー」と、狩野くんが情けない声を出した。

　社長室で偶然打ち合わせに参加してからというもの、一日に一回は必ず総務部に来る狩野くん。女性目線でプランを練らなければいけないのと、意外にも熱すぎるほど熱い心を持った狩野くんは少しの妥協も許さず、連日私に〝お客様の視点〟での意見を求めてきた。

　そんな毎日が一カ月半ほど続いたおかげで、今ではすっかり小出ちゃんも狩野くんと打ち解けている……というか、狩野くんという存在に慣れてしまった、という言い方のほうが正しいかもしれない。

　静かな総務部のデスクで、興奮すると声が大きくなるという、これまた意外かつ迷惑な癖のある狩野くんを一喝して黙らせるのは、今では小出ちゃんの仕事のひとつになっていた。

「とにかく静かにしてください。何度言えばわかるんですか、まったくもう……」

「す、すいません……」

　小出ちゃん……。一応、狩野くんの後輩にあたるのに、結構厳しいよね……。

　今では、入社当時に『カッコかわいい』なんて言って、目をハートにしてたのが嘘のようで、つい笑ってしまう。

「……でも、やっと、ＶＥＮＵＳのことを世間にＰＲできるんだから、興奮せずにはいられないんだよ……！　日下部さんと話し合いながら固まったプランの準備も、社長から了承がとれてすでに動き始めてるし！」

「その気持ちはわかりますけど……同じ気持ちであろう日下部さんは、狩野さんみたいに騒いでませんよ。大人なんですから、喜ぶならもっと静かに喜んでください」

「う……っ」

　再びピシャリ、と狩野くんをやっつけた小出ちゃんは「お願いしますね」と、とどめのひと言を吐いてパソコンへと向き直った。

　その後ろでガクリと肩を落としている二十七歳、独身、彼女なしの狩野くんを見て、再び苦笑いがこぼれる。

「狩野くんの気持ちも、わかるよ？　私も、すごくワクワクしてるから。確か、明々後日しあさってが宣伝物関連の入稿日だよね？　印刷があがったものから随時世間に出回るかと思うと、いよいよオープンも目前に感じるし、世間の反応も気になるもんね」

　言いながら「食べる？」と手のひらサイズのチョコレートを差し出せば、狩野くんの目が再び輝きを取り戻した。

「もう、本当に楽しみで仕方ないんですよ。……ＶＥＮＵＳは、俺が初めて主導で任された仕事だし、少しの妥協もなく世に出したいんです」

　手の中に収まった甘いチョコレートを握り締めながら強く言葉を紡ぐ狩野くんに、同意するように頷くと、彼は「いただきます」とチョコレートを口の中に放り込む。

　いつでも仕事にまっすぐな狩野くん。そんな彼と関わっていると、たとえ山のような仕事に埋もれて疲れていても、もっと自分も頑張らなければと元気をもらえるから不思議だ。

「あ。そういえば、日下部さんもオープン日はＶＥＮＵＳに来るんですよね？」

「うん。オープン日は三連休の初日で盛り上がるだろうし、総務部はマスコミ対応することになってるから」

「そっかぁ。それは、三日間ともですか？　確か、マスコミが来るのは初日だけって話ですよね？」

「ああ、うん。初日はマスコミ対応で、二日目は入り口でお客様が混乱しないように誘導のフォローがあるけど、三日目は……」

「三日目は？」

「……その三連休の最終日が私の結婚式なので。日下部さん含む総務部の皆さんは、私の結婚式に出席してくださる予定なんです」

　パソコンに顔を向けたまま、言葉だけで割って入ってきた小出ちゃんの声は、とても重く心に響いた。その声を寂しさと共に背負いながら、「……そうなの」と狩野くんに投げ返せば、なにかを考え込むような顔をする狩野くん。

　最終日は総務部としてＶＥＮＵＳに赴く必要のある仕事がなかったから、総務部は通常通りの休み予定で、本当にタイミングがいい。もし小出ちゃんの結婚式が三連休の初日だったら、総務部のメンバーは出席できない事態に陥っていたかもしれない。

「そっかあー。じゃあ、最終日の夜に企画部で打ち上げしようって話になってるんですけど、日下部さんは来るの厳しいですかね？」

「へ？」

「いやー、社長にも話したら、それなら俺も顔を出すよなんて言ってくれて。それだったら今回、救世主となってくれた日下部さんも呼ぶべきでしょ！って話になったんですけど……」

「うーん、残念だなぁ」なんて腕を組みながら考え込む仕草を見せた狩野くんに、まだオープンもしてないのに打ち上げの話なんて早すぎない!?と、ツッコミを入れそうになった。

　しかも、その日が結婚式の小出ちゃんを前に、私が打ち上げに行けないという話をしてしまう時点で、確実にデリカシーがない。狩野くんに彼女がいないと聞いた時、すごく意外に感じたんだけど……今ので少し納得したかも。

「……それって、私の結婚式のせいで、日下部さんが打ち上げに参加できないって言いたいんですか？」

「え!?」

「完全に、そう聞こえましたけど」

　案の定、フンッと鼻を鳴らして不満を顔に滲ませた小出ちゃんを前に、狩野くんが「そ、そういう意味じゃないよ……！」とオロオロし始めた。

　……なんというか。あと一カ月半後には、ふたりのこんなかわいいやりとりも見られなくなってしまうかと思うと……小出ちゃんの寿退社と同時にまたひとつ、寂しく感じてしまうことが増えたかも。

「日下部さーん！　フォローお願いしますよー！　俺、ホント全然そういうつもりじゃなくて！」

「あはは」

「なにを言われても、日下部さんはあげませんからね。日下部さんには、私が一番お世話になった上司として……絶対、結婚式に来てもらいたいですもん」

「そ、それはもちろん！　だからホント、そういうつもりで言ったんじゃなくて……ホント、言葉のあやっていうか、なんていうか……」

「……もういいです。まぁ……そういうわけで、私は、そのＶＥＮＵＳのオープン初日のマスコミ対応が、最後の仕事になります。二日目はさすがに結婚式前日で準備もありますし、有給をいただいているので」

　小出ちゃんのその言葉に、狩野くんが驚いたように身体を強ばらせた。その反応に思わず小出ちゃんとふたりで首をかしげれば、これまた今さらなことを口にする。

「え!?　小出さん、寿退社するの!?」

「……それ、今さらですか。随分前に、その話もしましたけど」

「い、いや、結婚するのは覚えてたけど、まさか寿退社とは……って、ゴホンゴホン！　お、覚えてる。お、覚えてました。そうそう、そういえば寿退社するって言ってたよね……！　あ、改めて、結婚おめでとう！」

「どういたしまして。そういうわけで……私だって一応、ＶＥＮＵＳのオープンには人一倍思い入れがありますよ。大学卒業からずっとお世話になっていた会社の、かけがえのない大きな一歩ですから。心から、うまくいけばいいなと思ってます」

　私たちに背を向けたまま言葉をこぼす小出ちゃんが今、どんな顔をしているかはわからないけれど。

　……社長が夢見たＶＥＮＵＳは、お客様を幸せにするという夢を背負ったＶＥＮＵＳは、お客様だけではなく……私たち、社員一人ひとりの思いの詰まった、本当に夢のような施設なのかもしれない。

　社員一丸となって、ＶＥＮＵＳのオープンに向かって突き進んでいる今。目の回るような忙しい毎日が続いているけれど、とても充実していて、まるで同じことを繰り返していた日々が嘘のように、時間があっという間に過ぎていった。時間がどれだけあっても足りないなんて、半年前の自分に聞かせたら、嘘みたいだと驚くだろう。

　だけど、こんなふうに、前向きな気持ちで仕事ができるのも……社長があの日、私に自信を持てと背中を押してくれたおかげなんだと思う。あの夜の海で、社長が私は会社に必要な人間なのだと言ってくれたからこそ、私は今、堂々と、そして真摯に、自分の仕事に向き合うことができているに違いないから――。

「……ちょっと、これ、見てください」

「え？」

「これ……この、メールです」

　つい感慨にふけっていれば、不意に落ちてきた不穏な声に頬を叩かれた気分になった。

　その声はパソコンに向かっていた小出ちゃんのもので、言われるがままにパソコンの画面を覗き込んだ私と狩野くんは――そこに書かれていた内容に、思わず血の気が引く思いがした。

「これ……今度オープンする、うちと競合してる温浴施設のプレスなんですけど。挨拶状と一緒に総務部宛てに送られてきてて……これって、少しまずくないですか？」

「っ、ちょっと、よく見せて……!!」

　ガタン、と、小出ちゃんの身体を乱暴に押し退けた狩野くんは、眉根を寄せながらパソコンの画面を覗き込んだ。

　ありきたりな挨拶から始まるメールの文章。その内容を一通り視線でなぞってから、今までとは打って変わって、狩野くんはとても低い声を出した。

「……社長に、話してくる。午後から打ち合わせで社外に出るって言ってたけど、今ならまだ会社にいるだろうし」

「あ……狩野くん!!」

　そうして、転がるようにフロアを飛び出した狩野くんの背中を、私はただ目で追いかけるしかできなかった。

　なんで。どうして、こんな偶然……？

　それからすぐに、私も自分の席に座ると自らのパソコンのメーラーを開いて、送られてきたメールの用件に目を通した。そこには、ＶＥＮＵＳがオープンする日と同じ日付の書かれた、超大型温浴施設オープンの概要が事細かに記されている。

　つまり、ライバルとなる競合施設のオープン日が重なっているということだ。

「……これ、状況的には厳しい、ですよね」

　後輩である小出ちゃんの言葉に、返事すらできない自分が情けない。

　プレスにザッと目を通した限りでは、施設のコンセプトはＶＥＮＵＳのほうが目新しさがあるけれど、施設の規模で言えば圧倒的にこちらが不利になる内容だ。

　簡単に言ってしまえば、向こうは都市最大級の露天風呂を売りにした本格的な温泉が楽しめる超大型温浴施設のオープンを予定している。

　食事とリラックスに重点を置いているＶＥＮＵＳとは、似て非なるもの。でも……規模で勝る競合施設のほうが、視聴者の興味を引くため、マスコミとしては取り上げやすく、そうなればＶＥＮＵＳオープンのニュースはサブに回され、目立たなくなってしまうかもしれない。

　……どうして、今になって、こんなこと。

　そこまで考えたところで、いてもたってもいられなくなった。

「……ごめん、私もちょっと社長のところに行ってくるね」

　言いながら、午前中までに終えた仕事の書類をまとめ、デスクを片付ける。

　総務部のメインアドレス宛てにメールが送られてきているのなら、当然、社長にも届いているだろう。

　問題のメールの差出人である競合相手は、会長が会社を指揮していた頃からうちと並ぶ、一番のライバル社ともいえる会社だ。それと同時に、共に温浴業界のトップを走ってきた戦友でもあり、向こうの会長とも親交が深いと聞いたことがある。

　それなのに、どうして……。これじゃあまるで、ＶＥＮＵＳのオープンを邪魔しようとしているみたいだ。

　震える手で、パソコンに貼ってある付箋の内容を確認すると、午後にいくつか早急に片付けなければいけない仕事があった。とりあえず、その仕事に間に合うように帰ってきて、あとは残業でもすれば通常業務に支障はきたさない。

　忘れないようにと付箋へと手を伸ばすと、私が取るより先に横からそれがさらわれた。慌てて隣へ視線を移せば、私を見て微笑む小出ちゃんがいた。

「午後の仕事のフォローはすべてしておきますので、日下部さんは、こちらの仕事は気にせず、心置きなく行ってきてください」

「小出ちゃん……」

「さっきも言ったように、ＶＥＮＵＳの成功は私の集大成でもあるんです。最高の形で、世に送り出したい。この気持ちは同じです。だから今私がやるべきことは、ＶＥＮＵＳの企画に関わっている上司のフォローをすることです」

　キッパリと言い切ると、小出ちゃんは私のデスクの上に置かれた書類までもを自分のデスクに移し、強い目を向けた。その目を見ていたら、なんだか本気で泣きそうになってしまって……慌てて緩んだ気を引きしめる。

　ああ……もう。私には、こんなに頼りになる後輩がいて……そして今、彼女が全力で私の背中を押してくれている。

　入社当時からは考えられないくらい、本当に立派になった彼女。

　私……この会社に入って、本当によかった。だって私は上司だけでなく……最高の後輩にも、恵まれたのだから。

「……ありがとう。行ってくるね。あとの仕事は、お願い」

「了解です。もしなにかあれば、携帯に連絡させていただきます」

　その言葉を聞いてすぐ立ち上がると、私は総務部長に事情説明をしてからフロアを飛び出した。今はとにかく事態の詳細を知りたくて、そして……早急に対策を考えなければいけないと、その気持ちでいっぱいだった。

　……ＶＥＮＵＳを、最高の形で世の中に送り出す。

　頭の中で強くその言葉を繰り返しながら、私はまっすぐに、社長の待つであろう社長室へと向かった。




「――どうして、突然こんなこと！」

　社長室をノックするより先に聞こえてきたのは、狩野くんの悲痛な叫び声だった。

「……とにかく、確認はとれた。とりあえず落ち着け」

　そして、それに答える社長の重い声。その声を聞いてゴクリと喉を鳴らした私はノックもせずに、「失礼します」とだけ声をかけて目の前の扉を開けた。

「……日下部さん」

　突然部屋に入って来た私を見て、驚いたように目を見開く下條社長。それを見て静かに頭を下げれば、社長の前に立つ狩野くんが再び声を張り上げた。

「ＶＥＮＵＳのオープン日は、向こうだって知ってたんですよね!?　プレスだって、明日には正式なものを流す予定だったし……っ。それなのに今さらこんな……当てつけとしか思えませんっ!!」

　ダンッ！と、社長のデスクに拳を叩き付けた狩野くんを前に、眉間にシワを寄せて難しい顔をする社長。その表情に、再び胸に暗雲が立ち込めて息をするのも苦しくなる。

「……あっちは最近、経営者が代わったんだ」

「え？」

「今までは、実質的に現会長の真ま野のさんが会社を動かしていた。お前たちも聞いたことがあるかもしれないが、真野会長とうちの親父……いや、下條会長は、プライベートでも親交が深い」

　社内で社長が会長のことを〝父〟と呼ぶのを初めて聞いた。それだけ……社長にとっても、今回のことは予想外の出来事だったということだろう。

「だけど最近になって、真野会長が体調を悪くされたらしくて。それで急きゅう遽きょ……経営権を握ったのが、真野会長の息子の、現・真野社長というわけだ」

「現・真野社長……」

「ああ。だけど彼は……俺が言うのもなんだが、正式に社長に就任するより前から独裁的だと有名で。次期社長という立場に胡座あぐらをかいて、下の社員たちの意見や存在を尊重せずに今までやってきたらしい。そんな理由もあって、真野会長は会長職についてからも経営権を手放さなかったんだが……」

「それなら、今回の新施設オープンの日程も、その現・真野社長が？」

「……ああ。ついさっき、確認がとれたところだ」

「っ、やっぱり!!　ただの嫌がらせじゃないですか!!」

　再び声を張り上げた狩野くんの拳は固く握られ、小さく震えていた。

　……当たり前だけど、ＶＥＮＵＳのオープン日程はマスコミからの取材の関係もあり、関係者にはもう数週間前にはある程度の情報を流していた。もちろん、それは現・真野社長の耳にも届いていただろう。

　私たちだって、詳細は知らずとも現・真野社長が指揮する会社が新施設を近々オープンする予定であることは把握していた。同じ業界内だから噂は自然と広まるものだけど、主に営業部が情報を聞きつけ確認をとり、そうしているうちに社内でも話が広まっていくのが通例だ。もちろん……下條社長の耳にも届いていただろう。

「こんなの、許せません。いくら競合施設だからといっても、業界内の暗黙のルールも無視するなんて……」

「……狩野が、悔しがる気持ちもわかる。だけど今は、最後まで俺の話を聞け」

　憤る私たちとは裏腹に、どこか呆れたように、それでいて面倒くさそうに溜め息をついた社長は、デスクの上に置かれたＶＥＮＵＳのプレスを手に持った。そうして、まっすぐに私たちを見据え、再び静かに口を開く。

「俺が今話した、今回の日程の重なりが真野社長の独断であることを教えてくれたのは、真野会長だ。その理由も……先ほど俺に電話で、丁寧な謝罪と共にすべて説明してくれた」

「真野会長が……？」

「ああ。まったく、自分は入院中だってのに……うちの親父同様、ホント、昔から仕事が絡むと無茶がすぎる人だよ」

　ふわりと、まるで暖かな風が吹いたような声色でそう言った下條社長は、戸惑いに顔を染めた私たちを見て相好を崩した。

「でも、そんな無茶があったからこそ温浴業界は発展したし、今日までたくさんの幸せをお客様に届けることができたんだろうな」

　たった、それだけで。今の今まで重苦しく沈んでいた空気が浮上して、向かい風だった事態の風向きが変わった気さえする。どんな逆境でも、乗り越えていけるような気がする。

「そんな先人たちに恥じないためにも、新しい時代を作る俺たちが、こんなことで弱気になれないだろ。っていうか、弱気になってやるつもりもない。――俺たちのＶＥＮＵＳは、絶対に負けない」

　そう言うと、社長は強い意志を宿した瞳で前を見据え、キレイな笑みを浮かべた。

　……ああ、そうだ。下條社長は、こういう人だった。どんな逆風もチャンスに変える突破力と、それを裏付ける確かな実力を備えた、私たちの会社のトップに君臨する人。それが、下條修士という人だ。

「そもそも、だ。今回、こんなふうに同じ日程で施設のオープンをぶつけてきたのは単純に言えば――ヤキモチ、らしい」

「ヤ、ヤキモチ？」

「そう、ヤキモチ」

　突然思いもよらないことを言い出した社長に、私も狩野くんも思わず目を見開いて固まった。

　今、なんて？　ヤキモチ？　私の、聞き間違い？

「なんでも、現・真野社長は以前から、俺にライバル心を抱いてたらしくて。俺は社長に就任してすぐに会長から経営権を委ねられたってのに、俺よりも十歳も年上の自分が名ばかりの社長のままで、経営権を譲ってもらえないのが気に食わなかったんだとか」

　その言葉に、今度こそ自分の耳を疑ってしまう。だって、そんな理由で、長年培ってきた信頼関係を破綻させるなんて、常識で考えたらあり得ないことで……。

「それで今回、真野会長が体調を悪くして動けなくなったのをいいことに、指揮権を強行突破で奪い取って、新施設のオープンを早めたんだと。会社の規模も実力も――俺に勝っているんだと、自分たちの会社の役員に示すために」

　苦笑いをこぼす下條社長を前に、私たちは開いた口が塞がらなかった。

　だ、だって、本当に、そんな子供みたいな理由で……？

　っていうか、そんな理由で大切な施設のオープンを早められるものなの……？

「まぁ、そんなわけで。今回のことは、もとをたどれば俺が優秀すぎるせいだと真野会長には叱られたよ。完全にただの八つ当たりだよなぁ……。俺が優秀すぎるのは否定しないけどさ、そんなの俺のせいじゃないし？」

　社長の冗談とも言えない冗談に、私も狩野くんも返事を返すことができなかった。そうすれば、「いや……今のはツッコんでくれないと、俺が痛い奴になるだろ」と苦笑いの社長が自分でツッコミを入れる羽目になった。

「でも……社長。いくらそんな、子供みたいな理由で今回のことが起きたとしても……冗談では済まされません。実際、うちのＶＥＮＵＳのオープンが危ういんですよ？マスコミだって、集客率の高い大型施設に飛びつくに決まってます」

　つい先ほど、瞳を輝かせながら、『ＶＥＮＵＳは、俺が初めて主導で任された仕事だし、少しの妥協もなく世に出したいんです』と語っていた狩野くん。彼からすれば、言葉の通り……ただのヤキモチでこんな妨害行為みたいなことをされたら、本当にたまらないだろう。

　冗談では済まされない。ヤキモチなんて理由で掻き回されたら、今日まで必死に仕事をしてきた皆の思いが報われない。

　だけど、たとえそうだとしても、私たちはどうしたらいいの？

　仮に今、向こうに抗議の電話を入れたとしても、それはただ関係を悪化させるだけだろう。うちにプレスが送られてきているということは、すでに関係各社に配布されている可能性が高いし、少なくとも一度プレスを配布してオープン日を公開した以上、それを覆すのは会社の信用にも関わるから、今さらどうにかできるものではない。だからといって、このままなにもしなくては泣き寝入りで終わってしまうことになる。

　ＶＥＮＵＳのオープンは絶対に成功させなきゃいけない。向こうに、負けるわけにはいかない。だとしたら、今、私たちにできることはなに？

　ＶＥＮＵＳを最高の形で世に送り出すために、今、私たちに――ううん、私に、できることは。

「……少しだけ、お時間をくれませんか？」

「……え？」

「今から、すぐに必要なものを取ってきますので……！」

「日下部さん!?」

　狩野くんの驚いたような声を背中で聞きながら、私は社長室を飛び出した。そのままエレベーターへと飛び乗ると、総務部のフロアへ走り、自分のデスクの前で足を止める。

「日下部さん!?　なにかあったんですか!?」

　息を切らして走ってきた私を見て、困惑した声を出す小出ちゃんと、何事かとこちらを見る総務部の皆。そんな視線や声のすべてに応える余裕もなくデスクの右側、一番上の引き出しを開けた私は――その中にしまわれていた数冊のノートを乱暴に手に持つと、再びフロアを飛び出した。

「……っ、はっ、はぁ」

　会社の廊下を、こんなふうに息を切らして全力疾走する日が来るなんて思ってもみなかった。それでも今、私は……数冊のノートを握り締め、まっすぐ社長室へと向かっている。

　会社に入社した当時の私は、こうなることなど少しも想像していなかった。だけど、七年という月日の中で何度も自分の存在価値に悩み、挫折しそうになりながらも……なにかの役に立てればという思いで綴つづってきたそれが今、この会社の分岐点で必要とされるかもしれない。

『日下部さんの、そのノート、営業部では〝クライアントレシピ〟って呼ばれてるの、知ってる？』

　クライアントレシピ。私の知らぬ間に、そんな名前のついたノートを持って、社長室の扉を勢いよく開けた。

「お待たせして……っ、申し訳ありませんっ」

　そのまま社長の前まで歩を進めて足を止め、それを社長に差し出す。

　隣で、狩野くんが困惑したように私を見ているけれど、社長は至極冷静に私とそれを交互に見て、ゆっくりと口を開いた。

「……それで？　なにを取ってきたのかな」

　言いながら、社長はとても挑発的かつ魅惑的に笑う。

　私は強く拳を握ると、乱れた呼吸をなんとか整えて、社長の挑発に負けないくらいに精一杯の笑みを見せると、力強く言葉を紡いだ。

「現・真野社長が率いる向こうの状況は把握しかねますが……こちらは、我が社に関わるクライアント様や関係各社の情報量では、絶対に負けません」

　営業部に関わるお客様の把握をするということは、すなわち、この会社に関わるほぼすべての外部企業の情報を把握しているのと同じ。さらに、このクライアントレシピには、会社の創業時からお付き合いのある企業の情報も――いつかなにかの役に立つかもしれないと、上司から聞いた話も含めて事細かに記してある。

　私はこの七年、営業部や総務部の話し合いの合間に気がついたこと、電話で聞いた情報や会社を訪問されたお客様のことをすべて、このノートに残していた。名刺はすべてコピーをとって貼り、忘れないようにと相手の特徴も細かに書き込んでいる。

　――これだけは、ＴＨＥ・平凡ＯＬの私にもできることだと思って七年間、コツコツと作り続けてきた。〝会社の便利屋さん〟を貫いた総務部勤務の私が――唯一胸を張っていられる、プライドだ。

「……日下部さんのクライアントレシピ、現物、初めて見た」

　ぽつりと狩野くんがこぼした言葉に、思わず目を丸くする。

　クライアントレシピって……本当に、社内の人たちに浸透してたんだ……。

「……このノートの中にいらっしゃるクライアントさんや関係各社の皆さん全員に、ＶＥＮＵＳオープンへのご招待のお声がけをしましょう」

「え……どういうことですか……？」

「言葉の通りです。今、私たちがやるべきことは、マスコミの注目を集めることじゃない。今日まで私たちを支え、応援してくださった多くの企業様を信じることだと思ったんです」

　私のその言葉に、下條社長が口角を上げた。たったそれだけで、社長も私と同じことを思っていたのだと悟って胸が熱くなる。

「俺たちはマスコミに頼るのではなく、今日までの長い月日で関係を築いてきたクライアントや関係各社をひとりでも多くＶＥＮＵＳに呼ぶ、ということだよな」

「はい。その中には新聞社や広告代理店もありますし、皆様を呼ぶことだけでも大きな宣伝効果に繋がると私は思います」

　キッパリと、社長の目を見て言いきれば、社長は手に持っていたＶＥＮＵＳのプレスをデスクの上に置いた。そうしてその上に手をつくと、瞳を輝かせながら前を向く。

「俺たちのＶＥＮＵＳは、絶対に負けない」

　再び紡がれたその言葉は、とても力強く、たったそのひと言で、どんなことにも立ち向かっていける勇気を私たちにくれる。

「でも……それは具体的にどういう方法で、関係各社に声をかけるんですか？」

　そんな社長の言葉に触発されたのは狩野くんも同じで、先ほどまでとは打って変わって瞳に強さを宿し、まっすぐに私へ目を向けた。

「メールでＶＥＮＵＳの概要等をお送りした後に、手書きの挨拶状をつけた正式なプレスを送付します」

「手書きの挨拶状!?　それ、何百あるんですか!?　書いてる時間ないでしょ!?」

「挨拶状は……私を含めた総務部が、お引き受けします」

「え」

「相手の方の顔を思い浮かべながら、一枚一枚心を込めて丁寧に書くこと。私たち総務部は、いつも挨拶状を書く時には必ず、この決まりだけは守ってきました。……だてに、会社の便利屋さんをやってるわけじゃありません。会社の便利屋さんには、便利屋さんなりのプライドがあるんです」

　言いながら狩野くんを見て微笑めば……なぜか狩野くんが顔を赤く染め、ゴクリと喉を鳴らした。

　……なに？　その表情？

「……わっ!?」

　と次の瞬間、そんな狩野くんになぜかティッシュの箱が飛んできて、狩野くんがそれを間一髪のところで見事にキャッチした。

「しゃ、社長!?　なんで、いきなりティッシュ投げるんですか!?」

「……んー？　ちょっと、見すぎだから」

「……はぁ？」

「っていうか、それ以上、見るな。業務命令」

「は……はぁ？」

　口をあんぐりと開けて素すっ頓とん狂きょうな声を出す狩野くん。私もそんな社長の不可解な行動に思わず首をかしげたけれど、なぜか社長は困ったような笑みをこぼすだけだった。

「これ以上、ライバルが増えたら俺は公私混同からくる業務命令で、さらなる強行手段に出たくなる」

「は、はぁ……？」

　首をかしげる狩野くんに、私も言葉をなくして社長を見ることしかできない。

「まぁ、とにもかくにも、日下部さんの案に、乗ってみよう」

「え？」

「オープン前から〝おもてなしの心〟をお届けする。それが、ＶＥＮＵＳの最高の宣伝になると代表取締役社長の俺が、判断したから」

　デスクの上に置かれたクライアントレシピとＶＥＮＵＳのプレスを持って、とても誇らしげな笑みを浮かべた下條社長。そんな社長を前にして――私は、胸の高鳴りが増すばかりで、やっぱり声を出すこともできなかった。

「……挨拶状、よろしく頼む、日下部さん」

「企画部もっ！　全員で、お手伝いしますっ!!　っていうか、この際だし、営業部にも手伝ってもらいましょう！」

　社長だけでなく、狩野くんの心強い賛同の声が聞こえた瞬間、涙が溢れそうになって、それを必死に飲み込んだ。

　高鳴る鼓動の理由はきっと……不安ではなく、期待から来るものに違いない。このピンチに、こんなにもドキドキして、ワクワクしているなんて言ったら、罰が当たるだろう。……でも。

「……よし。じゃあ、今日は社員全員で、残業するか。とりあえず夕飯は、狩野の奢りで」

「うわ、社長っ！　それ、完全パワハラです!!　っていうか、日下部さんって料理うまいんですよね!?　俺、日下部さんの手料理食べたいです!!」

「……狩野、お前、来月から給料三割カットな」

「え、ええー!!　なんでですか!?」

　思い通りにはいかなくて、予想外のことばかり。悲しくなったり、悔しい気持ちになることも多いけど――。こんなにも仕事が楽しいと思えることが今、私はどうしようもなく嬉しくて……とても幸せだった。










さぁ、召し上がれ




「――ＶＥＮＵＳは、女性をターゲットにした、女性のための施設です。いつも家庭や会社で頑張っている女性たちが美味しいモノを食べて、心休まるひと時を過ごしていく。本当の意味で身体の中からキレイになる……〝身体スパ〟というキーワードのもとに、様々なサービスをご用意しました」

「身体スパ、というのは聞き慣れない言葉ではありますが、温浴業界の新しい在り方を感じさせる言葉ですね。しかし、ＶＥＮＵＳは規模的には決して大きいとは言い難いところが弱点ではないかと思うのですが……そのあたりは、どうお考えですか？」

「大切なのは、施設の大きさではないと思っています。ご指摘の通り、ＶＥＮＵＳは一度に受け入れられる人数は他の大型施設に比べたら少ないかもしれません。ですが、その分、お客様一人ひとりと向き合い、より質の高いサービスをご提供できると考えています」

　――ＶＥＮＵＳオープン初日。様々な不安要素を抱えながらも、まれに見る大盛況で、館内はお客様の笑顔で埋め尽くされた。目標集客率百％を大きく超える百二十五％という記録を残して。

　そのＶＥＮＵＳのロビーで今、テレビ番組のインタビューを受けているのは下條社長だ。テレビ映えのする外見の社長は終始笑顔で、物腰柔らかにリポーターの質問に答えていく。リポーターの際どい質問が入っても、それさえも自分たちのアピールポイントへとうまく繋げるあたりは、さすがと言ったところ。

「ＶＥＮＵＳでは様々な新しい企画にも挑戦していると聞きました。それはすべて、下條社長の発案なのでしょうか？」

「いえ。もちろん、ＶＥＮＵＳの基盤となるコンセプトを置いたのは私ですが、それを彩る様々な企画は社員たちが考え、今日のオープンに向けて準備してきました。ここまでくるのに本当に色々ありましたが……壁にぶつかるたび、全員で協力し、解決策と打開策を見つけて取り組んできたんです」

「噂では、手書きのご挨拶状を送付した……なんてお話も」

「はい。それも、一社員の発案から始まり、最終的には社のほとんどの人間が準備に関わりました。ＶＥＮＵＳは、そんなふうに社員一人ひとりのアイデアや努力が詰まった施設でもあるんです。だからこそ……本当の意味で心のこもったおもてなしを、お客様に提供できるのだと私は考えます」

「ありがとうございました。編集が終わりましたら一度、ご連絡いたします」

　長いインタビューを終え、満足そうな笑顔を見せたディレクターさんが挨拶をして帰った後は、どっと疲れを滲ませた社長だけがＶＥＮＵＳの事務所に残った。

「……疲れた」

「お疲れ様です」

　ソファに腰を下ろした社長の前に、そっと淹れたての熱いお茶を置く。シワにならないようにとスーツのジャケットを受け取り、ハンガーで壁に掛けてから振り向くと、社長と目が合い、とても柔らかな笑みを渡された。

　それに釣られて笑みを返せば、「ありがと」と短い返事をくれた社長。そうして、そのまま湯呑みに口をつけて喉を潤すと……。

「……はぁ、落ち着く」

　今度は心の底から吐き出すような溜め息をついて、ソファに身体を沈めた。

　その様子を見て、改めて社長という肩書の重さを感じてしまう。

　本当に、疲れたんだろうなぁ。

　いくら社長でも、頻繁にテレビの取材を受けるわけじゃない。今回は、鋭い質問が多かった気がするし、気疲れもしただろう。

　そもそも、ＶＥＮＵＳのオープンに向けてノンストップで走り続けたのに、初日の今日は取材ずくめだ。

　結局、私たちの心配をよそにマスコミ各社からは多くの取材依頼をいただいて、テレビにラジオ、新聞、雑誌など媒体関係の取材に、足を運んでくれた関係各社やクライアントへのご挨拶。下條社長はそのほとんどをこなすことになり、今の今までちょっとした休憩も取れずにいた。

「本当に、お疲れ様です。このお茶、会席カウンターでお出ししているものをいただいてきたんです。私も飲ませてもらいましたけど、ホッとする味ですよね」

　顔に疲れを滲ませる社長を見てそう言葉をこぼせば、なぜか困ったような笑みを返される。至極普通のことを言ったつもりだった私は思わず首をかしげた。

「まぁ、お茶が美味しいのは確かだけど、落ち着くのはそれだけじゃなくて……」

「え？」

「それを含めた上で、今のこの空間が落ち着くっていうか、空間を作ってくれてる人に落ち着くっていうか……」

「？」

「うーん……なんて言ったらいいかな」

　まるで淹れたてのお茶から昇る湯気のように、ふわふわと宙に舞う社長の言葉。

　騒がしい館内のバックスペースにある事務所には社長と私のふたりだけ。私が担当したマスコミ対応がたまたま初日の最終組だったので、社長のインタビューに立ち会うことになったのだ。

「……日下部さんは、鈍いんだか鋭いんだか、わからないな」

「……え？」

「仕事になると、あんなに的確に核心をついてくるのに……ホント、それ以外は抜けてるというか、なんというか……」

「？」

「まぁ、そんなところも俺にとっては、たまらない部分でもあるんだけど」

　言いながら、困ったように笑う社長を見て、私はただ首を捻るばかり。

　社長は改めて、とても優雅な手つきで湯呑みを取ると、お茶を口に含んでから再び小さく息を吐いた。

「でも……本当に、今回は日下部さんに助けられてばかりだったな」

「……え」

「オープン企画の件もそうだし、挨拶状を送付することも……クライアントレシピがなければ……日下部さんがいなければ、思いつかないことだった」

　湯呑みを両手で包み込むようにして持ちながら、柔らかな笑みを浮かべる社長に、思わず胸が熱くなる。

「日下部さんがいてくれたおかげで、ＶＥＮＵＳを最高の形で世に送り出すことができた」

「そんなこと……あれは最終的には、皆さんが手伝ってくれたからできたことで、私は結局なにも……」

「もちろん、狩野を含めた社員全員の力だ。だけど、その中でもＶＥＮＵＳが無事にオープンを迎えられたのは、日下部さんがいてくれたからだ……って、そう思ってる人間は少なくないよ。日下部さんがうちの社員でよかった。日下部さんがいてくれて、本当に助かった」

「……っ」

「ありがとう、日下部さん」

　柔らかに目を細め、愛おしいものを包み込むような声色でそんなことを言う社長を前に……鼻の奥がツンと痛んで、思わず涙がこぼれそうになった。

　ダメ。ダメだよ、泣いたりしたら。職場で泣くなんて……そんなの、いい年をしてみっともない。こんなところで泣いたりしたら、せっかく社長に褒めてもらったのに台なしになってしまう。

　唇を噛み締めて、必死に瞬きをすることで涙をごまかすと、今日は一日手放すことのなかったＶＥＮＵＳのプレスリリースが入ったファイルを握り締めた。

　……ありがとう、なんて。そんなふうに社長に言ってもらえるようなことは、本当にしていないんです。私はただ、一社員として普通に仕事をこなしただけ。

　むしろ、私のほうこそ、社長に『ありがとうございます』って……。『私のことを見つけてくれて、自信を持てと背中を押してくれて、ありがとうございました』って、そう何度伝えても、足りないくらいなのに。

「……下條さん、私は」

「うん？」

　私は……。

「今……すごく、幸せです。こんなふうに、ＶＥＮＵＳのオープンに関わることができて……大好きな下條さんの、お役に立てて……幸せ」

「……え？」

「下條さんの、おかげなんです。下條さんが私は会社に必要な人間だと言ってくれたから……だから私は、こんな私でも自分に自信を持っていいのかなって……そう思って、行動することができて……」

「…………」

「だから、私のほうこそっ。ＶＥＮＵＳに携わらせてくださって……素敵な仕事をくださって、本当に、ありがとうございました！」

　深々と、下げた頭。なんとなく顔を上げるのが照れくさくて、それでも、ゆっくりと頭を持ち上げれば、視線の先の社長は――なぜか私を見て、固まっていた。

「下條さん？」

「…………」

　声をかけても、微動だにしない社長。

　あ、あれ？　私、今、なにか変なこと言った……？

　社長の様子に焦りが募って、たった今、自分が伝えた言葉を頭の中で繰り返す。

　私はただ、社長に精一杯の感謝の気持ちを伝えたつもりだったんだけど……もしかして、そんなの必要のないことだった？

「下條さん。あの、すみません。私……突然、変なことを言ってしまって……どうしても、その……下條さんにお礼を言いたくて、つい……」

　いまだ固まったまま動かない社長を前におずおずと口を開けば、ようやく我に返った彼は、困惑したように視線を泳がせた。

　本当に、どうしたの？

「……今すぐ、ここで押し倒したい」

「へ……？」

「いや……落ち着け、俺……まだ仕事中だし……」

　下條、さん……？

　突然、大きな溜め息を吐き出して、なぜか〝考える人〟のようなポーズで俯いた社長を見て、私の頭の周りに浮かぶ大量のクエスチョンマーク。

「でもなぁ……かわいすぎるから、ちょっとくらい、いいか」

「……？」

　そうして社長は、しばらくなにかを考え込むように独り言を呟いていたと思ったら、再び目の前の湯呑みに手を伸ばした。

「……わっ、日下部さん、見て、コレ！」

「え、なんですか？」

「茶柱、立ってる！」

「えっ！　茶柱!?」

　思わず社長の座るソファまで駆け寄って、言われるがまま湯呑みの中を覗き込めば……ちょこん、とかわいらしく立った茶柱が、ぷかぷかと浮かんでいる。

「わぁ……このタイミングで茶柱なんて……幸先いいですよね。もしかして、今からすごくいいことが、あるのかも――」

　そう言って社長を見上げたと同時に、突然グイッと引かれた腕。

　素早く湯呑みをテーブルに置いた社長の手が後頭部に回されて、社長のシトラスの香りを強く感じた瞬間――息つく間もなく、唇と唇が重なった。

「……んっ」

「……〝イイコト〟あった」

「っ、下條さ……っ」

「もう、黙ろうか」

　再び、重ねられた唇。口端から溢れる吐息はいったい、どちらのものなのかわからなかったけれど……いつの間にか私たちは、甘い甘いキスに溺れて、何度も角度を変えては互いの熱を食べ合った。

「……っ」

　そうして、名残を惜しむように唇が離されたと思ったら、今度は至近距離で社長のキレイな顔を見つめる形になった。

　たった今の情事を思い出し、必然的に熱くなる頬。

　い、今……。わ、私、確か茶柱を見て、それで……。アレ？　ええと、だって、そんな、急に……。

「杏の、そんな顔……ずっと、見たいと思って我慢してたって言ったら、怒る？」

　耳元で、甘く甘く囁かれたその言葉。

　このタイミングで『杏』と呼ぶ下條社長を、心底恨めしく思いながら見上げれば、ひどく熱のこもった目を向けられた。

「……杏、なんでそんな、赤くなってる？」

　私の心情を知ってか知らずか、いたずらな笑みを浮かべながら顔を覗き込み、私の唇をそっと親指の腹で撫でた下條社長。彼が触れるたび、その場所が痺れるような感覚に襲われて……もう少しも、目が離せない。

　というか、どうして突然、こんな雰囲気になってるの……？

「んー……でも、全然、まだまだイイコトが足りない気がする……」

「な、そんなの……っ」

「あ、ほら。茶柱を一緒に見た杏にもイイコトがあるべきだし……だから今度は、もっと長い、イイコトを俺に――」

　だけど、男の顔をした下條社長がいじわるに笑って、再びゆっくりと顔を近づけようとした、瞬間――。

「あー!!　もう、本当に最高の気分っ!!　お客様の笑顔も見られて、もうもう本当に言うことなし!!」

　バターン！と、勢いよく開いた扉。それと同時に、笑顔満開の狩野くんが現れて、私と社長はギネス記録並みのスピードで、お互いの身体をソファの端と端まで動かした。

　な、な、な……っ。いつもどうして素晴らしいタイミングで、狩野くん……！

「あれ？　社長と日下部さん、まだ残ってたんですか？　ああ、そっか！　インタビューありましたもんね！　そうかそうか、それでかぁー。お疲れ様でーす！」

「…………」

　元気すぎるくらい元気な狩野くんとは裏腹に、あからさまに眉間にシワを寄せ、頬杖をつくように唇に手の平を当てたまま、そっぽを向いている下條社長。そんな社長を視界の端で認識しながら、私はなんとか今の状況をごまかそうと必死だ。

「お、お疲れ様、狩野くん……！　狩野くんは、今までフロアにいたの!?」

「そうなんですよー！　なんか、興奮していてもたってもいられなくて、お客さんに紛れて館内をウロウロしてました」

「そ、そっかぁ～！　下條さ……しゃ、社長！　狩野くんって本当に仕事熱心ですよね！　私も見習わなきゃ！」

「えー、そんなことないですよー、照れるなぁ、もう」

「あ、あはははは……」

「…………」

　社長……！　社長も少しは、協力してくださいよ……！

　だけど、そんな私の心の叫びは届かず、いまだ眉間にシワを寄せたままの社長に、とにかく明るい狩野くんが迫りくる。

「あれ？　社長、なんか機嫌悪くないですか？　もしかして、インタビューで嫌なこと聞かれたとか!?」

「……安心しろ、問題ない。っていうか、狩野。お前、しばらく社長室の出入り禁止な」

「え、ええー!!　なんでですか!?」

「なんででも。むしろ一生、出禁。コレ、業務命令」

「そんな、殺せっ生しょうなー！　理由を教えてくださいよ、理由をー！」

　もう完全に、理不尽な八つ当たりとしか言えない仕打ちに、半分共犯者である私は苦笑いしかない。

　そんな私の隣で、ゆっくりと腰を上げた社長は、ソファがギシリと唸ったのとほぼ同時に、私にしか聞こえない声で、小さな〝業務命令〟を落として席を立つ。

「……仕事が終わる、二十時に、ＶＥＮＵＳの裏口で」

「……っ」

「迎えに行くから、今度は誰にも邪魔されないように待ってろよ？」

　緩やかに上げられた口角と、誘うように向けられた流し目。私が返事を返す間もなく、社長はスーツのジャケットを手に取ると、颯爽と事務所を後にした。

「日下部さーん。なんで社長、怒ってたんですかぁ!?」

「わ、わかんない……」

　いつだって唐突な社長の後ろ姿の残像を追いかけながら呟いた言葉は本心だったけど。しばらくして冷静になった頃、ふと狩野くんを見てみれば、今度は彼が〝考える人〟になっていて……。なんだか少し、悪いことをしてしまった気分になった。

「……乗って」

　約束の二十時ちょうど。人ひと気けのない裏口で、言われた通りに誰にも見つからないように身を潜めていれば、見覚えのある車が目の前に滑り込んできた。

　開いた窓から見えた顔に、言われるがまま助手席へと乗り込めば、大好きなシトラスの香りに身体ごと包まれる。

「……下條さん、車」

「もともと、ＶＥＮＵＳがオープンしたら解禁の約束だったから」

　その子供みたいな言い分に、思わずクスリと笑みが溢れる。そんな私を確認してから、社長はアクセルを踏み込んだ。

　……久しぶりの下條社長の愛車は、とても居心地がよくて。たったそれだけで、疲れも吹き飛んでしまうような気さえして、現金な自分に苦笑いがこぼれる。

「日下部さんも疲れてるはずなのに、急に誘ったりして悪い。……少し、話したいことがあったんだ」

「話したいこと、ですか？」

「うん。とりあえず目的地に着いたら、ゆっくり話すよ」

　そう言う社長が、どこへ向かっているのかは、間もなく想像がついた。

　以前にも見たことのある景色。高いビルの群れを横目に、都会の喧騒を抜け出した頃、ほんの少し開けた窓から流れ込んできた、潮の香り。

　その香りに数カ月前と同様、年甲斐もなく胸を踊らせた私は、社長の運転する車の揺れに静かに身を任せて……今度は誘われるように、そっと、目を閉じた。




「着いたよ、日下部さん」

「ん……」

　けれど、私が覚えていたのは、そこまで。次に瞼を持ち上げた時には目の前に夜の海が広がっていて、驚きで身体が大きく跳ね起きた。

　え……えっ!?　私、もしかして……いつの間にか眠って……!?

「ごめん。もう少し寝かせてあげたかったんだけど、帰りが遅くなると明日もあるし、日下部さんが大変かと思って」

「す、すみません……！　私のほうこそ、気がついたら眠ってて……っ！　下條さんのほうが疲れてるはずなのに、こんな……本当に、すみません……っ」

　背もたれに身体を預け、いつの間に買ったのか缶コーヒーを手に持っている社長を見て、一気に血の気が引いていく。

　寝てしまったことはもちろんだけど、寝顔を見られたのかと思ったら心底恥ずかしくて、穴があったら今すぐ飛び込みたいくらい。

　というか、時間……！　私、どれくらい寝てたの!?

　慌てて携帯を取り出して時間を確認しようとしたけれど、それは不意に投げられた社長の言葉に阻まれた。

「大丈夫。一時間も寝てないよ。ここに着いてからは、二十分くらい」

「そ、そんなに……本当に、すみません……。私、失礼にもほどがある……もう下條さんに合わせる顔がないです……」

　俯きながら両手で顔を覆って答えれば、社長の優しい笑い声が落ちてきて、不覚にも胸がキュンと高鳴る。

　その笑い声に誘われるように顔を上げれば、私を見て柔らかに微笑む社長と目が合って……。その眼差しから、目を逸らすことができなくなった。

　本当に、今さらだけど……とてもキレイな顔立ち。どこまでもまっすぐで、揺るがない意志と行動力を備えた、聡明で、素敵な人。

　そんな人と今、またこうして夜の海に来ているだなんて、嘘みたいだ。こんなにも幸運な出来事が、二度も起きるだなんて。

「……俺的には、むしろラッキーだったんだけどな」

「へ？」

「だって、日下部さんといられる時間が長くなった上に、かわいい寝顔まで見られたし」

「……っ！」

「まぁ……ちょっと無防備すぎて、襲っちゃいそうにもなったけど」

　クスリと、言葉と一緒に誘うような笑みを向けられて、身体が沸騰したように熱くなった。

「ほら……なかなか寝顔まで、見せてもらえないから」

　ああ、もう……本当に、やめてほしい。

　社長はからかっているだけでも、私からすれば、そんなふうに甘い言葉を渡されるたび、不毛な期待をしてしまうんだから……。社長には、そんなつもりは少しもないとわかっていても、馬鹿な私の心が勝手に踊って、期待してしまうの。

「し、下條さん、からかわないでくださいっ。下條さんみたいに素敵な人に、そんなことを言われたら……女の子は誰でも、期待しちゃうんですから……」

「期待してもらえるなら、俺は嬉しいけど？」

「っ、だ、だから、からかわれるほうは困るんです……！　下條さんは相手が私だから言いやすいのかもしれないですけど、私だって一応、女なんですから……」

「日下部さん？　俺は、そういうつもりじゃ……」

「す、すみません、今さら、わかりきったことでしたよね……！　それより、海！　前みたいに、海の近くに行きましょう……！」

「え？　海……あ、ああ、うん。そう、だね。行こうか」

　戸惑いに声を揺らす社長に気付かぬふりを決め込んで、私は逃げるように助手席のドアを開けた。冷たいコンクリートの上に足を下ろせば、夜の空気が弱い私を足元から追い立てるように這い上がり、思わずブルリと身体が震える。

　――社長の顔を、まっすぐ見ることができなかった。結局、私はただの臆病者で。今ある現実も、社長の言葉もなにひとつ、受け止められずにいるだけだ。

「とりあえず、前に行ったところまで歩こうか」

　下條さん――下條社長は、どんなに手を伸ばしても、届かない人なのに。

「……なんだか、すごく久しぶりに来た感じがするね」

　夜の海を見つめる社長は宣言通り、以前と同じ場所に腰を下ろして息を吐く。その背中を確認してから私もまた以前と同じように……ほんの少しだけ距離を開けて、社長の隣に腰を下ろした。

「……律儀だね、日下部さんは」

　それはあの日に言われた言葉と同じなのに、どうしてか、胸が締めつけられるように痛んで、息をするのも苦しい。

　縮まらない距離。重ならない気持ち。届かない、思い。

　思い知らされてばかりの現実に、今度こそ、この恋の結末が見えた気がして――。結局、私たちの今の不思議な関係に幕を下ろしたのは、社長だった。

「……変わらないな」

「え？」

「今の日下部さんは、自信をなくしていたあの頃とはまるで違うのに……俺たちの距離は、あの時と少しも変わってない」

「……っ」

「それが、今の関係の答えなのか……」

「…………」

「もう、これ以上は……近づくことは許されないってことなのか？　迷惑、か？」

　困ったように笑いながら、そんなことを尋ねる社長がなぜか、泣いているように見えて、胸が苦しくなった。

　……わかってる。下條社長の求める愛は、私の抱く気持ちとは違うこと。

『杏って、彼女っていうより母親みたいな感じで、一緒にいても全然ドキドキしないんだよね』

　以前、元カレが私の心に大きな傷をつけたその言葉の通り、初めから社長が私に求めていたのは……母のような、愛。母親が子供に注ぐような愛情で、私が社長に対して抱くそれとはまったくの別物だから……。

「そう、ですね……」

　ぽつりとこぼした言葉は、自分に向けたものだった。

　私が社長に抱く恋心は、社長の言う通り、ただの迷惑なものにすぎないだろう。

　それは、そうだ。社長からすれば、私はその他大勢の社員のひとりにすぎなくて。そんな私から恋愛感情を向けられても、社長は困るに決まっている。

　もしかしたら、社長はとうとう私の気持ちにハッキリと気付いてしまったのかもしれない。だからこそ、今、私との距離を測りかねて、困惑しているのかも。

　遠回しに私へ、『諦めてほしい』と言っているのかもしれない。

「……そっか」

　だけど、私の言葉に返された言葉はひどく短く……そして、まるで溜め息のように小さな声だった。

　思わず俯いていた顔を上げれば、視線の先の社長は夜に染まった海をまっすぐに見つめていて。その、どこか遠くを見る横顔に目を奪われていれば、再び唐突に、思いもよらない言葉が投げられた。

「……話っていうのは、仕事のこと」

「仕事の、こと？」

「そう。……日下部さん、企画部で仕事をしてみる気はない？」

「え……」

　静かな夜の海で紡がれるソレは、夢か現実か。なにも心の準備ができていなかった私は、ただ流れる時間に身を任せることしかできない。

「日下部さんの今回の仕事ぶりを見て、企画部長から直々に要望があって。実は、すでに総務部長の耳にも入ってはいるんだけど……。一応、俺としては日下部さんの意思を確認してから……と、思って、話を止めてたんだ」

　本当に、思いもよらない提案だった。思えば、社長からされる提案はどれも、予想外のことばかり。

「今回、ＶＥＮＵＳの件で日下部さんには、かなり負担をかけたから。企画部長も総務部長も俺も……特別措置ではあるけど、日下部さんの意思を尊重しようという話にはなってる」

　そういえば……ＶＥＮＵＳがオープンしたのだから、私が社長に手料理を届ける必要もなくなるのかもしれない。あれはもともと、ＶＥＮＵＳのオープン準備で忙しい社長のために、私にもできることがあればと思って始めたことで……。

　今後は御用聞きの仕事もなくなるだろうし、社長室へ堂々と足を運ぶこともできないだろう。

　ああ……そうか。考えれば考えるほど――〝今〟が、いい引き際なんだ。

　だからこそ今、社長は私に話をした。不毛な恋を忘れて没頭できるであろう仕事まで与えてくれて。

　――今が、私の恋を終わらせる、いいタイミングなんだ。

　考えれば考えるほど、もう、答えはひとつに思えて仕方なかった。

「正直言って、今回の日下部さんの仕事ぶりを見て……俺も、日下部さんは企画に向いていると思った」

「私が、企画に……」

「今、企画部は女性がいないから。ＶＥＮＵＳや今後のことを考えたら日下部さんのような人材が必要だと、俺も思う」

「でも……」

「もちろん、すぐにとは言わない。もし企画部へ移るとなれば、総務部での引き継ぎもあるだろうし……とにかく、この件に関しては全面的に日下部さんの意見を尊重したいと思ってる」

「…………」

「日下部さん次第だよ。俺は、日下部さんなら企画部でも十分に力を発揮できると信じてる」

　――先ほどから繰り返し聞こえる波の音が、やけに寂しく、耳に届いた。それとは裏腹に、社長の言葉をどこか他人事のように聞いている自分に気がつく。

　だって私には、あまりにも夢のようで、もったいない話。けれど、これは紛れもなく、私自身の話。

　自分が今、置かれている現実についていけず、なんだかめまいがしてしまった。

「……少しだけ、考えさせてください」

　なんとか絞り出した精一杯の返事に、社長はなにも言わずに頷いてくれた。

　物事には好機というものがあって、まさにそれが今、社長にされた話だ。

「俺は、どんな答えでも、最善の方法で日下部さんを応援するよ。今日まで……俺の身勝手な感情で振り回した分、精一杯の配慮をさせてもらうつもりでいる」

　私には、あまりにももったいない言葉で……とても残酷な、別れの言葉だった。

「ありがとう、ございます……社長」

　ふたりの時は名前で呼んでほしいと言った、下條社長の声が今はもう遠い昔のように感じる。けれど、『社長』と、そう言った私の言葉に、一瞬だけ寂しげに瞳を揺らした下條社長も、もうそれ以上はなにも言わずに前を向いた。

　私が進むべき未来は、いったいどこにあるのか。

「……寒くなってきたし、帰ろうか」

　この時の私には、どの答えを選ぶことすら不正解のような気がして仕方なかった。










お味は、いかが？




　――雲ひとつない青空に、溢れる笑顔と祝福の言葉。真っ白なウエディングドレスに身を包んだ後輩と、そんな彼女を囲みながら飛び交う笑い声。そして、その中心から、まるで空を泳ぐようにキレイな放物線を描いて飛んできたのは……。

「……わぁっ!?」

　かわいらしい、ウエディングブーケ。




「もー、とにかく私のコントロールのよさ、完璧でしたよね！　最初から、日下部さんに向かって投げたんですから。あれでキャッチしてくれなきゃ、さすがの私にも手の施しようがないとこでした」

　三連休の最終日。小出ちゃんの挙式と披露宴が終わり、同じ式場で行われている二次会に私は参加していた。三度目のお色直しでかわいらしいミニ丈のウエディングドレスに着替えた小出ちゃんは、まるで空から降りてきた天使のよう。

「あはは。でも、まさかブーケをもらえるだなんて思ってもみなかったから嬉しい。素敵な幸せのお裾分けをいただきました。本当に、ありがとう」

　白いバラをベースに淡いピンクのバラを散りばめたプリザーブドフラワーでできたブーケは今、私の荷物の中にある。

「誰よりも日下部さんにもらってほしかったんですから、お礼を言うのは私のほうです。受け取ってくれて、ありがとうございました。それと……今まで、本当に、お世話になりました。日下部さんが先輩で、私は本当に幸運でした」

「……小出ちゃん」

　披露宴でも、ご両親への手紙以外では一切涙を見せなかった彼女が、涙混じりの声で唐突にそんなことを言うものだから、思わず私まで涙腺が緩んでしまう。

　ああ、もう、嫌だなぁ。年をとると、涙腺まで弱くなるんだから。

「私……日下部さんには、何度お礼を言っても足りないと思ってます。本当に本当に、ありがとうございました。仕事も辞めることで、皆さんにはご迷惑をおかけしてしまって、本当にすみません……」

「……なに、言ってるの。私のほうこそ、小出ちゃんみたいな素敵な後輩がいて、本当に幸せだったよ。今まで本当に、ありがとう。だから小出ちゃんはなにも気にせず、旦那さんと温かい家庭を築いて幸せになってね」

「はいっ」

「なにかあれば、今までみたいに、いつでも話を聞くから。その時はまた、ふたりでランチしようね。……なんて、こんなの、小出ちゃんがいなくなって寂しいって言ってるようなものだね？」

「も、もう……っ、泣かせないでくださいっ」

「あはは、それは、こっちのセリフ……」

　結局、涙を堪えることはできなくて、ふたりで手を取り合って、お互いに感謝の気持ちを伝え合った。

　小出ちゃんがいなくなって、寂しい。寂しい……けど。もしかしたら私も……総務部から、離れることになるかもしれないんだ。

「……そういえば、日下部さん」

「うん？」

「総務部から企画部に、異動するって本当ですか……？」

「え……」

「実は、少し前に総務部長と企画部長が話してるのを、偶然聞いてしまって……」

　まるで、そんな私の心の内を見抜いたかのように唐突に投げられた話題に、思わずジンジャーエールのグラスをとろうとした手が止まった。

「企画部が、日下部さんを欲しがってる……って」

　結婚式の二次会ではお決まりの、ビンゴゲームで盛り上がる会場内。その騒がしさから少しだけ離れて話す私と小出ちゃんは、それをどこか遠くで眺めながら、お互いの顔を見て少しの沈黙を作った。

　下條社長に異動の話をされてから、まだ二日。正直に言ってしまえば、いまだにその話自体が聞き間違いだったんじゃないか……なんて思ってしまうこともある。

　だけど、あの日、社長に言われた言葉は確かに鮮明に私の耳に残っていて、社長の気持ちも……いまだに私の心を、痛いくらいに締めつけている。

『俺の身勝手な感情で振り回した分、精一杯の配慮をさせてもらうつもりでいる』

　本当に、私にはもったいない言葉。でも……だからこそ私は、その気持ちに向き合って、きちんと答えを出さなければいけないのだと思い至った。

　簡単に決断できることではない。それでも今、ハッキリと言えることもある。

「これは、私だけじゃなくてね。誰にでも、言えることだけど」

　小出ちゃんが小さく頷いたのを確認してから、ゆっくりと言葉を紡いでいく。この数カ月を通して、私が〝仕事〟について思い至ったこと。

「世の中には、〝その人じゃないと、できない仕事〟も、たくさんある。だけど仕事って、そうじゃないことのほうが圧倒的に多いと思うの」

『確かに、日下部さんが今やってる仕事は、例えば今後、新しい誰かが入ってきてもできるような仕事かもしれない』

　それは以前、下條社長に言われた言葉。その後、社長は……それを踏まえた上で、大事なのは、その人がしている仕事の、プラスアルファの部分なのだと言っていた。

　だけど、それは裏を返せば、基本的な仕事の内容では、私や小出ちゃんがやっていた仕事も、結局は、いくらでも代わりがきくということなんだ。

「私たちがしているのは、誰にでもできること。いくらでも、代わりがきく仕事。だけど……それを嘆く必要なんてない」

　卑屈になる必要なんてないのだと、私は、今回のＶＥＮＵＳの仕事と……下條社長から、教えてもらった。

「そして、そんなふうに代わりのきく私たちは、いくらでも自由に選択ができるってことなんだ、って」

「……選択？」

「そう。例えば、小出ちゃんが寿退社をしたとしても、会社に申し訳ないだなんて思う必要はない。小出ちゃんの人生だもん。なにが大切かは小出ちゃんが決めることだし、誰になんと思われようと関係ないでしょう？　だって、自分が不幸になるような仕事なら、やってる意味がないもの」

「日下部さん……」

「だから、私だって同じ。総務部か企画部か、今の自分にとって最善なのは、どちらの部署なのか……それをよく考えて、答えを出さなきゃいけないと思ってる」

　言いながら、手元に視線を落とせば七年という、今までの道程が脳裏をよぎって懐かしい気持ちになった。

　……総務部に不満を感じたことは、一度もない。むしろ、総務部にいたからこそ、たくさんの経験を積ませてもらったと思ってる。

　クライアントレシピだって、総務部にいたからこそ作れたものだし……今回のＶＥＮＵＳの件も、社長との件だって、総務部にいたからこそ経験できたこと。

「それなら、日下部さんは……。今、日下部さんが思う最善は、いったい――」

「次は、十番!!」

「……あ、ビンゴ」

「え？」

「ビンゴの人は、手を挙げて前に出てきてくださーい！」

　司会進行を務める幹事さんの指示に応えるように手を挙げれば、隣の小出ちゃんが驚いた表情で私を見る。

「今ので私、ビンゴだったみたい」

　そんな小出ちゃんに苦笑いをこぼすと、ちゃっかりと前に出た私は、賞賛の言葉と共に景品をもらった。そして再び小出ちゃんの隣へと戻って腰を下ろす。

「……話しながら、ちゃっかりビンゴやってるあたりが、日下部さんらしいです」

「だって、せっかくの二次会だもん。参加できることは参加しなきゃ？　それに、見積書作りながら電話対応、これ、忙しい時の基本でしょ？」

　私の言葉に「確かに……」なんて頷く小出ちゃんを横目で捉えながら、たった今当たったばかりの景品の包装を解いていった。中から出てきたのは、一冊の本。それを見て、首をかしげた私とは対照的に、小出ちゃんが目を輝かせる。

「これ、私の好きな本なんです！　幹事の子も好きだって言ってたから、景品の中に入れたんだ！　うわー、これが日下部さんに当たって、なんだか嬉しい！」

「そうなんだ……これ、どんな内容の本なの？」

「んー。簡単に言うと、超イケメン社長と、料理が得意な平凡ＯＬのオフィスラブです。お互い思い合ってるのに、勘違いとすれ違いだらけで……すごいヤキモキするんですけど」

「へぇ……」

　小出ちゃんの説明を聞きながら、パラパラと数ページめくってみたけれど、さすがにそれだけでは詳しい内容はわからなかった。

　それにしても……イケメン社長と料理好きな平凡ＯＬの恋物語、って。今のこのタイミングで読んだら、感情移入しすぎてしまって、ダメージが大きいかも。

「このお話って……結末は、どうなるの？　そのイケメン社長と平凡ＯＬはうまくいく……？」

「えー、それを言ったらおもしろくないじゃないですかぁ。せっかくなので、最後まで読んでください！　イケメン社長の不ふ憫びんっぷりを、ぜひ堪能してください！」

　目をキラキラと輝かせながら、そんなことを言う小出ちゃんの勢いに押されて、それ以上は聞くことができなかった。仕方なく「わかった」と頷いて、その本をバッグの中へと押し込む。

「え……？」

　すると、タイミングよくバッグの中に収まっていた携帯電話が震えて、私は慌ててそれを手に取った。

「……狩野くんからだ。なんだろう」

　光る画面には狩野くんの名前が表示されていて、仕事でなにかあったのかと不安になった。けれど、さすがにここで電話を取るわけにはいかないと思い、慌てて席を立とうとすれば、小出ちゃんに「ここで出てくれていいですよ」と引きとめられる。

「でも……仕事の話だと、マズイし」

「私の結婚式が今日だって知ってるのに仕事の電話をかけてきたとしたら、最後にもう一発、ガツンと言ってやりますよ！　どれだけデリカシーないんですか、あの人っ。っていうか、狩野さんは、私から日下部さんを盗もうとしてるんです、絶対！」

「いやいや、私を盗むなんて、そんな」

「ぜーったい、そうです!!　もし日下部さんが総務部から企画部に異動になったら、あの人、調子に乗りそうだしっ。でも、プライベートの日下部さんはあげないんですからっ。今日は、私の結婚式なんだから、私を優先してくださいっ」

「あはは……」

　いつの間に、そんなライバルみたいな関係になったのか。

　私の腕をガッチリと掴んで離す様子のない小出ちゃんに苦笑いをこぼしながら、結局私はその場で電話に出ることになった。

「……もしもし」

《あー！　やっと出たぁ！　日下部さん、お疲れ様です！　狩野です、元気でーす！》

　周りの音を気にしながら出た矢先、電話の向こうから聞こえてきたハイテンションすぎる大声に、思わず携帯から耳を離してしまった。

「……狩野くん、酔ってるの？」

《酔ってないですよー！　酔ってますけど、酔ってないでーす！》

　……とりあえず、今ので仕事の電話じゃないことだけは、理解した。

　思わず溜め息をこぼすと、隣に座る小出ちゃんにも狩野くんの声が聞こえたのか、携帯を睨むように見つめている。

「やっぱり、日下部さんのことを連れ去ろうとする電話っ」

　……小出ちゃん。せっかくのかわいい顔が台なしだから、そんな怖い顔しないで。これは小出ちゃんの旦那さんのためにも、なるべく早く、この電話を切り上げる必要ありだ。

「ええと、狩野くん？　これは、なんの電話かな。私、今ちょっと出先なんだけど」

《そーいえばー、日下部さん聞きましたぁ？》

　いやいや、狩野くん。全然、話が通じてないからね。ホント、この酔っ払い。

「狩野くん、あのね、今ちょっと……」

《例のオープン日が重なった競合施設、オープンからのこの三連休、かなりヤバかったらしいですよー》

「え」

　早めに切り上げようと思ったら、思いもよらない話題が飛び出して、切るに切れなくなってしまった。それは隣に座る小出ちゃんの耳にも届いたらしく、私と同じように携帯に耳を寄せ、狩野くんの声を拾おうと黙り込む。

《なんかぁ、オープン日を大幅に早めたせいで、サービスの連携が全然とれてなかったらしくって。なんでも、レストランじゃビール頼んでから三十分出てこないのが普通だったみたいだし、露天風呂ではタオル切らしたりで大変だったって。それ以外のサービスもひどくて、お客さんから苦情の嵐だったらしいです》

「……そうなんだ」

《ＳＮＳの反応見ても、行ったお客さんが文句ばっか流してる感じだから、密かに気になってはいたんですけどね》

「……そっか」

　狩野くんの言葉に、そう答えるのが精一杯だった。

　相手は、今日までお互いを讃え合いながら第一線を走ってきた会社。それが今回、向こうの勝手な事情で不本意にもぶつかり合う羽目になってしまって、本来なら同情する余地なんてないのだけれど。だとしても……今の狩野くんの話を聞いて『ざまあみろ』だとか、そんな気持ちには到底なれなくて。

　むしろ、なんだかとても……切ない気持ちになってしまった。

《現・真野社長も、これで社長職から弾かれるかもしれないなんて話も出てるらしいです》

　現・真野社長も、こんなことになるなんて、少しも考えていなかったんだろう。これから、向こうの会社はどうなっていくのか。

「……その話は、誰から聞いたの？」

　的確な返事が見つからなくて、少しだけ論点をズラしたことを尋ねれば、《ああ、それはですねぇ》と、再び狩野くんの声が砕けて内心安堵の息を吐く。

《たった今、社長から聞いたんですよー！　なんか、うちの社員数人を、お客さんとして紛れ込ませてたらしくってぇ。社長ってば、スパイだなんて案外姑こ息そくなことしますよねぇ。でで、現・真野社長の話は、真野会長かららしいっす。ねぇ、社長？　って、全然、聞いてないしぃー！》

「えっ!?　今、そこに社長がいるの!?」

　予想外の狩野くんの言葉に思ったことがそのまま口をついて出て、慌てて口元を押さえたけれど後の祭りだった。

《ええー、いますよー。っていうか、日下部さんにも言ったじゃないですかぁ！　今日の夜は打ち上げだってー。それで今、企画部と営業部の何人かとー、あと社長も一緒にいるんですよー》

「あ、そういえば……」

　狩野くんの言葉に、今さらになって思い出した。

　そうそう、三連休の最後の日に打ち上げするって言ってたよね。

　あの時は、その話の直後に競合施設の件が起きたから、すっかり記憶から飛んでしまっていた。

　……そっか。社長は今、狩野くんたちと一緒にいるんだ。

　ぼんやりと、最後に見た社長の横顔を思い出したら、不覚にも胸が針で刺されたように痛んで慌ててその痛みに蓋をした。

　……いけない。もう、社長とのことは忘れようと決めたのに。

　社長から引導を渡されたのだから、私は潔くそれを受け取らなきゃいけない。

《ちなみに打ち上げは、十八時から始まってまーす！》

　その言葉に、ふと時計を見てみれば、時刻はもう十九時半を過ぎていて……。

　ああ、もうそんな時間なのだと、今さらながら自分が時間を忘れるくらいに、幸せな時を過ごしていたのだと思い知る。おととい、失恋したばかりだというのに。

　私は歳を重ねるごとに、とても図太く成長したらしい。

《っていうか、日下部さんこそ今どこにいるんですかぁー。暇なら今から、こっち来てくださいよー。社長はＶＥＮＵＳが無事にオープンしたってのに、なぜか元気がなくて、全然お酒飲まないしぃ》

「え」

《飲んでくださいって言っても、ずーっと烏龍茶なんですよ。なんかもう、元気ない通り越して死にそうだから、立石さんに連れ帰ってもらおうかって話も出てるくらいでぇ》

　狩野くんの言葉に、ドクドクと嫌な音を立て始めた心臓。

　下條社長に、元気がない？　ＶＥＮＵＳのオープンが、大成功を収めたというのに？

　そんなの……本当に、なにかあったんじゃないだろうかと心配になってしまう。

　今の私は心配する立場にないけれど、それでもやっぱり……相手は社長で、私の好きだった人、だから。

　もしかして、体調が悪いとか？　また、忙しいせいでろくになにも食べずにいて具合が悪いとか？

「ねぇ、狩野くん。社長は今、どんな様子で――」

《あー!!　そっかぁ!!　そういえば、今日は日下部さん、結婚式場に行ってたんでしたよね!!》

　だけど、そんな私の心配を一刀両断するように、再び大声を上げた狩野くんに、携帯から耳を遠ざける。

　……本当に、鼓膜がおかしくなるから突然大声を出すのはやめてほしい。

「結婚式場に来てるっていうか……小出ちゃんの結婚式に来てるの。今はもう二次会だけど」

《そうだよ、そうでしたぁ。確か会場はぁ、セント・アプリコットガーデンでしたっけ？　あそこ、外観もお城みたいでキレイですよねぇ。いいなぁ、そんなとこで結婚式挙げるとかぁ》

「え、と、狩野くん？」

　あのね、それよりなにより、私は社長の体調を聞きたくて……。

　だけど、そんな私の思いは、この酔っ払いに通じるわけもなく。タイミング悪くも結婚式のことを思い出したらしい狩野くんは、騒がしく話しながら、とても楽しそうに笑う。

《でも、俺も寂しいですよー！　だって、せっかく仲よくなったのにぃ、寿退社とかぁ!!》

「あ、あのね、狩野くん」

《っていうか、もしかして俺、空気読めてないです!?　うわー、大切な時に電話して、すいませんでしたぁ！　お幸せに!!　幸せ万歳!!　俺にもぜひ、幸せ分けてくださいねー！》

「あ、あのっ、狩野くん!?」

《それじゃあ、失礼しましたぁー！》

　プープーと聞こえてきたのは無機質な電子音。

　結局、マシンガンのごとく一方的にまくし立てるように話す狩野くんに押されて、社長の体調の真相は聞けずに通話は終わってしまった。

　……本当に、嵐のように過ぎ去っていってくれたよね。

　心の中で独りごちながら溜め息をこぼせば、隣に座る小出ちゃんも「全部聞こえてましたんで、お幸せにとかの報告は大丈夫です」と苦笑いしている。

　社長は本当に、大丈夫なのかな。今も無理して打ち上げに出てる、とかだったらどうしよう……。

　だけどそんなふうに思ってから、今さら冷静になって気がついた。

　今、私が社長の心配をしたところで……私には、なにもできないということに。

　だって、社長との関係を、社長への思いを断ち切ると決めた今、いつまでもこんなふうに、社長との繋がりを持っていたら意味がない。

　今までのように社長の近くにいたら……きっと私は、社長への思いを募らせてしまう。だから私は……社長と大して関わりのない、ただの一社員という関係に戻ると決めたんだ。

　社長のことを、諦めようと決めた。そして……諦められると、思ってる。だって私は、こうなることを初めから覚悟していたのだから。

　色をなくした携帯電話の画面をぼんやりと眺めていれば、胸には寂しさの塊が落ちてきた。

　この携帯電話の中には、社長の電話番号も残っているけど、それも……もう、消さないといけないのかな。

　――ひとりで考え込んでいれば突然、携帯を持つ手に温かい手が重ねられた。

　驚いて顔を上げると、そこには心配そうに私を見つめる小出ちゃんがいて。思わず瞬きを繰り返せば、小出ちゃんは苦笑いをこぼしてから、ゆっくりと口を開く。

「……私はもう、会社を辞めた人間なので。下條社長とも、なんの関係もない人間になりました」

「え」

「そんな私なので、あえて言わせてもらいますが……日下部さん。日下部さんは、下條社長と親密な関係でしたか？」

「……っ！」

「ずっと、そうなんじゃないかなぁって思ってました。……総務部の冷蔵庫の中にある保冷バッグが、増えた時から」

　小出ちゃんの言葉に、私は完全に返す言葉を失った。

　以前、総務部のパートさんに同じことを指摘された時、私は『妹だけじゃなく、弟のところにも料理を届けることになったんです』とごまかしたことがある。もちろんそれは、社長に迷惑のかかるような噂が社内で立たないようにするための嘘。

　だけど、パートさんよりも多く一緒の時間を過ごしていたはずの小出ちゃんには、一度たりとも冷蔵庫の増えた保冷バッグについて聞かれることはなかった。

「……私は、日下部さんにも幸せになってほしいです」

　そうか、小出ちゃんは、ずっと前から――私の気持ちに気付いて、見守っていてくれたんだ。

　今さらながら、小出ちゃんの優しさに気がついた私は、どうにも恥ずかしくなって曖昧な笑みをこぼすしかなかった。そんな私を見て、やっぱり心配そうに瞳を揺らす小出ちゃん。

　小出ちゃんの旦那さんは、幸せ者だ。こんなに優しくて素敵な子と、生涯を共にすることができるのだから。

「……ありがとう、小出ちゃん。でも、社長とは、そういうんじゃないの」

　ゆっくりと、ひと言ひと言を確かめるように言葉を紡げば、小出ちゃんも私の言葉に静かに耳を傾けてくれる。

「私は、社長のことが好きだった。でも、社長は……私と同じ気持ちじゃなくて。社長の勘違いを利用して……ただ、私が、そばにいたかっただけなの」

　言葉にすれば、なんてわかりやすい片思いなのだろう。二十九歳にもなって、こんなふうに不毛な片思いをするだなんて思ってもみなかった。

　相手はあの、下條社長。出会った頃から、私には手の届かない……雲の上の人。

「……だけどね、もう大丈夫。下條社長のことは諦めるって決めたし、自分でも思った以上にダメージは少なくて。ほら、今日だって小出ちゃんのおかげで、幸せな気持ちのまま、あっという間に時間は過ぎていったし」

　いまだに私をまっすぐに見つめる小出ちゃんから目を逸らして、畳み掛けるように言葉を紡ぐ。

　だって、そうでもしないと……小出ちゃんに、変な気を使わせてしまいそうで。

「最初から叶わない恋だってわかってたことだし、本当に、もう諦めがついてるの」

　私は、大丈夫なの、って。全部最初から、わかってたことだから、って。

「だからね、私から言えることは、もうなにもなくて――」

「……はじめて、日下部さんをかっこ悪いと思いました」

「……え」

「っていうか、心の底からガッカリしました」

　……小出ちゃん？

　突然の思いもよらない叱責に、驚いた表情で固まれば、小出ちゃんは先ほどの狩野くんからの電話の時のように眼光鋭く私を見た。それに思わずたじろげば、盛大な溜め息をつかれて、やっぱり天使のような姿とは裏腹に、マシンガンのごとく口を開く。

「私が知ってる日下部さんは、おっとりしてるように見えて、仕事はめちゃくちゃ速くて正確だし、総務部だけじゃなく営業部からもすごく頼りにされてて、まさに会社の都合のいい女です」

「会社の都合のいい女……」

「仕事にはいつも真摯に向き合うし、他の誰もやらないような雑務までやったり、パートさんや後輩のフォロー、総務部長への気遣いも忘れない、あざとさの塊みたいな人」

「あ、あざとさの塊……」

「癒やし系な見た目と雰囲気で趣味は料理です、なんて、その他大勢の女から見たら、ポイント稼ぎもいい加減にしてよって感じこの上なくて」

「……ポイント稼ぎ」

「それなのに本人は、そういう自覚はまったくなくて。傍から見たら不器用っていうか器用貧乏っていうか宝の持ち腐れっていうか、ただのもったいない人っていうか」

「ど、どこからツッコんでいいか」

「……でも。そんな日下部さんは、いつも自分に自信なさげなくせに、いざとなると問題から逃げずに立ち向かう、芯の強い人です」

「……っ」

「そんな日下部さんを、私はずっと尊敬してたし、ずっとずっと大好きでした」

　そこまで一気に言うと「ふんっ」と鼻を鳴らして、ソッポを向いてしまった小出ちゃん。そんな彼女を眺めていたら、再びジワジワと涙腺が緩んで視界が滲んだ。思わず唇を噛み締めて涙を堪えれば、私に背を向けたまま、小出ちゃんが静かに立ち上がる。

「あ、あの、小出ちゃん……っ」

「……報告は、次のランチでお願いします」

　私の言葉を遮って、それだけを言い残すと、コツコツとヒールの音を響かせ去っていく。その背中を、私は呆然と見つめるしかなかった。

　そのまま彼女はマイクを持つ新郎の隣に座ると、驚く彼のグラスを奪って男らしく……一気飲み。そんな小出ちゃんを、新郎の旦那さんはオロオロと見つめながらも、彼女を支えるように肩に手を回した。

　……ごめんね、小出ちゃん。そして、ありがとう。

　心の中で呟いた言葉はきっと、優しくて強い……素敵な彼女に届いただろう。

　気がつけば窓の外は夜に染まっていて、温かな灯りが私たちを包むように照らしていた。




「それじゃあ、三次会希望の人は、駅前のカラオケ屋を押さえたんで――」

　司会進行兼幹事さんの提案に失礼のないように断りを入れ、ひと足先に二次会の会場を出た私は、ひとりで結婚式場内を歩いていた。

　都心とは思えないほど丹念に作り上げられた庭園を眺めながら、たったひとりで歩いていると、本当にどこか別の国に迷い込んだんじゃないかと錯覚する。

　……そういえば、チャペルも素敵だったなぁ。

　重厚な木の扉と、聖歌隊の歌声、真紅のバージンロード。その上を歩く純白のウエディングドレスを着た小出ちゃんは、本当にキラキラしてて、とてもキレイで……思わず見惚れた。

　新郎新婦と、たくさんのゲストを囲むように装飾された、煌めくアンティークステンドグラスも本当に素敵で。

　……もう一度だけ、見てみたいな。

　結婚の予定もない私が行ける場所ではないとは思ったのだけれど……考えているうちに足は自然と、チャペルへと向かっていた。

「……嘘」

　半ば諦めの気持ちと共に訪れたチャペルの前で、私は思わず声を漏らした。

　入れないと思っていたチャペルには灯りが点っていて、【ご自由にご見学ください】という立て看板が置かれていたのだ。その下の説明を読めば、挙式のない時間は自由に見学できるように開放されているらしい。

　心の中で、この奇跡に感謝をしながら、ゆっくりとチャペルの中へと足を踏み入れた。そして、まっすぐに歩を進め……一番大きなステンドグラスの前で足を止める。

　……本当に、キレイ。

　昼間の木漏れ日の差し込むチャペルも素敵だったけど、夜は月明かりに照らされたステンドグラスが幻想的で、思わず時間を忘れそうになった。

　このまま、ここで……本当に、時間を忘れていられたらいいのに。明日からまた、いつも通りに仕事が始まるのかと思うと……少し、明日が来るのが嫌になる。

　だって、明日から小出ちゃんはいないし、ＶＥＮＵＳの仕事だって密接に関わることもなくなるだろう。……なにより、下條社長と会社で会えることも、話すこともなくなるのだと思ったら、寂しくて。

「……っ」

　考えたら自然と、頬を伝って涙の雫がこぼれ落ちた。

　それはまるで、私の心が泣いていることを教えてくれているようで……。

　――なんだ、私。ホントは少しも、社長のことを諦められていないじゃない。

　明日が来るのが嫌なんて、そんなの本当は、社長から離れることがつらいせい。明日からは以前のように、たいした関わりもない、社長と一社員に戻るのかと思うと悲しくてたまらないんだ。

　……馬鹿だなぁ、私。

「下條さんのことが、好き……」

　こぼれた本音と一緒に、再び涙の雫が頬を伝い落ちて、大理石の床に弾けて消えた。

　この気持ちは……簡単には消えてくれそうにない。

　いつも優しいのに、時々すごく強引で。不意に見せる切なげな表情も、子供みたいな笑顔も、全部大好き。

　突然すぎて困ったり、社長の見せる思いもよらない一面や、公私混同に振り回されても、少しも嫌だなんて思わなかった。

　問題に直面してもまっすぐにぶつかっていく姿や、いざという時の決断力。

　そんな社長のすべてが、私は――どうしようもなく愛しくて……たまらないんです。

「……っ、杏っ!!」

　突然、名前を呼ばれて、声がしたほうへと弾けるように振り向いた。

　すると、そこには――思いもよらない人の姿があって、思わず目を見開いて固まった。

　ああ、私……本当に、どこか変な場所へと迷い込んでしまったのかもしれない。目の前に、いるはずのない人の姿が見えるなんて、どうかしてる。

「っ、杏」

「下條……さん」

　だけど、お互いの存在を確かめるように名前を呼び合えば、それだけで痛いくらいに心臓が高鳴って……。これが、現実なのだと教えてくれた。

　視線の先にいる下條社長は、いつもきっちりと着こなしているスーツも、上品にセットされている髪も乱れている。それだけではなく、呼吸も荒い。

　いつだって余裕たっぷりに笑う彼の姿はどこにもなくて。

　そのまま、しばらく声もなく呼吸を整えていた社長は、不意に視線を上げるとまっすぐに私のもとまで歩いてきた。

　まるで、バージンロードを歩く花婿のように、一歩一歩。これじゃあまるで……順序が、逆だけれど。

「……なんで、泣いてるんだ」

「……っ」

「どうして、こんなところでひとりで泣いてるのかって聞いてる」

　だけど、私の目の前で足を止めた社長はなぜか……ひどく、怒っていた。

　どうして社長がそんなふうに怒っているのか、今の私にはさっぱりわからなくて、ただその強い瞳を見つめ返すことしかできなかった。

「大体にしてっ、今までの状況から、どうして急に結婚なんて話になったんだよ……っ！」

「……え？」

「アイツには、本命の彼女がいたんだろ!?　だったら結婚するのは杏じゃなくて、そっちとだろ!?　それとも、本命とダメになったから、杏と結婚するって言い出したのか!?」

「…………」

「言っとくけど、そんな理由とその程度の気持ちでする結婚なんて、俺は絶対に認めないっ。アイツが杏を心の底から愛して幸せにすると言っても、俺はアイツとの結婚だけは絶対に――」

「ちょ、ちょっと待ってください、下條さん……」

「なんだよ！　杏は、アイツをかばうのか!?」

　いや、そうじゃなくて……。

「その……〝アイツ〟って、誰ですか……？」

「……は？」

　突然現れて、わけのわからないことを言い出した下條社長に、思ったことをそのまま口にした。彼の眉間に盛大なシワが寄って、思わず腰が引けてしまったけれど、本気で意味がわからないのだから仕方ない。

　だって……だってね？　社長の言っていることは、私には本当になにひとつ理解できなくて。その中でも、〝アイツ〟が誰なのか見当もつかないから。

「アイツは、アイツだよ！　杏が、ずっと好きで〝都合のいい女〟をやってる――陽くんだよ!!」

「……陽？」

「そうだよ、他にいないだろう!?　杏が惚れてる以上、彼に関して口出しするのは最善じゃないと思って今日まで静観していたけど……まさか結婚だなんて、俺は絶対に認めない!!」

「よ、陽と結婚……？　ちょ、ちょっと待ってください、下條さ……」

「この状況で、待てるわけないだろ!?　っていうか、こんなことになるくらいなら、俺は杏のことを諦めるべきじゃなかった……！　やっぱり無理やりにでも奪って引き離すべきで――」

「よ、陽はっ！　私の……弟、ですけど」

「……え？」

「陽は……私の、弟の名前です」

「……は？」

　言葉を遮って事実を告げれば、下條社長は壊れたパソコンのようにフリーズしてしまった。

　だけど、本当のことなんだから仕方ない。今の話の流れからいくと……社長はどこでどう勘違いをしたのか、陽を私の結婚相手だと思っているということで。

　いやいや、本当に、なにからツッコんでいいのかわからないんだけど。どこをどう勘違いしたら、私と陽が結婚するなんて話になるの？

「……今日は、陽くんと結婚式場を見に来てるんじゃなくて？」

「今日は、総務部にいた小出ちゃんの結婚式に参加してたんです」

「……陽くんには別に本命の彼女がいるけど、それでも彼が大切で離れられないんじゃなくて？」

「確かに陽には彼女がいますけど……そもそも陽と私は姉弟の関係だし、私には大切な家族だから離れることはないですね」

「……陽って名前の、弟以外の心当たりは？」

「弟以外に、私の知り合いで〝陽〟という名前の人はいないです」

　社長の目を見てキッパリと告げれば、数回瞬きを繰り返した彼は突然片手で口元を抑えて目を泳がせた。その反応に、今度こそ固まっていれば、そんな私を見て、やっぱり困惑気味に瞳を揺らす下條社長。

「……え、ちょっと待って。いや、ホント……いや、アレ？　じゃ、じゃあ……あの、一番最初にもらった料理は……」

「料理？」

「相手が突然出張になったせいで無駄になった料理……。あれも、陽くんに渡す予定じゃ」

「……あれは、妹の蘭に渡す予定だった料理です」

「い、妹？」

「はい。私、毎週月曜日に、忙しい妹のところに料理を届けてるんです。それで、あの日は妹が急に出張になったから……って。下條さんには、そのこと言ってませんでしたっけ？」

　言いながら、今度は私が首をかしげる番だった。

　確か、私、下條社長に言ったよね？　だから、過保護な上にシスコンだと思われても仕方ない……って。それだけならまだしも、彼氏もいない寂しい奴だと思われたかもしれないと私は思って……アレ？

「……ごめん。ちょっと、色々、整理ができずにいるんだけど」

「……はい」

「とりあえず、結婚する予定はないってこと？」

「え、と……はい。というか、結婚どころか彼氏すらいません」

「……そうか」

「はい……」

「……そっか」

「……はい」

「そうか、そっか……そういうことかぁ……ハァ、俺はもう、てっきり……ハァ」

「下條さん？」

　盛大な溜め息を吐き出して、その場にうずくまってしまった社長に、困惑するよりほかなかった。だって、どうして社長がこんなふうに私の結婚話を気にするのか、その意味も理由もまったく理解できなくて。

　そもそも……どうして、下條社長がここに？　狩野くんたちと、打ち上げに参加していたんじゃないの？

　だけど、私がその理由を尋ねるより先に、ゆっくりと顔を上げた社長が、どこか拗ねたような口調で、その理由を教えてくれた。

「……狩野が、杏が結婚式場に行ってるって騒いでたから。それで、もういてもたってもいられなくて、打ち上げを飛び出してここまで来て……」

「え」

「だって、杏が結婚式の打ち合わせかなにかで結婚式場に来てるんだと思うだろ。お幸せにとか、アイツ、大声で叫んでたし……」

「確かに……」

「俺には、杏のことを止める権利がないと思って躊ちゅう躇ちょもしたんだけど。でも……どうしても、黙っていられなくて……」

「下條、さん……？」

「俺は……やっぱり、杏のことを諦められない。杏にはその気がなくても、やっぱり杏のことを幸せにするのは俺がいい。だから……俺じゃ、ダメかな？」

　いったい、下條社長は、なにを言って――。

「俺と、ずっと一緒にいてくれない？」

　困ったように笑いながら膝を折り、私の手を取って、まるでおとぎ話の王子様がお姫様に求婚をするかのように私を見上げる社長に、胸が早鐘を打つように高鳴った。

「今度こそ勘違いのないように伝えると、これはお付き合いの申し込みじゃなくてプロポーズ、だから」

　プロポーズ、って……。これは本当に、いったい、なにが起きてるの？

　ステンドグラスに囲まれた美しいチャペル。まるで中世のヨーロッパを思わせるこの場所で、私は今、いったい、なにを。

「それとも……彼氏はいないけど、他に、好きな奴がいる？」

「っ、そんな人……っ」

『いません』と言いかけて、言葉が止まった。

　だって……今目の前にいる、この人が。下條社長が……私の好きな人なのに。

「……杏？」

　だけど、そうは思っても簡単には状況のすべてを受け入れることはできなかった。

　だって、相手は下條社長。会社の女子社員の憧れの的で、私には到底手の届かない雲の上の人。

　人目を引く美人でもないし、スタイルだって普通、ＴＨＥ・平凡なＯＬの私には、まるで手の届かない……誰もが認める御曹司なのに。

「……あのさ」

「え」

「前にも言ったけど、俺は欲しいと思ったものは、なにがなんでも手に入れてみせる。それが、仕事でも……好きな人、でも」

　黙り込んでしまった私の代わりに、再びゆっくりと言葉を紡ぎだした下條社長は、先ほどとは打って変わって真剣な表情で私を見据えた。そのまっすぐな瞳から、少しも目が離せない。

「もちろん、例外はある。俺のせいで相手が悩んで苦しんだり、つらい思いをするくらいなら、それは……さすがに俺も、身を引くことを考える」

「…………」

「だけど、もし。もしも、そうじゃないんだとしたら、俺は――」

「っ!?」

「悪いけど、一歩も引く気はないよ」

　言葉と同時に突然腕を引かれて、私は膝をついたままの社長に力強く抱き寄せられていた。

　求めていた体温と、伝わる鼓動に再び目に涙が滲む。私の身体には下條社長の思いが流れ込んできて……。

　ああ、そうだ。彼だって、社長である前に……ひとりの男の人だった。

　雲の上の人、手の届かない人なんて……そんなの、周りが勝手に決めたこと。臆病な私が作った、言い訳だ。

「俺は、これからは堂々と、杏のことを愛したい」

　……私はいったい、なにを見ていたんだろう。なにを、見てきたの？

　社長の言葉も、行動も。今日まで、私は、いったいなにを。

「俺は、ずっと……営業部にいた頃から、杏のことが――」

「……下條、さんっ」

「うん？」

「私……下條さんのことが、好きです……っ」

　社長の言葉を遮って、声を絞り出すようにそう言えば、見上げた先の彼は驚いたように目を見開いた。

　今、きっと社長は困惑してる。もしかしたら、なにを今さらと思っているかもしれない。だけど、今……どうしても今、伝えたかったの。社長の言葉を聞くより先に、どうしても私は、私の言葉で彼に気持ちのすべてを伝えたかった。

「本当は……っ、手が届かないから無理だなんて、ただの言い訳でしたっ。社長と一社員の関係のままでなんていたくありませんっ。他人のままでいいなんて、全部嘘……。私は下條さんの全部が欲しいっ。心も身体も、愛し合いたい……！」

「……っ」

「下條さんのことが、どうしようもなく好きなんですっ。不釣り合いだと思われても、不相応だと言われても、それでも私は下條さんが疲れた時に、誰よりもそばで心配できる相手でいたい……っ」

　私はきっと、この恋だけは、諦めることなんてできないから。

「私は下條さんの、一番近くにいたいです……！」

　心も身体も美しくいられる、私の〝美味しい恋の作り方〟は、いつでも自分の気持ちに素直でいることだと気がついた。

「私、下條さんの隣に並んでも恥ずかしくないような女になれるように、努力します……っ。具体的になにを頑張ればいいのかは、まだわからないけど……でもっ、絶対いつか、堂々と隣に並べる女になりますっ!!　だから、私……っ」

　下條社長に思いのすべてをぶつければ、彼は驚いた表情のまま固まってしまった。

　だけどもう、これ以上、恥をかくことなんてない。

　私は、絶対に離れてやるものかと彼の身体に自分の身体を擦り寄せた。

　……大好きな、シトラスの香り。それを感じるだけで胸は幸せに包まれて、どんな時でも強くいられる気がするの。

　私は、私らしく。この人がいれば、自信を持って、前を向いていられる気がする。

　それは、いつだって下條社長が私という存在を認めてくれるから。たいした取り柄もない、平凡な私を、たくさんの人の中から見つけてくれたから――。

「……もう、ホント、勘弁して」

「え……」

「俺は、どれだけ振り回されるんだ……」

　上から落ちてきた、その思いもよらない言葉に弾けるように顔を上げると、やっぱり困惑に表情を染めた下條社長と目が合った。

　……もしかして、重い女だと思われた？　面倒な奴だと思われた？

　一瞬、そんな不安を抱いて瞳を揺らせば、すぐに彼の言葉に一蹴される。

「……俺は今日まで、ずっと我慢してきた」

「下條、さん……？」

「本当は、欲しくて欲しくてたまらなくて。だけど、傷つけるくらいなら……笑顔にできないくらいなら、そばにいることは迷惑でしかないと思って」

　慈しむように、頬に添えられた手。その手はとても温かく、優しさで溢れてる。

「それでも俺は、やっぱり杏のそばにいたい。俺が、絶対に幸せにするから。杏が望むなら、毎日抱きしめるし、呆れるくらいに心を注ぐ。杏が自分という人間の価値に気付くまで、いくらだって、そばで愛を伝えてみせるから。だから、杏、もう今すぐに――」

　重なる唇は、誓いのキス。

「俺に、杏の未来の……すべてをくれないか」

　伝えられた言葉は、永遠を誓う、愛の言葉だった。










おかわりも、ありますよ




「……本当に、それでいいの？」

　静寂に包まれた、社長室。デスクに座る社長の前に立ち、笑顔を見せれば、我が社のトップは呆れたような溜め息をついた。

　だけど、これが私の選択だから。私が決めた、答えだから。

「はい。私は、これからも総務部で頑張りたいです。なので、申し訳ありませんが、今回のお話はなかったことにしてください」

　いまだに納得のいかない様子の社長を前に、キッパリとそう告げた。

　それを聞いて、今度こそ諦めたように背もたれへと身体を預けた下條社長。それは社長の降参の合図で、私の顔には再び笑みが浮かんだ。

「とても、光栄なお話でした。だから、企画部長にも、どうかよろしくお伝えください」

　私を欲しいと言ってくれた企画部には本当に申し訳ないけれど、私にはまだ……総務部でやりたいことがある。

「……それで？　一応、その企画部長に伝えるためにも理由を聞かせてくれる？」

　はぁ、と再び溜め息をついた社長は、ゆっくりとデスクから立ち上がると、私のそばまで歩を進めた。

　今日も、ダークブラウンのスリーピーススーツをスマートに着こなした社長に思わず見惚れそうになり、慌てて後ろへ足を引く。だけど、そんな私を逃さないとばかりに素早く腰に手を回した社長は、すっかりご機嫌な様子で私をソファへと誘導すると、先に座った自分の足の間に私を座らせ、私の腰に腕を回した。

　近すぎる距離感に、ちょっと警戒心を抱いてしまうけど……さすがに今は仕事中だし、社長も分別をわかってるよね？

「私、クライアントレシピを、もっと増やしていきたいんです」

「クライアントレシピを？」

「はい。ＶＥＮＵＳの成功で、これからクライアントさんや関係各社との関係はもっと密接になっていくと思います。もちろん、新しい取引先も増えていくはずです。そうなった時に、私はその詳細をまとめるクライアントレシピを、これからも増やしていって会社に役立てたいと思いました」

　誰にでもできる仕事をしている、代わりのきく自分。だけど、いつまでも代わりのきく存在でいるのは嫌だから。だったら、自分の会社での存在価値を、自分自身で作っていきたいと思ったの。

　……なんて、まだまだ私みたいな未熟者が偉そうに言えたことじゃないけれど。だけど、いつか……。

「それで、いつか……私が作ったクライアントレシピを引き継いでくれるような、そんな人に会えたら嬉しいです……」

「……へぇ」

「私が始めたクライアントレシピが、この先の会社の未来に残っていったらいいな、って。それが私の、今の小さな夢なんです」

「全然、小さな夢じゃないと思うけどね？」

「社長に比べたら、全然です。だけど、会社の便利屋さんなら、会社の便利屋さんを極めてみせます。だから、見ていてください。〝総務部の日下部さん〟の名前を、社内どころかクライアント中に、轟とどろかせてみせます」

　堂々と、そんな大きすぎる宣言をしてから、なんだか恥ずかしくなった私は逃げるようにソファから立ち上がろうとしたのだけれど……。それは社長が許してはくれず、身体に回した腕をさらに強めた彼に、今度こそしっかりと抱きしめられた。

「……そんなことしなくても、すぐにでも杏の名前は会社に関わるすべての人間に轟くけどね」

「え……」

「俺と結婚して、俺の奥さんになったら、杏の存在を知らない人はいなくなるくらい――俺は、杏のこと、自慢してまわる」

「下條、さん……っ」

「俺の奥さんは、仕事もできて会社のこともよく考えてくれて……さらには料理上手で、俺のことも大切にしてくれる、最高にイイ女なんだ、って」

「……っ」

「……だから、もう、早く結婚しよう」

　言葉と同時に、ぞくりと身体に走った快感。いつの間にかブラウスの裾から手を忍ばせた社長の指が、直に私の肌をなぞっていく。

　その弄ぶような指使いに思わず息が上がっていって、慌ててその手を押し止めようとしたけれど、それはたいした抵抗にもならずに捕まってしまった。

「し、下條さ……っ、今、仕事中です……っ」

「んー？　俺は、たった今、プロポーズ休憩入ったとこ」

「プロポーズ休憩って、なんですか……！　っていうか、私はまだ仕事中だし、それにここ、社長室だし……っ」

「社長室で、杏にいたずらするの、俺の夢だったんだよね」

「な……っ」

「それにコレは、お仕置きだから」

「え……？」

「さっき、俺のこと『社長』って呼んだ。ふたりきりの時は、名前で呼べって言っただろ？　それに……前に、海でも『社長』って呼んだから、それも含めてお仕置きしないと」

「……んっ!?」

　気がついた時にはもう後頭部に手が添えられていて、引き寄せられるように唇と唇が重なった。強引なはずなのに優しいそのキスに、道徳も常識も、すべてがあっという間に頭の片隅へと消えていく。

　深く、私を求めるように絡められた舌。どちらともなく溢れる吐息は甘くて、それだけで、もうなにも考えられなくなる。

　いつの間にか強く掴んだ彼のシャツにシワが寄ることも、もし今誰かが入ってきたらどうしようと思うことも忘れて、私はひたすらに彼から与えられる熱に溺れてしまった。

「や……っ、下條さ……」

「本当は……少しも嫌じゃないくせに。素直に、もっとしてって、ねだってみろよ」

「そん、なの……」

「できないなら、できるようになるまで離さない。杏がここに来るたびに今を思い出すくらい、たくさん乱れさせてやるから覚悟しろ」

「……っ！」

　背中を撫でていた手が身体の前へと移動した。ゆっくりと私を弄ぶ彼の手に、今度こそ口端から甘い声が漏れて、それをキスで塞がれる。

「……は、ぁっ」

　それから、どれくらい唇を重ねていただろう。乱れた吐息に甘えるように彼を見上げれば、ひどく熱のこもった瞳で見つめられ、今度こそ彼から逃げることは頭の中から消えていた。

「あのさ……そんな表情で見つめられると、今すぐ、めちゃくちゃに抱きたくなる」

「……っ」

「早く、俺に食べさせてよ。――杏の、甘い身体も心も、全部」

「ひゃ……っ」

「なに、今の声。イチイチ、かわいいな」

　熱に溺れた言葉と同時に、私の身体は呆気なく、革のソファの上へと倒された。私に覆いかぶさって、悠々と見下ろす彼の瞳は捕食者のそれで、思わずゴクリと喉が鳴る。

　ちょ、ちょっと、待って。まさか本当に、この場所で……？

　さすがに冷静になってきて、慌てて社長の身体を押し返すように手を添えたものの……彼はその手を掴んで、そのままソファへと縫いつけた。

「ここまできて、お預けとか、どれだけ悪い女だよ……？」

「……っ！」

「悪い子には、やっぱりお仕置きが必要だよな？　いや……この場合は、社長が社員にする指導、かな――」

　そこまで言った下條社長が、再び私の唇を塞ごうと顔を近づけた時。――コンコン、と軽快に響いたノックの音。

「し、下條さ、ちょっと――」

「……失礼しまーす、下條社長。この間のＶＥＮＵＳの企画の件なんですけど、次はもっと健康を考えたメニューにしてみたらどうかと……って、ギャアァア!!」

　ああ、もう……穴があったら、今すぐ掘ってでも入りたい。




『……いや、なんていうかね？　俺は悪くないと思うんですよ。俺はね、なにも見てないと思うんですよ。そんなね、社長が社長室で日下部さんを押し倒して、仕事中に、ナニを始めようとしてたかなんて。仮にも我が社のトップともあろう人が、職務中にそんなことしてるなんて幻滅……いや、それはもう俺はなにも悪くないと……』

　あの後、とにもかくにもテンパッている狩野くんと、完全に自分が悪いのに不機嫌全開で狩野くんを睨む下條社長。そんなふたりに囲まれながら、真っ赤になって俯く私は、なにも言葉を発することができなかった。

　……でも、アレは、社長が悪いよね？

　そりゃ確かに、ちゃんと止めなかった私も悪いけど、だけどアレはホントに……。

「おーい。まだ、落ち込んでるの」

「…………」

「ご飯、冷めちゃうけど」

　……この人の鋼の心臓って、仕事以外では結構厄介だ。

　下條社長の家で食卓を囲みながら、呆れたような溜め息をついた彼を恨めしげに見つめれば、「いただきます」と視線ごと流された。

「……なに、このカレー。めっちゃうまい」

　だけど次の瞬間には子供のように目を輝かせる彼を見て、自分が好きになった人は、こういう人なのだから仕方ない、と今さらながら思い至る。

「……カレーは、最初に玉葱を飴色になるまで炒めるとコクが出て美味しいんです。ルーも、市販のものをいくつかブレンドしました。おかわりもあるので、たくさん食べてくださいね」

　そう言って溜め息交じりに微笑めば、「やった」と本当に嬉しそうに笑う彼が……愛しくて、たまらない。

　ああ、もう。本当に、私はこの人が好き。

　普段は誰が見ても完璧で、付け入る隙もない人なのに……時々、子供のようになったかと思ったら、どうしようもなく甘くなって。

　この先、この人といられたら、どれだけ幸せだろう。どれだけ、この人を愛しいと思うだろう。

　考えたら考えただけ胸は彼という存在に埋め尽くされて、恋をすることには年齢なんて関係ないのだと思い知った。

「……そういえば、ずっと疑問だったんですけど」

「うん？」

「下條さんは……いったい、いつから……その、私のことを、好きでいてくれたんですか……？」

「……っ、ゲホっ、ゲホ」

「す、すみません、こんなタイミングで……。でも、その……ずっと、気になってて。あのチャペルで、下條さんは営業部の時から……みたいなことを言ってくれたけど、私には思い当たる節がまったくなくて……」

　カレーをすくったスプーンの手を止めながら、下條さんを窺うように見れば、手元の水を一気に喉に流し込んだ彼が恨めしそうに私を見た。

　……そんな顔、しなくても。だって、誰もが認める我が社のトップである下條社長を、どうして過去の自分が射止めたのか、さっぱりわからないんだもの。

「……俺が、営業部にいた頃」

「え？」

「たまに、杏のところに仕事を頼みに行ってただろ？　その時……俺、すごく調子が悪い時があって。社長就任の時期を親父に言い渡されて、『それまでに精一杯精進しろ』ってプレッシャーをかけられている時期だったんだけど……」

　どこか、懐かしむように。大切な思い出を宝箱から出すように、丁寧に言葉を紡いでいく彼は、私を見てとても柔らかに微笑んだ。

「その時、たまたま、杏に言われたんだよ」

「私に？」

「うん。お昼休みに、デスクでのんきにお弁当を広げている杏に、八つ当たりの皮肉交じりに『随分、美味しそうなご飯と余裕のランチタイムだね』って声をかけたんだ。そしたら、その時の杏が……」

　胸がトクンと高鳴って、彼の声に昔の私たちが蘇る。

「『ありがとうございます。下條さんに褒めてもらったら、今日のご飯がもっと美味しく食べられる気がします』って、嘘のない花が咲いたような笑顔で言ったんだ。そしたら、嫌味半分で声をかけた自分が、心の底から恥ずかしくなった」

　苦笑いをこぼす下條さんを前に、私は目を見開いて固まるしかなかった。

「プレッシャーに負けて年下のかわいい女の子に八つ当たりとか、黒歴史だろ？　ホント情けない奴だし、恥ずかしくて本当は言えた話じゃない」

「そんな、こと……」

「だけど、そのおかげで俺には新たな夢ができたんだ。あの時の、杏の言葉と笑顔を見て……俺はいつか、世の中に女性の笑顔を増やせるような、そんな仕事がしたいって。いつか……心も身体もキレイになる、美味しいものを食べて幸せになれる場所を、作りたい……って、思ったんだ」

「……っ」

「だから、杏はあの頃から俺の救世主。俺の、たったひとりの――ＶＥＮＵＳ」

　社長の言葉に思わず声を失って、あっという間に滲んだ涙をごまかすように視線を落として俯いた。

「今さらだけど、ありがとう。杏がいてくれたから、今の俺がいる」

　……こんなことって、あるのかな。

　たったひと言で、平凡だった私の世界が変わる。なにげない毎日に新しい風が吹いて、見たことのない場所へと連れていってくれる。

「まぁ、そんなわけで。今のが、俺が杏に心惹かれた理由。もちろん、それからの月日でさらに思いは募って、杏の手料理を食べた瞬間胃袋を掴まれて、リミッターが完全に壊れた」

　だけど、そんなふうに世界を変えるのは、いつだって自分次第なのだと教えてくれた。現状に嘆いてばかりではなにも変わらない、変えられない。少しでも変わりたいと思ったら、自分の力で自分を信じて踏み出すしかないのだと。

「……ってことで、杏が俺に惹かれた理由は、この後じっくり聞かせてもらおうかな」

「へ？」

「もちろん、ベッドの中で。今までお預けされてた分、杏が嫌になるくらい、じーっくり、たーっぷり、な？」

「……っ!?」

「まぁ……まずは、俺の下の名前を自然と呼べるようになるまで、杏の身体をいじめ倒そうかな」

　そう。ここまでは、私の、美味しい恋の作り方。

　目の前でいじわるに微笑む彼を見て、私はほんの少しだけ、見えない未来が不安になったけど。

「……好きだよ、杏」

　大好きな彼と一緒なら、私はきっと、どんな時も幸せでいられる気がするの。

　この先、どんなことが起きたとしても、愛しい彼と一緒なら……心も身体も美しくいられると思うから。

「私も、大好きです」

　ふわりと、温かな食卓の香りが、私たちを包み込む。

　私がそう言って笑えば、彼もまた、幸せそうに微笑んだ。







番外編










これがきっと、恋の味




　勘違いと長い遠回りを経て、ようやく手に入れたぬくもりは、驚くほど心地のいい愛で満ちていた。自分を大切に思い、慈しんでくれる人がいるというのは、こんなにも安らぎを与えてくれるのか。

　休日のたび、彼女に会えるのが楽しみで仕方がないなんて、まるで青春真っ盛りの高校生かと苦笑いが漏れる。けれど、こんなふうに思うのは彼女だからこそであることは、自分が一番よくわかっていた。

　中途半端な気持ちで彼女を好きになったわけではないし、彼女を思う気持ちは生半可なものではない。

　なぜなら、少なく見積もっても三年は、頭の片隅に彼女の存在があった。けれど、その間ずっと、彼女に抱く気持ちが恋心であったかと聞かれたら難しい。

　気になる存在であったのは確かだけれど、その三年は俺にとっては恋愛にうつつを抜かしている時間はなかったから。




『お前に、あとは任せた。私は少し、高みの見物をさせてもらう』

　そんな親父の言葉と共に渡された重圧から始まった日々。代表取締役社長という責任ある立場を偉大な父から引き継いでからというもの、俺は自分でも呆れるほど仕事に没頭していた。

　父を超えたい、超えなければいけない。常にそう自分にプレッシャーを与えながら過ごす日々は、決して楽とは言えない苦悩の連続だった。

　疲れきって帰ってきた日は、食事をするのも面倒でソファに倒れ込み、朝を迎える。いざ食事をしても適当に済ませることばかりで、不摂生極まりなかった。今思えば随分、自分の身体を労らない生活をしていたと思う。

　彼女の笑顔を見て、自分の中に新しく生まれた夢を実現するために必死だった。

　だけど結局、そんな日々に助け舟を出してくれたのも彼女だった。




『……なんだこれ、美味しい』

　あの日初めて食べた彼女の手料理の味とぬくもりは、今でも忘れることができない。

　疲れきった身体に染み渡るような愛情を、俺は初めて身をもって知ったんだ。

『――美味しいものは、それだけで人の心を豊かにします』

　そう言って、笑った彼女。気がつけば、どうしようもなく彼女が欲しくなって、仕事を理由に蓋をしていた気持ちが溢れ出した時には、身体が勝手に動いていた。

　他の男には、渡したくない。

　彼女に再度触れた時にはもう、なにもかも手遅れで。あっという間に彼女に溺れて、なにがなんでも彼女の中に自分という存在を擦り込もうと必死だった。

　そして、ようやく手に入れた彼女。やっと自分の腕に抱き寄せた彼女を、この手で幸せにできる権利をもらった今、これ以上、無駄な遠回りをする理由が俺には見当たらなかった。




「……許してもらえるかな」

　日曜日のオープンカフェはカップルや女性で賑わっていて、落ち着かない。

　テーブルの上のエスプレッソに手を伸ばすことも忘れて隣に座る杏に尋ねれば、白いワンピースを身にまとった彼女は、とても穏やかな笑みをこぼした。

「大丈夫ですよ、許す許さないもないですから」

　その、根拠は？

　間髪入れずに尋ねそうになって、それをグッと堪えた。

「だけど、あの時は、かなり怒ってただろ……。絶対嫌われてるだろうし、大人げない奴だと思われてるはず……」

「確かに、あの時は怒ってましたけど……でも、もし今でも下條さんに対して怒っているなら、ここに来ませんよ」

「……そうかな」

「そうです」

「本当に？」

「ふふっ、本当ですよ。明確な理由はないけど、わかります。だって私たちは姉弟だから」

「……お待たせ」

　杏が、凛とした口調で言い切ったと同時に背後から声がして、俺は弾けるように振り向いた。

　そこには以前会った時と同様に、どこからどう見てもイイ男としか言いようのない容姿をした青年が立っていて、思わず背中に冷や汗が流れる。

　改めて見ても、やっぱり杏とは似ても似つかない。姉弟と言われなければ、絶対にわからない。

「ごめん。部活が少し長引いたから、遅れた。……もしかして、結構待たせた？」

　言いながら、彼は申し訳なさそうに杏を見た。

　その、俺には一線を引き、杏に向けてのみ関心を注ぐ様子は前回と変わらない。あの時は、嫉妬心からそれさえも苛立ちの要因だったけれど。

「全然待ってないから大丈夫。私たちのほうこそ、部活で疲れてるのに、ごめんね？」

　相変わらず無愛想な彼。けれど、前回と明らかに違うのは、彼が制服を着ているということだ。たったそれだけで、年相応に見える彼は杏の言う通り、本当に高校生だったらしい。

　……それにしても、俺は高校生相手に、しかも杏の弟相手になんてことを言ったんだ。今さらだけど、穴があったら入りたい……。

　そんな俺の心情を知ってか知らずか、杏の言葉に「別に疲れてないし大丈夫」と言った彼は、そこでようやく俺へと視線を向けた。

「…………」

　目が合った瞬間、ギクリと肩が強ばる。

　俺とそんなに目線の変わらない百八十センチはあろう高い身長に、ほどよく筋肉のついていそうな身体。整いすぎた顔立ちは、彼の洗練された雰囲気も相まって、それだけで人の心を引き寄せる。

　流れる黒髪から覗くキレイなアーモンドアイ、なにもかもを見抜いてしまいそうな強い眼はまっすぐに、こちらへと向けられていて思わず息を呑む。

　……って、おいおい。高校生相手に、しかも杏の弟相手にビビりすぎだろう。いい加減、しっかりしてくれよ……俺。

「え、と。陽……。改めて、紹介するね？　こちら、私の勤める会社の社長で、今は私の婚約者の下條修士さん。下條さん、こっちは、私の弟の陽です」

　杏の言葉に慌てて立ち上がると、そんな俺を見て杏は柔らかに微笑んだ。

「……改めて、杏の弟の日下部陽です。その節は、お世話になりました」

「こ、こちらこそ、本当に色々と、すみませんでした……」

　って、なんで、ここで敬語が飛び出すんだよ、俺！

　そして、『その節は』って言ってるってことは、やっぱり、あの時のことをいまだに根に持ってるんじゃないのか!?

　思わず心の中で自分にツッコんでしまったけれど、自分が仕出かした以上、今さらどうしようもない。

「……いえ、誤解が解けたみたいでよかったです。俺のほうこそ失礼なことを言って、すみませんでした」

　だけど、予想とは裏腹に、俺に向かって丁寧に頭を下げた彼を、一瞬呆然と見つめてしまった。慌てて自分も頭を下げれば、陽くんのまとう空気が柔らかくなったのをつむじで感じて……少しだけ心が軽くなった。




「……私、お手洗いに言ってくるね」

　それから、どれくらい三人で話していただろう。

　席に着いた陽くんがカフェオレを注文し、杏が中心となって色々な話をした。仕事の話や、家族の話、時々俺の話や……でも、一番多く名前が出たのは、妹の蘭ちゃんのような気もする。

　杏の弟の陽くんは、見た目通り寡黙な青年らしく、そんな杏の話にひたすら耳を傾け、必要以上のことは話さなかった。

　常に笑顔を絶やさない杏。俺と陽くんの間に入って必死に話を繋げようとする姿がいじらしくもあり、愛しくもあり……。

　杏のその無条件のかわいさに心が揺らいで、何度も邪よこしまな気持ちになったけれど、さすがに目の前に陽くんがいる手前、少しの粗相もするわけにはいかない。

　ましてや俺の場合、スタートがマイナスから入っている以上、ここから好感度をさらに下げるわけにはいかないだろう。

「……杏は」

「え」

「今まで、男運がなかったと思います」

　……なんだって？

　杏が席を立ったと同時に、唐突に口を開いた陽くんは、思いもよらない言葉を口にした。

　……杏に、男運がない？　つまりそれは、やっぱり、俺のことも認めないということか？

「下條さん以前の、付き合いのあった男の話です」

「あ、ああ……」

「っていうか、そういう過去の話とか、下條さんからすれば聞きたくないかもしれません。でも俺としては、きちんと話しておきたいというか……すみません、自分勝手で」

「いや、大丈夫。話してくれるのは嬉しいし、杏のことなら、どんな話でも受け止めるつもりでいる。それに、俺に話したことを、もし陽くんが杏に言わないでほしいと思うなら、俺の胸にだけ留めておくから安心して」

　言葉少ない陽くんの口数が増えるのは、感情的になった時なのだと前回の失態から学んでいた。だからこそ今、陽くんが話そうとしているのは、少なくとも陽くんの感情を逆撫でするような話なんだろう。

　俺の言葉に一瞬だけ驚いたような表情をした彼だったけど、すぐに「杏に話すかどうかは、下條さんに任せます」と、柔らかに微笑んで言うものだから……。

　初めて向けられたその笑顔に、もうすっかり、眉び目もく秀しゅう麗れいな陽くんの虜とりこになりかけた。

「……もう、何年も前の話ですけど。杏は以前、結構長いこと付き合ってた男がいたんです。別れた原因は、相手の浮気でした」

「……浮気？」

「なんでも、別れる時に……かなり、ひどいことを言われたらしくて。杏が落ち込んでるって……もうひとりの姉の蘭が激怒して、杏に別れた理由を問い詰めて、なにを言われたのか聞いたらしいんです。それでも……どんな言葉を言われたのかは、最後まで口を割らなかったみたいで」

　淡々と、平静を装いながら話す陽くんだけれど、目には行き場のない苛立ちが滲んでいた。

　だけど、それは俺も同じだ。冷静を装ってはいるけれど、心中は決して穏やかではない。

「杏は昔から……もうひとりの姉と、弟の俺のために、色々としてくれました。料理がうまいのも、働いていた母の代わりに俺たちの食事を作ってくれていたからで。だけど……その分、色んなことを我慢してきたはずだ、って。蘭が……よく言っていました」

　陽くんの話を聞いて、思い当たる節はあった。

　杏と、初めて夜の海に行った日。杏が泣きながら、自分の心の内を話してくれたことがある。その話の中で、彼と……そして、妹の蘭ちゃんのことが出てきた。

　自分には、妹と弟のように夢中になれるものはなくて、安全な道ばかり歩いてきた。日々をつつがなく過ごすことが当たり前になっているのだと……。

　もしかしたら杏自身は覚えていないかもしれない。それほど無自覚に、かつ自然と口をついて出てきたことだったように思う。

「杏と、俺ともうひとりの姉は、外見も中身も似ていません。そのせいで、杏は今まで、たくさん嫌な思いも……我慢も、していたんだと思います」

　多分、陽くんのその予想は限りなく事実に近いだろう。杏は、まぶしい妹と弟に、少なからず劣等感を抱いてる。

「前から、自分に自信がなかったり……そういうところがあって。だから、前の男と別れた時も、激怒する蘭をなだめながら『私にも原因があったの』って言ってました」

「……杏なら、言いそうだな」

　思わず口を挟めば、陽くんが落としていた視線を上げ、再び驚いたような表情で俺を見た。それに曖昧な笑みを返す。

　彼は一瞬だけなにかを言おうと口を開いたけれど、グッと唇を引き結んで考える素振りを見せた後、今度は揺れる瞳をまっすぐ俺に向け、ゆっくりと口を開く。

「……自分の家族のことを、こんなふうに言うのは気持ちが悪いと思われるかもしれない。だけど、俺は……杏は、すごく優しい人だと思ってます」

「うん」

「俺や蘭とは比べ物にならないくらい人間ができてるし、時々抜けてて心配にもなるけど、本当によくできた姉で……俺の、自慢の家族です」

「……うん」

「だからこそ、俺は……杏のこと、傷つける奴は許さないし、絶対に杏の相手として認めたくありません」

「うん……」

「杏には、絶対に幸せになってほしいんです」

　キッパリと、凛とした空気をまといながら言い切った陽くんは、清廉な眼差しを俺へと向けた。その瞳の強さに一瞬怯みそうになったけれど、すぐにそれを飲み込むとまっすぐに彼の瞳を見つめ返した。そうすれば、再び彼のまとう空気が柔らかなものへと色を変える。

「……正直、下條さんに初めて会った時は、今度は見た目はいいけど、中身はまた変なのを引き寄せたのかと思いました」

「へ、変なの……」

「でも、下條さんなら……杏のこと、安心して任せられる気がします」

「え」

「もちろん、杏を泣かせたら蘭とふたりで黙ってないですけど。だけど……杏のこと、これからも、どうぞ、よろしくお願いします」

「陽くん……」

「俺が成人したら、お酒の飲み方とかも教えてください」

　最後のそれは、彼の天然か、はたまたリップサービスか。

　極上の笑みを浮かべながら、そんなかわいいことを言う未来の弟に、今度こそ心臓を撃ち抜かれた俺は、不本意にも赤くなった顔を片手で押さえてから、エスプレッソを喉の奥へと流し込んだ。




「……陽と、なにを話してたんですか？　私が、お手洗いに立った時」

　カフェで陽くんと別れた後、俺と杏はお馴染みとなりつつあるスーパーに寄って食材を買うと、俺の住むマンションへとやってきた。

　今日の夕飯は、杏特製のビーフシチュー。口の中で肉が溶けるという体験に感動した俺と、相変わらずそんな俺を微笑ましげに見守る杏。

　お腹も心も満たされて、今からリビングのソファの上でリラックスタイムというところで、杏が唐突に口を開いた。

「私がお手洗いから帰ってきたら、下條さんも陽も、なんだかすごく機嫌がよかったから、ずっと気になってて……。陽に聞いても教えてくれないし、下條さんも話してくれそうにないし」

　拗ねたような口調でそんなことを言う彼女が愛しくて、思わず身体ごと抱き寄せれば、「ごまかさないでください」と手を解かれた。

　……そういうことをされると、逆に燃えるんだけど。今すぐここで、いじめてやりたくなる。

「……杏の、昔の男の話をされたんだよ」

「……え？」

「長いこと付き合ってた彼がいたんだって？　その彼の話をしてたんだ」

　杏を見ることもせずにそう言うと、視界の端に映った彼女の顔から完全に笑顔が消えた。驚いたような、絶望したような、顔色さえ悪くなったように思える変化に、少しやりすぎたかと早々に後悔が前に立つ。

「そうだったんですか……すみません、陽が、そんな話をするなんて思わなくて。嫌な気持ちにさせてしまいましたよね……本当に、ごめんなさい……」

　挙句、今にも泣き出しそうに震える声でそんなことを言うものだから、慌てて杏の腕を引いて身体を抱き寄せた。彼女の身体が小さく震えていることに気がついて、今度こそ後悔に胸が埋め尽くされる。

「……ごめん。そういうんじゃないんだ。昔の男の話は、本当に少しだけ。それ以外は……陽くんから、杏の自慢話を聞いてたんだ」

「わ、私の、自慢話……？」

「うん。小さい頃から、杏が自分たちの面倒を見てくれたから、今があるって。杏は、自分たち姉弟には自慢のお姉さんなんだって」

「……？　そんなの」

「嘘じゃないよ、本当だ。もちろん、陽くんが明確な言葉を口にしたわけじゃないけど。でも……俺にはどうとっても『俺たちの大切な姉を泣かすようなことしたら、絶対に許さないからな』としか、聞こえなかったかな？」

「…………」

「あ、それについては明確に宣言されたか」

　そこまで言って微笑めば、杏のキレイな瞳にはうっすらと涙が滲んだ。

　陽くんの言う通り、杏は自分に対して自信がないところがある。それは、まだ会ったことはないけれど、陽くんレベルの美人らしい妹と、とんでもなく男前な弟、陽くん。そして――多分だけど、その過去に付き合っていた浮気男に別れ際に言われたという言葉が関係しているように、俺は思う。

　だけど、そう思うと正直、気に食わない。この歳になってまで、過去の恋愛に対して嫉妬するつもりはないが、いまだにその過去の男が言った言葉に杏が振り回されているかと思うと……殺意すら湧いてくる。

「……あのさ」

「え」

「別に、杏が言いたくないなら言わなくていいけど、その前に付き合ってたクズに、別れ際になんて言われたの？」

「……え？」

「陽くんは、その時の杏は、すごく傷ついてたって。多分、別れ際に言われた言葉が原因なんだろう……って」

「……っ」

「もし、陽くんの言う通り……杏がいまだに、その言葉を気に病んでるなら、もうそんなの、早いとこ消し去ってやりたいなと思ってるんだけど」

「え」

「だって、杏は俺のものだ。その杏をいまだに傷つけてる言葉があるなんて、そんなの許したくもないし放っておくのも嫌だから」

　言いながら、今度こそ逃がすものかと杏の背中に回した腕の力を強めれば、杏の瞳が戸惑いに揺れた。

　正直に言えば、聞きたい気持ちのほうが強い。だけど、杏が話したくないのなら、無理強いをしたくないと思っているのも本当だ。

　それでも俺は、もしも少しでも、杏の心の重荷を軽くできるのなら話してほしいと思った。俺に話すことで、杏が少しでも自信を取り戻すことができるのなら、それ以上に嬉しいことはないから。

　だって、こんなにかわいくて賢くて、思いやりがあって、家族にも職場の人間にも愛されている彼女が。悪いところを見つけようとするほうが困難なほどイイ女の彼女が、自分に自信がないだなんて、そんなのもったいないと思うから――。

「『杏って、彼女っていうより母親みたいな感じで、一緒にいても全然ドキドキしないんだよね』」

「……え？」

「……別れ際に、そう言われたんです。浮気をしたのはあっちのほうで、私から別れを切り出すつもりでいたのに、なぜか彼に、そう言われて――。でも、そう言われた時に、なにも返す言葉が思い浮かばなかったんです」

　自嘲の笑みを浮かべながら、そんなことを言う杏を前に、俺は怒りを通り越して、どうにかなりそうだった。

　今、目の前に、その男がいたら、俺は立場もなにもかも忘れてソイツを殴り飛ばしているだろう。それどころか、ボロボロになったソイツを廃品回収に出すかもしれない。

　いや……現実的に言うのなら、ソイツの社会的地位もなにもかもを奪ってやろうか。多少手が汚れることも、俺の杏を傷つけたのだから仕方のないことだ。

「だから、下條さんと曖昧な関係だった時も……下條さんは、私に対して母の愛みたいなものを求めているんだと思ってました」

「……は？」

「下條さんの家庭のお話を聞いて……それで。前の彼に言われた言葉と重ねてしまって……だからずっと、下條さんの言葉や行動の意味を、素直に受け止めることもできませんでした」

　……やっぱり、ソイツ、海の底に沈めてやろうか。

「でも、今は……」

「……今は？」

「今は、下條さんの言葉も行動も、全部、私を愛してくれているからだって、ちゃんとわかってます」

　怒りに震える俺の頬に手を添えてそんなことを言う杏に視線を落とせば、彼女は俺を見て、とても愛おしそうに微笑んでいた。たったそれだけで、ささくれだっていた心が解けて、胸には杏に対する愛情だけが溢れ出す。

　どんなに彼女を抱きしめても足りなくて。どれだけ唇と身体を重ねても、完全には満たされない。めちゃくちゃにしたいくらい愛しくて。

　なによりも、どんなものよりも大切に扱いたいほど愛しくてたまらない、俺の杏。

「下條さんがいれば……今の私は、迷いません」

「杏……」

「だって、下條さんみたいに素敵な人が愛してくれた自分を、蔑さげすむ理由が見つからないから。下條さんに愛されている自分に恥じないように、自信を持っていたいと今は思うんです」

「…………」

「……だから、私は大丈夫。大丈夫なんです、下條さん」

　そう続けた彼女の身体を、俺は本能のままにキツく抱きしめた。

「……んっ」

　そのまま、彼女の甘い唇へとキスを落とす。段々と深くなるそれとこぼれる吐息は、俺の理性を一枚一枚剥がしていって、抑えることのできない欲望をあっという間に裸にした。

「っ、下條さ……」

「黙って……」

　結局、堪えきれずに彼女の身体を抱え上げ、ベッドルームへと運んだ俺は、彼女をベッドへ押し倒すと、逃がさないようにまたがった。ほんの少し、はだけたスカートの裾から覗いた白い肌に、今度こそ理性のブレーキが壊れて消える。

　真っ白なシーツに波打つように広がる、彼女の長くキレイな髪。赤く紅潮した肌と、涙目で俺を見上げる仕草もなにもかもが、俺の昂ぶりを煽る要因にしかすぎない。

「……全部、忘れさせてやる」

「……っ」

「俺以外の男に言われたことなんて……俺以外の男のことなんて。全部、なにもかも思い出せなくなるくらい、俺が――」

　――俺が。

「杏のこと。心も身体も、隅々まで愛し抜く」

　その夜は、どれだけ杏が息を切らそうとも、何度も何度も追い立てるように互いの体温を食べ合った。




　＊　＊　＊




「それで？　杏が前に付き合ってた男の名前、いい加減教えてくれる？」

　週明けの社長室。相変わらずの職権乱用で杏を社長室に呼び出すことに成功した俺は、いまだに不機嫌な様子の彼女に、しつこく迫っていた。

　彼女が不機嫌な理由は、大きく分けてふたつある。

　ひとつは、俺が杏を傷つけた男の情報を知りたがっていること。この俺が、その男になんらかの制裁を下そうとしているのではないかと不審に思っているらしい。

　そんなわけないのに。そんな男――ベッドの中で杏をいじめて吐かせた、杏が今まで付き合ったことがあるのはその男だけだとか、挙句の果てには杏の初めての相手がソイツだとか、そんなの、この俺が、気にするわけないのに？

「……絶対、なにもしない。探し出して、今あるだろう小さな地位を奪ってやろうなんて考えてないから」

「……もう、社長にはなにも話したくありません」

　そして、杏が今不機嫌なふたつめの理由は、普段は仕事中、髪をアップにしている彼女がその髪を今日は下ろさざるを得ない状況になっていることにあった。

　長い彼女の髪に隠れた彼女の首筋には、おとといの夜、かわいすぎる杏を前にタガが外れまくった俺がつけた赤い花が咲いているのだ。

　まさか、この歳になって首筋にキスマークだなんて、杏からすれば恥ずかしくてたまらないだろう。それに関しては、俺も少し軽率すぎたと反省してる。

「そんな、怒らなくても。髪を下ろしてる杏もかわいくて、俺は好きだよ」

「……まさか社長が、こんな子供じみたことをするとは思いませんでした。信頼していた、私が馬鹿でした。もう二度と、信頼しないと決めました」

「理性を完全に失っている場面での信頼を語られても、それはフェアじゃないだろう？　ましてや杏も、あの時は俺のことを止めなかったし」

「な……っ」

「むしろ、もっと……って俺の背中に爪を立ててただろ。涙まで流して何度も俺に、おねだりしてたくせに。朝まで、寝ないで何度も、何度も……」

「……っ」

「……って、思い出したら、ちょっと変な気分になってきた。……杏。俺、この後の会議がキャンセルになって、空き時間ができたんだけど、杏もこの後は――」

「っ、仕事です!!　私は、この先、ずーっと、ずっと、仕事です……っ!!」

「ずっと仕事なんて、そんなコンプライアンス違反、許されるわけないだろう。誰だ、俺の杏に仕事を押しつけているのは。今すぐ俺が注意してやる」

　そう言えば、今度こそ杏は脱力したように頭を抱えてうなだれた。

「……もう、いいです。下條さん相手にムキになった私が馬鹿でした」

　だけど、そんなふうに俺に振り回される彼女も、たまらなく愛しい。今すぐにでも、社内中に自慢してまわりたいが、それは結婚してからの楽しみだと精一杯自分を押し込める日々が続いてる。

「そういえば、狩野が朝イチでおもしろい企画を持ってきたんだ。見ていくか？」

「……え。見たいです！　見せていただけるんですか!?」

「もちろん。ＶＥＮＵＳの新企画だし、狩野も杏の意見を聞きに行きたいって言ってたから」

「ホントですか!?　……嬉しいです。狩野くんにも最近全然会えてなかったから、話せるのが楽しみです」

「……それは、少し聞き捨てならないな」

　言いながら彼女に向かって微笑めば、視線の先の彼女は今度こそ、花が咲いたように微笑んだ。

　その笑顔を見るだけで、俺は彼女に心惹かれた日のことを思い出す。

　そして、何度でも彼女に恋をして、何度でも彼女が欲しいと手を伸ばすんだ。

「……イテッ」

「……しばらくは、エッチなこと禁止です」

　でも、現実は、本能のままに手を伸ばして、あと少しというところで、頬を膨らませた彼女に手厳しく手を叩き落とされてしまうわけだが。

「好きだよ、杏」

「っ、もう！　ごまかされませんから……！」

「愛してるよ、杏」

「な……っ、それは反則です……!!」

　愛しくて、たまらない。俺のかわいい、たったひとりの、大切な子。







特別書き下ろし番外編










笑顔で、「ごちそう様でした」




「――下條社長が、結婚するらしいよ！」

　休み明けの月曜日の社内は、その話題で持ちきりだった。

　廊下を歩けば、嫌というほど噂は耳に入ってくるし、独身の女子社員の中には「今日は仕事できない……」と涙を流す子たちまでいる。

「社長もいい歳だし、おめでたいニュースだ！」

　そう声を上げて笑ったのは総務部長で、私がいる総務部はもちろん、営業部でも、「結婚相手は誰だ」と、まるで刑事ドラマの犯人探しさながらだ。

「受付の子が、休みの日に社長が和服美人と歩いてるのを見たらしいよ……。しかも、そのまま高級料亭に入っていったって」

「その料亭って、会長の御用達なんでしょ!?　そんなところにプライベートで女性を連れていくって、彼女以外ありえないでしょ！」

「っていうか、入り口で転びそうになった和服美人を社長が抱き止めたって……！　その後、社長が会社では見たこともないくらいの優しい笑顔で、彼女の手を引いて歩いていったって……」

「相手は、昔から親交のある社長令嬢らしいよ！」

　終業の一時間前、お手洗いに向かえば、パウダールームで女の子たちが嘆き交じりにそんなことを話していた。

「でもさぁ、見た感じ、すごくお似合いのふたりだったみたい」

　その言葉に、泣きたいくらいに痛む胸。

　私は、隣で精一杯平常心を装いながら化粧を直すと、足早にその場を後にした。

　……本当に、いったい、なにがどうなってるの？

　下條社長が、和服美人な社長令嬢とデートだなんて。その上、その人と結婚……？

　一日中、不穏に高鳴る心臓と、頭の痛くなる噂たちに私の心は限界だった。

　下條社長と付き合い始めて約半年。もちろん、社長とは結婚を前提にお付き合いさせてもらっている。まだ社内では公にしていないものの、下條社長自身も、私のことを婚約者だと言い切っているし、私だってその言葉を信じてるけど……。

「ねぇねぇ、日下部さん聞いた？　下條社長、イイトコのお嬢さんと結婚が決まったらしいよ」

「そう、みたいですね……」

　総務部に戻ってから、パートさんに投げられた言葉にうまく笑えていたかは、もう自分でもわからなかった。

　本当は、今すぐ真相を確かめたい。いつも彼がいる社長室へと走って、彼の口から噂の真相を聞かせてほしい。

　だけど、下條社長は先週末から出張に行っていて、帰ってくるのは明日の昼過ぎだ。

　だから今、私にできることはなにもなくて。まさか、仕事中にそんな理由で電話なんてできないし、社長の仕事の邪魔をするわけにもいかない。

「――さん、くさか……ん、日下部さん！」

「……!?」

「日下部さん、大丈夫？　今日はなんだか、少し体調悪そうじゃない？」

　どれくらい、ボーっとしていたのだろう。心配そうな面持ちで私の顔を覗き込むパートさんを前に、慌てて「大丈夫です」と言いながら精一杯の笑顔を見せた。

「そう……？　なんだか、顔色がよくないから……」

　そんな私の笑顔に、パートさんは眉根を寄せていたけれど、今の私には、もうそれさえも心を痛める要因にしかならない。

　……ダメ、今はまだ仕事中なんだから。仕事に集中しなきゃ。パートさんたちにも、心配かけたらダメだよ。

　小さく頭を左右に振って、私は手元に広がった書類や見積書を急いでまとめた。すると、その中の一枚がデスクから滑り落ち、足元に音もなく着地して……。

　……いけない、拾わなきゃ。

　私は椅子に座ったまま身体を屈めると、書類へと手を伸ばした。

「――!!」

「く、日下部さん……!?」

　……あれ？

　けれど、その瞬間、焦ったようなパートさんの声がどこか遠くで聞こえた気がして私の視界は大きく揺れた。

　あ……これ、倒れる、かも。

　そう思った時にはすでに手遅れだった。そのままバランスを崩した身体は、抗うこともできず、床へと倒れ込もうとしたのだけれど――。

「――杏!!」

　突然聞こえた、その愛しい声に、私の身体は危機一髪、抱きとめられた。

「杏、大丈夫か!?　俺の声、聞こえてるか!?」

「下條、さん……？」

「よかった……急に倒れたから、焦った……」

　大好きなシトラスの香りに包まれながら、ゆっくりと顔を上げれば、そこには言葉の通り、焦ったような表情で私を見る下條社長がいる。

「下條さん……どうして？　帰りは、明日のはずじゃ……」

　突然現れた下條社長に驚いて引き戻された意識はやけに鮮明で……思ったままの質問を彼へとぶつけると、彼は切なげに眉根を寄せた。

　下條社長は出張に行っているはずで、帰りは明日のはずなのに。それなのに、どうして今ここに彼がいるの……？

「向こうでの会議が予定よりも早く終わったから、戻りを一日早めたんだ。それで会社に戻ってきたら、役員のひとりに変なことを聞かれて、急いで杏に会いに来たんだけど……」

「変なこと……？」

「俺が、どこぞの社長令嬢と結婚するとか、なんとか……」

　そう言うと、不満気に眉をひそめた下條社長は、私を抱きしめた腕に力を込める。

　たったそれだけで、ぬくもりを取り戻していく身体は、いつだって正直で。冷えきっていた手はしっかりと彼に包まれていて、それだけで涙が溢れそうになった。

「もしかして……杏の顔色が悪いのも、それが原因か？」

　その言葉に頷くか一瞬迷ったけれど、社長に嘘はつきたくなくて、彼の温かい腕の中で小さく頷く。

「そうか……すぐに否定してやれなくて、ごめん。悲しい思いをさせたな……」

　言葉と同時に優しく髪を撫でられて、ついに我慢の限界を迎えた私の目から涙がこぼれ落ちた。

「下條さんは、謝らないでください……。だって、下條さんは出張で社外に出ていたから知らなくて当然で、ひとりで考え込みすぎた私が悪いから……」

「馬鹿だな、杏は……。一日中、噂を聞きながら我慢するくらいなら、さっさと俺に電話してくればよかったのに」

「でも、お仕事中に、そんな迷惑……」

「迷惑なんかじゃない。そもそも、杏に倒れられたら、どっちみち仕事には集中できないし、なにより……杏がつらいと、俺もつらい……」

　優しく紡がれた言葉に、再び涙の雫が頬を伝ってこぼれ落ちた。

　そんな私を見て愛おしげに微笑んだ社長は、その涙を親指の腹で優しく拭うと、突然私を抱えて立ち上がる。

　だけど慌てて彼の首に腕を回して、顔を上げて……。

　私は、そこでようやく、自分がとんでもない失態をやらかしたのだと気がついた。

「く、日下部、さん……？」

　ひどく困惑した声を出したのは、先ほど私を心配してくれたパートさんだ。彼女は目を白黒させながら、私と――私を堂々とお姫様抱っこした、下條社長のことを見ていた。だけどそれは、彼女だけじゃない。

　今はまだ終業時間前。フロア内には総務部の皆さん、営業から戻ってきた営業部の皆さんが一堂に会していて、皆が皆、ひどく驚いた顔で私と下條社長のことを見つめている。

　ちょっと待って……これって、色々、まずいんじゃないの？

「あ、あの、下條さんっ。今さらですが、とりあえず、下ろしてくださ――」

　皆からの視線に思わず顔が熱を持って、どうにも耐えられずに慌てて下條社長を見上げれば、なぜか社員の皆を見て口角を上げている彼。

　そんな彼は、私の視線に気づいて一瞬だけ私を見て微笑むと、再び顔を上げて凛とした声をフロア一帯に響かせる。

「――皆、聞いてくれ。本当は、もっと順序を踏んで報告したかったんだが……。俺は近々、今ここにいる、総務部の日下部杏と結婚する」

「え、ええっ!?」

　動揺と驚きの声を上げたのは、総務部に始まり、営業部、そして偶然ここに居合わせた他の部署の皆さんだ。

「俺には彼女しかいないし、彼女以外との結婚は考えられない。だから今、ここにいる全員が、証人になってくれ。俺はこれから一生、日下部杏を愛し抜くと決めたから――」

　揺るぎないその声が、フロア一帯に響き渡った。それと同時に……ブラウンの瞳が私をまっすぐに捉えると、下條社長は柔らかな笑みを浮かべて私を見つめた。

「改めて、ここで言う。杏、俺と結婚してほしい」

「え……」

「杏と出会ったこの場所で、もう一度、ふたりでスタートラインに立とう。杏のことは、俺が必ず幸せにする。いつでも俺が杏を支えるから、だから俺と……結婚してください」

　その言葉と同時に、私の額には優しいキスが落ちてきた。

　大好きな、彼と出会ったこの場所で紡がれたのは、永久を誓う愛の言葉。

　本当に、もしも今ここで、大好きな下條社長と歩む未来を誓えるのなら……。

　私には、これ以上に幸せなことはきっと、ない。

「よろしく、お願いします……っ」

　下條社長の首に回した腕を引き寄せながら、私が、そう答えたのと同時に、フロア一帯から大歓声が上がった。思わず涙で濡れた顔を上げて前を向けば、社員の皆が大きな拍手と笑顔で私たちを祝福してくれている。

　ああ、本当に、こんなに幸せなことってあるのかな。

「……杏、幸せになろうな」

「はい……っ」

　温かい腕の中、涙で濡れた顔を隠すように、たくましい肩に額を乗せれば、胸いっぱいに幸せが広がった。

　私は社長令嬢でもない、本当にただの平凡なＯＬだ。それでも、あなたを思う気持ちだけは、絶対に誰にも負けないから。どうかあなたを幸せにできる唯一の女性であれたらいい。

　響き渡る歓声と拍手の中、お互いに身体を寄せ合っていれば、不意に社長が私の耳に唇を寄せた。

「でも……あの噂の真相も、どうせ、杏は気付いてないんだろ」

「え……？」

「あの噂……俺が、和服美人と料亭に入っていったって……心当たり、ない？」

　そう言われて思い浮かべるのは――先々週の、休みのこと。それは下條社長のご両親と食事をし、結婚のご挨拶をさせていただいた日のことだ。

「あの時の杏、本当にキレイだったよ。着物、よく似合ってた。本当は、誰にも見せたくなかったくらい……」

　その言葉と同時に、再び額に触れた唇。思わず真っ赤になって彼を見上げれば、彼は私を見て愛おしげに微笑んだ。

「俺たちの披露宴では、絶対に和装も入れよう。あ……でも、杏のドレス姿も何着か見たいな」

　せっかちな彼の言葉に、思わず一緒になって笑った月曜日。

　幸せと、笑顔で溢れた月曜日。
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あとがき




　このたびは『焦れ甘な恋が始まりました』を、お手に取ってくださり、ありがとうございます。作者の、小春りんと申します。

　実は兼ねてより、「Ｌｉｎｋリンク」というペンネームで執筆活動を続けていたのですが、今回、素敵なご縁をいただき「小春りん」としてベリーズ文庫からデビューさせていただくことになりました。




　作中では最後の最後まで勘違いとすれ違いを繰り返した二人でしたが、恋も仕事も真摯に向き合う二人の姿勢に、作者の私自身も気付かされたことが多かったように思います。

　途中、下條社長が不憫で不憫で、どこまで行けば彼は報われるのだろうかと心配していましたが、無事に杏と結ばれて作者の私も心からホッとしています。

　誰でも出来ること、でもその人自身の代わりは他にはいない。

　恋も仕事も人生も、そんなものであればいいと私は心から願っています。




　いくつになっても憧れの恋を思い描くことは楽しくて、幸せで。そんな幸せを、これからも皆様と共有できれば嬉しいです。

　小ネタではありますが、杏の弟である陽の話はケータイ小説文庫『はちみつ色の太陽』で、妹の蘭のお話は「Berry's Cafe」で読むことができますので、機会があれば是非、覗いていただけましたら幸いです。




　最後になりましたが、素敵な表紙を描いてくださった、よしのずなさん。

　いつも優しく、的確なアドバイスをくださる担当編集の倉持さん。

　編集協力をしてくださった妹尾さん、スターツ出版の皆様、そして今日まで支えてくださった、たくさんの読者様に心から感謝致します。

　貴方とこうして〝繋がる（Ｌｉｎｋ）〟事ができたことに。

　そしてこれからも貴方の周りに、笑顔が溢れますよう。

　精一杯の感謝と、愛を込めて。





小春りん（Ｌｉｎｋ）









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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